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午前 10 時 00 分 開議 

○井戸達也委員長 おはようございます。 

本日の出席委員は14名で、全委員が出席して

おります。 

 ただいまから、本日の委員会を開きます。 

 それでは早速、本日の日程であります一般会計

の歳出のうち、民生費、衛生費及びその特定財源

に関する歳入の細部質疑に入ります。 

 関連であります議案第14号、議案第17号から議

案第21号までの６件についても、あわせて質疑い

ただきます。 

 なお、議案第11号については、18日の特別会

計、企業会計での質疑となります。 

それでは、質問者挙手を願います。 

小田部委員。 

○小田部照委員 おはようございます。早速、質

問に入らせていただきます。 

 まずは、ことしのまちづくり７ページ、プレミ

アム付商品券発行事業の１億7,592万円につい

て、この事業の概要についてお聞きいたします。 

○酒井博明社会福祉課長 プレミアム付商品券発

行事業の事業概要についてでありますが、本年10

月に地方消費税の10％への引き上げが低所得者、
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子育て世帯の消費に与える影響を緩和するととも

に、地域における消費を喚起することを目的に、

この商品券の販売を行うものでございます。 

 対象者は平成31年度住民税の非課税者及び３歳

未満の子供が属する世帯の世帯主が対象となりま

して、低所得者が6,300人、３歳未満の子供が700

人でございます。 

 販売する商品券は、販売額２万円で２万5,000

円分の商品券を販売いたします。額面は１枚500

円、10枚つづりで５回に分けて購入が可能となる

ように検討しております。 

 購入限度額は住民税非課税者は非課税者の数掛

ける２万5,000円、子育て世帯は１世帯当たり３

歳未満の子供の数掛ける２万5,000円となりま

す。 

○小田部照委員 前回はこれ全世帯が対象となる

ようなプレミアム商品券というのがあったと思う

のですが、今回は消費税10％に伴い低所得者と３

歳未満の子供というようなお話で理解はできます

が、この利用方法についてはどのようになってい

るのか。 

○酒井博明社会福祉課長 プレミアム付商品券の

利用方法についてでありますが、対象者が購入し

た商品券はプレミアム付商品券利用可能店舗での

み使用できるものでありまして、利用可能な店舗

は公募により決定していくこととなります。 

 利用可能店舗登録への方法については、商工会

議所の加入店舗など、今後協力依頼の方法を検討

して、より多くの店舗で利用が可能となるように

努めていきたいと考えてます。 

○小田部照委員 わかりました。これはあくまで

国の制度ということなのでしょうけれども、これ

は網走の裁量みたいのはあるのでしょうか。例え

ば、対象者をその市町村で独自で決めることがで

きるものなのか、全国一律のものなのか伺いま

す。 

○酒井博明社会福祉課長 この事業は全額国の負

担の中で行っている事業ですので、基本的には国

の仕組みで定められた枠内の範囲内で行うという

事業ですので、先ほど申し上げたような事業内容

で行うということを考えております。 

○小田部照委員 この限られた枠の金額の中で

は、網走独自に例えば年金暮らしの高齢者とかに

も買えるような制度にもできるという認識でよろ

しかったでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 対象者が国のほうで所

得の制限で限られておりますので、年金生活者で

あっても課税されるような年金生活者ということ

になると対象とならないことになっております。 

○小田部照委員 理解いたしました。 

 いや、すばらしい事業だと思いますので、今後

も、周知の方法などはどのように考えているのか

伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 事業の周知についてで

ありますが、対象者となる非課税者の方につきま

しては、６月中に購入希望申請書の発送をするこ

とで周知するということを考えております。 

 子育て世帯の方につきましては、９月ころに購

入引換券を対象世帯に発送して事業周知を図るこ

とを考えております。 

 このほか、市の広報誌やホームページ、新聞へ

の折り込みなどで事業周知を図っていくこととし

ております。 

○小田部照委員 理解いたしました。 

 それでは次に、障がい児福祉サービス利用負担

金446万円について概要を伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 本事業の概要でござい

ますが、網走市ではこれまで網走市障がい児通所

支援利用者負担金助成事業によりまして、児童通

所サービスにおける利用者負担の半額を独自で助

成しておりました。 

 一方、国は2019年10月から新たな子育て支援施

策として幼児教育の無償化を実施し、これにあわ

せて未就学児童を対象とした児童通所サービスで

ある児童発達支援も無償化されることが決まって

おります。 

 こうした国の動きに先行しまして、市の単独事

業で安心して子育てができる環境を提供する子育

て支援策として、これまで助成対象であった児童

通所サービスのみならず、障害者総合支援法に基

づくサービスを含めまして、18歳未満の障がい児

に対する福祉サービス全般の利用者負担金を全額

助成し、無償化を図ろうとするものでございま

す。 

 なお、本事業の予算に、先ほど申し上げました

10月からの国の制度として実施される児童発達支

援の無償化分は国のほうで補填されるので、この

予算の中には入れておりません。 

○小田部照委員 これまでにはなかった制度とい

うことで、大変ありがたいことだと思いますが、



 

－ 60 － 

利用者の負担の軽減となる対象者というのはどれ

くらいの数なのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 本事業予算による助成

対象となる人数ですが、児童福祉法に基づく児童

通所サービスで約150名、障害者総合支援法に基

づく介護給付で約６名、障害者総合支援法に基づ

く地域生活支援事業のうち日常生活支援用具支給

で約10名、移動支援など地域生活支援事業のその

他の事業で約60名、同じく障害者総合支援法に基

づく補装具給付で約15名と見込んでおります。 

○小田部照委員 わかりました。 

 とてもすばらしい事業だと思いますので、今後

もずっと続けていっていただきたいなと思います

が、今後のそういった見通しのほうはどうなって

いるでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 2019年10月から国は新

たな子育て支援策として幼児教育の無償化を実施

し、これにあわせて未就学児童を対象とした児童

通所サービスである児童発達支援も無償化される

こととなるため、次年度以降の事業予算は国費で

補填される分減額となる見込みであります。 

 本事業は市の単独事業でありますが、安心して

子育てできる環境を提供するための支援策として

行うものでありますので、現時点で事業の年限を

区切るということは考えておりません。 

○小田部照委員 わかりました。継続していって

いただけるように要望しておきます。 

 次に、北海道障がい者スポーツ大会開催事業

381万円とありますが、これについて概要を伺い

ます。 

○酒井博明社会福祉課長 北海道障がい者スポー

ツ大会は北海道障がい者スポーツ協会、北海道及

び開催自治体が主催となりまして、身体障がい者

及び知的障がい者がスポーツを通じて体力を維持

し、増進し、障がい者の自立と社会参加の促進を

図るとともに、道民の障がい者に対する理解を深

め、北海道における障がい者のスポーツをより発

展させることを目的として毎年開催されておりま

す。 

 当市におきましては、平成18年度に近隣２市４

町との共同で本大会を実施いたしました。31年度

の第57回大会は、網走市、北見市、美幌町を会場

として６月に開催いたします。 

 参加選手は約700名を見込んでおりまして、こ

のうち網走市ではメーン競技である陸上競技及び

ソフトボール、フットベースボールを開催し、参

加選手は約550名を見込んでおります。 

 大会経費は総額約1,200万円で、うち半額は北

海道からの補助金となりまして、残り半額を開催

自治体において、参加選手等で案分し負担すると

いうふうにしております。 

○小田部照委員 わかりました。 

 障がい者スポーツ大会ということで、地元の日

体大附属高等支援学校の生徒を初め、地元の子供

なのか選手なのか、というのはどういった方々が

参加する予定なのか伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 本大会の参加申し込み

については、例年自治体を通じて行うこととなる

ため、これまでは市に開催案内が届きまして、市

から関係団体、福祉事業所等に周知を行ってまい

りました。平成30年度の空知大会では、網走市身

体障害者福祉協会から３名、日体大附属高等支援

学校から３名の参加がありました。 

 平成31年度の地元開催に当たっては、近日中に

開催案内を全道に送付する予定となっております

が、既に日体大附属高等支援学校に対して参加要

請は行っております。またそのことにあわせまし

て、市内福祉事業所に直接出向き、より多くの参

加者を募ってまいりたいというふうに考えており

ます。 

 なお、本大会の参加対象は13歳以上ということ

になっておりますので、市内の中学校や高校への

情報提供なども検討してまいりたいと考えており

ます。 

○小田部照委員 これは持ち回りの大会だとは思

いますが、せっかくの北海道障がい者スポーツ大

会をこの網走で開催されるということで、地元の

選手にもたくさん参加していただけるような取り

組みにも力を入れていただきたいと思います。 

 障がい者のことを理解していただくためにも、

ノーマライゼーション社会の実現のためにも、こ

の大会がオール網走での実施となるような取り組

みが必要だと思いますが、その辺はどのように考

えているのか伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 本大会の開催に当たり

ましては、実行委員会を設置しておりますが、こ

の実行委員会には具体的な競技運営を行うオホー

ツク陸上競技協会や網走野球連盟を初めとしまし

て、網走市体育協会、網走市身体障害者福祉協

会、網走市手をつなぐ育成会、網走市社会福祉協
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議会、日体大附属高等支援学校に御参加をいただ

いているところでございます。 

 加えまして、当日の運営に当たっては、手話通

訳や身体介助などに当たるボランティアが100名

以上必要になると見込んでおりますので、ボラン

ティアにつきましては社会福祉協議会などとも連

携いたしまして、広く募集して多くの方にこの大

会にかかわっていただき、障がい者スポーツへの

理解を広めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○小田部照委員 私もぜひ参加協力したいと思っ

ています。スポーツをする、スポーツを見る、ス

ポーツを支えると、たくさんの市民の方にそう

いってかかわっていただけるような取り組みを進

めていただきたいと思います。 

 終わります。 

○井戸達也委員長 次、川原田委員。 

○川原田英世委員 それでは、私のほうから何点

か質問させていただきたいと思います。 

 まずひとり親家庭支援事業の中から何点か伺い

たいのですが、子供の貧困の状況でたびたび質問

させていただいていますが、私の言っていたとき

には2015年のデータを元にしていたものですか

ら、そのときには北海道で貧困の状態は 20％

ちょっと、20.4％ぐらいあったと思うのですけれ

ども、最新のデータだと23％を超えるような状況

になっているということで、子供の貧困の状況は

非常にまたさらに悪くなっていっているというこ

とがあるのだというふうに思います。それに対し

ては網走市の状況も伺っている中では、24.8％と

いうときもあったり、大体23％から24％ぐらいの

間を推移していると思うのですが、北海道全体で

それだけ深刻な状況になっているのとあわせて、

網走の状態もちょっとよくない状態もあるのだと

いうふうに思います。 

 そんな背景をもとに今後どうなっていくのかを

含めて、まずひとり親家庭の状況からちょっとお

伺いをしたいというふうに思います。というの

も、やっぱりひとり親の状況、ひとり親家庭の方

が余りにも貧困の状態の多くを占めているという

ことがありますので、そこをしっかり把握するこ

とから今後どのような対策をしていくのかという

のが、非常に大切なことだというふうに思うので

すね。それでまず１点伺いたいのですが、このひ

とり親家庭支援事業の中の児童手当の部分です

が、児童扶養手当支給事業について、これが今予

算としてあるわけですけれども、これが何件分、

何世帯分ほど計算しているのかをお伺いしたいと

思います。 

○清杉利明子育て支援課長 児童扶養手当の受給

者の実績でございますが、まず平成28年度が368

名、平成29年度が384人、平成30年度の見込みが

約350人となっておりまして、近年は360人程度で

推移をしているというふうに認識をしておりま

す。 

 また、平成24年度から平成27年度におきまして

は390人前後で推移をしておりましたので、若干

ではございますが、人口の減少に伴いまして減少

傾向にあるというふうに考えております。 

 また、31年度予算におきましては、375人分の

見込みとして予算を計上しているところでござい

ます。 

○川原田英世委員 わかりました。人口減少に

伴って若干は減っているけれどもというところだ

というふうに思います。 

 全体的な割合については、また今後いろいろと

検証していきたいなというふうに思うところで

す。 

 そういった中で、やはり支援をしていくという

取り組みが、これからさらに重要になってくるの

だと思うのですが、これもたびたび聞いていると

ころなのですけれども、その中にやはり母子家庭

等自立支援給付金の事業ですね。これが今回も予

算がついているところですけれども、現状どう

なっているのか、そしてこの予算ではどのような

計画を持っているのかをお伺いします。 

○清杉利明子育て支援課長 ひとり親家庭支援の

一つでございます自立支援給付金の支給実績につ

きましては、まず自立支援教育訓練給付金としま

しては、平成28年度がゼロ件、平成29年度が１

件、平成30年度の見込みがゼロ件となっておりま

して、対象の講座等の受講費を助成しているもの

でございます。 

 また、高等職業訓練促進給付金としましては、

平成28年度が３件、平成29年度も３件、平成30年

度の見込みが３件となっておりまして、準看護師

の資格を取得するため学校に通っているうちの生

活費等の給付金を支給しているものでございま

す。 

 また31年度におきましても、見込み数を勘案し
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まして予算を計上しているところでございます。

○川原田英世委員 状況はわかりましたけれど

も、準看の部分なのですけれども、３名、３名、

３名、これは同じ方がこれまではずっと受けてい

たということで認識していいのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 準看護師の学校につ

きましては、２年間通うことになりますので、そ

の年度によってずれはありますが、重複している

件数もございます。 

○川原田英世委員 わかりました。重複する部分

もあって、２年間ということなので同一の方でな

く３名ということだと思うのですが、これやっぱ

りいつも議論になるのですけれども、やっぱり

しっかり活用してもらってというのが大事だとい

うふうに思うのですけれども、そういった周知の

部分は何か検討されている、新たに検討されてい

ることとかはあるのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 新たな部分では、今

のところ国の制度に基づいて事業を行っているも

のでございますので、ただ平成31年度におきまし

ては国のほうでも改正の予定がありまして、今ま

では最長で３年間だったのが、これが最長で４年

間まで支給が可能になるというふうな予定となっ

ているというふうに聞いております。 

 また、あと修学の最終年度の１年間につきまし

ては、支給額を加算するというふうな点も改正予

定というふうにお聞きをしております。 

○川原田英世委員 これがすごく大事な部分だと

いうふうに思うのですよね。 

 今までは３年でというところが４年になると、

４年の教育にプログラムも参加できる、大学等に

も挑戦できるような機会も得ることができるので

はないのかと。さらには最終年度に少し手厚くと

いうところで、やっぱりそこをさらに周知してい

かなくてはいけないのだなというふうに思うので

すね。制度が変わりましたよということで、ぜひ

該当する方たちに直接でも案内をしていっていた

だいて、進めていっていただきたいなと思うので

すが、そういった取り組みがあるかお伺いをしま

す。 

○清杉利明子育て支援課長 今現在、継続の見込

みがある方に、また事前に来年度からの部分で相

談がある方につきましては、改正となりました

ら、その御案内はしたいというふうに思います

し、毎年申請等におきましては、広報誌等も活用

して周知をしているところでございますが、広報

誌等も活用しながら周知に努めてまいりたいとい

うふうに思います。 

○川原田英世委員 やっぱり該当する方にいろい

ろ話を聞いていると、知らない方が結構多くて、

でも何かに挑戦したいんだとか、パソコン買って

いろいろと勉強したいといって、でもなかなか苦

しい生活状況があるとか、そういう相談を受けた

りするものですから、そういうときにこの事業が

あるのですよということを教えたりするのですけ

れども。もっと周知の仕方をしっかり、なかなか

書いているからって読むかというと、そういうわ

けには、そういうことではないのですよね。該当

する方は限られていると思いますので、直接でも

案内する方法をぜひ検討していっていただきたい

なというふうに思います。 

 次、その下のひとり親家庭臨時特別給付金給付

事業なのですが、これちょっと内容わからないも

のですから、御説明をいただきたいなというふう

に思います。 

○清杉利明子育て支援課長 ひとり親家庭臨時特

別給付金給付事業につきましては、新年度からの

新規事業でございますが、これにつきましては、

本年10月から消費税率が引き上げとなる環境の

中、子供の貧困に対応するため、ひとり親に対し

まして、住民税非課税の適用拡大の措置を講じつ

つ、さらなる税制上の対応の要否等について、

2020年度税制改正大綱において検討することとな

り、結論を得るとされたことを踏まえまして、臨

時特別の措置として、児童扶養手当の受給者のう

ち、未婚のひとり親に対しまして給付を行うもの

であります。 

 対象者につきましては、今お話ししたとおり、

児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親と

いうことでございます。 

 また、現在のところ、対象の見込み数としまし

ては25名程度いるのかなという見込みを立てまし

て、予算につきましても25名分の予算を計上して

いるところです。 

 支給額につきましては、１万7,500円を支給す

るものですが、事務の詳細につきましてはまだ国

のほうから届いておりませんので、届き次第準備

等を進めたいというふうに、今のところ考えてお

ります。 

○川原田英世委員 まだ現状、国のほうからは事
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務のほうが来てないということなので、これから

なのだというふうに思いますけれども、いずれに

しても法律の制度上ちょっと抜け落ちた部分を、

この特別給付金を使って、未婚の方のしっかり手

当を行っていこうということなのだというふう

に、国会でもいろいろ議論があったのを聞いてい

ましたので、そうなのだろうなというふうに思っ

ています。 

 これただ未婚の方でというのは、これ何かしら

で特定できるということで理解していいのでしょ

うか。対象者を何かしらの形で特定して、こちら

のほうから、はいという形でできるのか、そこを

お伺いします。 

○清杉利明子育て支援課長 まだ事務の詳細が来

ておりませんので、その判定方法等につきまして

は、まだ詳細不明な点が多いことからわからない

のですが、ただ例年児童扶養手当につきまして

は、８月ごろに所得等の調査のため、現況届を提

出していただいております。多分それにあわせま

して説明、案内等もした上で申請をしていただく

ような形になるのではないかというふうに、今の

ところ推測しております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 そしてやっぱりこれは臨時特別ではなくて、

しっかりと継続されるようにしていかなくてはな

らないですし、制度改正でしている部分をしっか

りと担っていくように、市の側からもしっかりと

進めていただきたいなというふうに思います。 

 次に移ります。 

 子ども・子育て支援事業についてですが、保育

園、幼稚園、認定こども園等施設に対しての給付

等があるわけですけれども、それぞれのちょっと

経営に対しての利用の状況とその見込みというの

をお伺いしたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 保育、教育施設にお

きます園児数につきましては、平成30年４月１日

現在の園児数でございますが、保育施設につきま

しては保育園、認定こども園を合わせまして６園

ございまして、認可定員につきましては380名の

うち、通っている園児数は327名となっておりま

す。 

 また、教育施設につきましては、幼稚園、認定

こども園がございますが、こちらにつきましても

６園ございまして、認可定員が520名で園児数に

つきましては489名となっておりまして、いずれ

も定員内でございまして、４月１日現在におきま

しては、待機児童は発生していないという状況で

ございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 都市部のような待機児童という状況はなく、運

営できているのだなということがわかりました

が、１点ちょっとここで問題になってくる部分が

あるなということで、話を伺っていることがあり

ます。というのは、一人目のお子さんが自分の住

んでいるエリアの近くのところに保育園に入れた

と。ところがその弟、妹なりが定員がそこはオー

バーしてしまってそこに入れなくて、ほかのとこ

ろの離れた保育園に行かざるを得なくなったと。

その方は車を持ってないということで、現実的に

は一人をまた預けてから、もう一人を離れたとこ

ろにバスや何かで預けに行くことは不可能だとい

うことで入れるのは諦めたと。共働きだったので

すけれども、仕事をやめざるを得なかったという

ようなケースを聞いています。 

 やっぱり今全体としては待機児童はないという

ことなのですけれども、集中してしまう施設が

やっぱりあるのかなというふうに、そのとき聞い

ていて思いました。それによって本来そのエリア

近くで兄弟、姉妹そろって預けたかったものを預

けられないという状況が発生しているということ

なのだというふうに思うのですが、その状況につ

いてどのように受けとめてますでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 今お話のありました

兄弟で同じ園に、新年度ですね、入園できなかっ

たということがあるということは担当者から聞い

ておりますが、どうしても各施設では年齢別の定

員というのがございますので、どうしても年齢別

におきましては数名につきましては、選考基準に

基づいて選考いたしますが、選考から漏れる場合

がございます。ただ、ほかの施設におきましては

空きがございますので、第２希望という形でそち

らのほうに入園する方もおりますし、またどうし

てもそこの園でないと入園したくないという方に

つきましては、年度末に転出等でキャンセルとい

うのが出る場合もございますので、もしそういう

方がおりましたら、待っている方に希望する園が

空きましたということで御案内を申し上げ、入園

したいということであれば入園いただく場合もご

ざいます。 

○川原田英世委員 ぜひ柔軟な取り組みをしてい
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ただきたいということと、その選考基準、地域性

が生かされるようなことも、ひとつこれは検討し

ていかなくてはいけないのだなというふうに思い

ます。これは大きな課題だというふうに思います

ので、ぜひ研究をして進めていっていただきたい

なというふうに思います。 

 そういう問題があるということをぜひ認識して

いただいて、31年度の取り組みをしていっていた

だきたいと要望するところです。 

 次に移ります。 

 開業医誘致推進事業について伺います。 

 代表質問でもさせていただいたとおりで、さき

の一般質問でも私のほうでさせていただきました

が、そこから進んで代表質問では内科医というこ

とで、そこに重点を置いてということで、少しず

つ方向性が進んできているのかなというふうに認

識をしています。 

 それで、現実的にこの事業の中では誘致をする

広報だとか、そういうことをしていく事業だとい

うふうに思うのですけれども、では実際にどのよ

うな条件で誘致をするのかという部分が、どこま

で進んでいるのかなというところがお伺いしたい

ところなのですが、今わかっている範囲で、決

まっている範囲でどのような状況になっているの

かお伺いします。 

○武田浩一健康推進課長 網走市の開業医誘致制

度の現在の概要ということになりますけれども、

ちょっと重複になりますけれども、市内に新たに

診療所を開設する開業医、医師または医療法人に

対しまして、診療所開設にかかる費用の一部を助

成するということになってございます。 

 対象といたしましては、地域医療への関心が高

く積極的に医療活動を行い、地域医療の向上に寄

与しようとする方、また診療所を継続して10年以

上開業する見込みがある方、また内科を含む診療

科の診療が可能な方というふうに考えておりま

す。 

 助成対象につきましては、まず土地、建物、医

療機器等の取得及び賃貸に対し助成ということで

考えております。 

 その助成対象の経費の２分の１を助成金の限度

額と考えておりまして、金額につきましては

5,000万円というふうに現在考えているところで

ございます。 

○川原田英世委員 5,000万円の上限で行ってい

くということで、基本的には土地だとか、整備の

取得にかかわる部分でのことだというふうに思い

ます。 

 それで、僕もちょっとこれかかわってきたこと

もあるものですから、いつもほかの自治体でやっ

ているところで問題になるのが、途中でやっぱり

やめたいという声が必ず出るのですよね。もちろ

ん口頭では言っている、口頭ではというか、条例

でつくっているところもあればさまざまなのです

けれども、10年間は少なくてもやってくださいと

言っているのですけれども、やっぱりちょっと採

算的にだとか、いろいろな声が上がってきて、そ

れ以前で実はやめたいのだというような話が出て

くるケースも結構あるのです。そういうことも

あって、最近新しく始めるところでは、そういう

施設の立ち上げとかそういうのではなくて、毎年

かかるコストに対して、例えば看護師の人件費に

対してだとか、そういうコストに対して助成をし

ていくというスタイルに徐々に変わってきている

ということなのですけれども、今の話を聞いてい

るとそういうわけではなく、最初に5,000万円を

上限に施設のということだということで受け取っ

たのですが、そこら辺は何か議論があってそう

なったのかをお伺いします。 

○武田浩一健康推進課長 今お話をさせていただ

いたように、まず対象の部分について、取得の部

分と賃貸の部分も対象にということで考えてござ

います。取得の部分につきましては一括というこ

とになりますけれども、賃貸の部分については10

年間の分割というようなこと、また医療機器等で

あれば５年の分割等々で考えて確保といいます

か、そういうような形でその助成を分割して助成

をしていくというふうな考えも持っているところ

でございます。 

○川原田英世委員 土地を借りる場合は10年間で

ということで、それはあれなのですけれども、買

う場合には一括なので、またそれはちょっと違う

ということですね。少し検討をしっかりしていっ

ていただきたいなというふうに思います。 

 できれば10年というような形の、先ほどの話

だったと思うのですけれども、そこをどのように

判断していくのかというのは、これなかなか難し

いというふうに思うのですが、そこでもう１点お

伺いしたいのですが、募集事業、こういう制度網

走でできましたよ、募集しますと言って、それは
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では私やりたいよと手が挙がってきたら、どのよ

うな形でやるのか、何か期間を定めてその間に募

集で応募してきた人たちの中から選考機関を設け

てやるのか、１件１件申し込みがあればその都度

来てもらって面接ではないですけれども、何か判

断基準をあれして、チェックシートか何かでやっ

ていくのか。どういった形で進めていくのか、

ちょっとお伺いします。 

○武田浩一健康推進課長 誘致制度の基本的な流

れということになろうかと思いますけれども、ま

ず網走市の開業医の誘致制度を周知、知っていた

だくというところから始まると思います。 

 それを知っていただいたことによって、そうい

うのを活用しようとしている方からの問い合わせ

等々が入ってくるのかと思います。その段階で制

度の説明ですとか、市内の案内ですとか、医療環

境、網走の医療環境ですとか、例えば二次医療が

きちんとしているですとか、いろいろな形の情報

提供、各種相談、照会等々になっていくと思いま

す。 

 その次が、助成金申請者の予定の方がその情報

を聞いて事業計画なり、収支計画なり立てていく

というような形になろうかと思います。 

 その後、計画で建てるというようなことに、計

画ができ上がるというか、成り立つというような

ことになれば、助成金の申請の届出があるという

ような形になろうかと思います。 

 そこで、助成金の申請書というか、申請が提出

した段階で、網走市開業医誘致助成審査委員会と

いうのを設置するということを予定しております

ので、そこの中で意見徴収等々をさせていただく

と。それをくぐって助成金の交付の可否などを決

定していってスタートしてくる形になろうかと思

いますけれども、その中でいろいろな段階で直接

会うなり、いろいろな情報交換等々できるかと思

いますので、そんな中で判断をできていくことも

あるのではないかというふうに考えております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 今の答弁でいくと、期間をおいて募集期間で来

たものに対して、同時に三、四件来たと。例えば

31年度はとりあえず募集だけ受けつけて、32年度

に来た中から審査をするとかそういう形ではなく

て、もう31年の中で来た順番から随時対応してい

くというような捉え方でよかったのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 そのような形になりま

す。 

○川原田英世委員 そういう形になるということ

でわかったのですけれども、ぜひ慎重に進めて

いってほしいなと思うのですね。 

 せっかくの制度ですから、これもどこまで集ま

るとかも全くわらないところからスタートだと思

うのですけれども、やはりかなり高額を支援する

ということもありますので、しっかり慎重に進め

ていっていただきたいというふうに思いますし、

できれば多くの方が応募いただいて、その中から

検討、どの方が最適なのかをこちら、市側も絡ん

だ中で、かかわった中で検証していく、議論して

いくという形が必要だと思いますので、その点

しっかりと進めていっていただきたいなというふ

うに思います。 

 次に移りますが、75ページ、新しく事業として

あります産後検診審査事業、そのほか産後関係に

ついての事業が新しくありますけれども、それぞ

れの事業の内容をまず伺っていきたいなと思うの

ですけれども、まず産婦健康診査事業について、

どのような内容なのかをお伺いします。 

○永森浩子健康推進課参事 産婦健康診査事業の

事業内容ですけれども、まず目的としては産後う

つ予防や妊産婦の自殺予防、新生児への虐待予防

を図るため、産後２週間、産後１カ月など、産後

間もない時期の産婦に対する健康診査にかかる費

用を助成することにより、産後の初期段階におけ

る母子に対する支援を強化し、妊娠期から子育て

期にわたる切れ目のない支援を行うことを目的と

いたします。 

○川原田英世委員 わかりました。ここで大事な

のはやっぱり切れ目のないという部分ですね。 

 というところで、やはり子育て世代包括支援セ

ンターという形の子育てに関するワンストップ

サービスという部分の役割だと思うのですが、こ

の全体的に担当されるというのは一つの窓口で、

その個人の方に対して、何といったらいいので

しょう、一人に対してころころ担当者が変わらな

いと言ったほうがいいのか、そういうふうに密着

して対応できるような環境になるのか、そこが

ちょっと気になったものですから、その点どのよ

うな考えなのかをお伺いしたいと思います。 

○永森浩子健康推進課参事 産婦健診に関しまし

ては、受診券を妊娠届のときに発行いたします。

窓口は保健センターになります。 
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 周知については、漏れのないように行い、説明

を十分にして受けていただくように準備してまい

りたいと思っております。 

○川原田英世委員 周知に対して、そのように

しっかりしていただいて、そして対応する方が

やっぱりある程度固定したほうがいいと思うので

すよね。ころころ行くたびに違う人が対応してわ

からないという状況にならないように、やっぱり

その人のことを知っているというのが、やっぱり

そういう状態が一番安心感が生まれますし、大事

なことだというふうに思いますので、窓口に来た

人にできるだけその人の対応を私がしますという

ような、そういった仕組みをぜひつくっていって

いただきたいなというふうに思います。 

 その次の産後ケア事業についてもちょっと伺い

たいのですが、まずこの事業の内容についてお伺

いします。 

○永森浩子健康推進課参事 産後ケア事業の内容

につきましては、家族などから産後十分な支援を

受けることができないなどの理由により、育児支

援を必要とする産婦に対し、心身の安定と育児不

安を解消するとともに、虐待予防の目的として実

施するものとなっております。 

 対象は平成31年４月１日以降に出産された方

で、産後４カ月以内の産婦とその乳児が対象とな

ります。 

○川原田英世委員 すばらしい事業だなというふ

うに僕は思っています。 

 それで対象の期間はわかったのですけれども、

その方をどのようにこの事業適用になりますから

というふうになるのか、自分から申告するものな

のか、こちら側から言うものなのか、どういった

形になるのかお伺いします。 

○永森浩子健康推進課参事 方法といたしまして

は、利用を希望される方はまず保健センターに申

し込んでいただき、利用対象と認めた方に対して

受診券を発行させていただきます。 

 支援の内容といたしましては、身体的回復の支

援やあと授乳指導やそのケア、心理的支援、育児

指導など、病院や居宅において助産師などがケア

を行って、健やかな育児ができるように支援する

予定です。 

○川原田英世委員 これはやっぱり本当に信頼が

大切な事業なのだというふうに思うのですよね。

すごく重要な大切なことだというふうに思います

ので、さっき言ったように、これもやはり人と人

が向き合ってしっかりと行っていく事業だという

ふうに思いますので、担当者はやっぱり固定して

いくと、ここら辺の部分については、そういう形

がやっぱり一番大切だというふうに思っています

ので、そういった部分しっかり進めていただきた

いと思います。 

 そして、やっぱり声を上げられない人が多いと

いうことも、ぜひ心にとめておいて事業を進めて

いただきたいなというふうに思います。 

 券をもらったからといって、ではやりますと、

この事業を受けますと、授乳の指導を受けたいの

ですと自分から声を上げられる人ってそうそうい

ないと思うのですよね。なので、やはりそこは少

し積極的に取り組みをしていく。だからそれはさ

らに信頼が必要になってくるということなので、

そこら辺をぜひ考えながら、新たな事業ですの

で、取り組みをしていっていただきたいなという

ふうに思います。 

 次、母子手帳アプリ事業についてお伺いしま

す。 

 アプリということで、スマートフォンアプリと

いうことなのでしょうけれども、この内容につい

てお伺いします。 

○永森浩子健康推進課参事 母子手帳アプリ事業

についてですが、この事業は従来の紙の母子手帳

に加え、新たな電子化された母子手帳、電子母子

手帳を利用し、スマートフォン向けのサービスを

行うことによって、自治体の発信した情報が住民

に届きやすくなったり、地域の新たなコミュニ

ケーションの機会をふやすことができたり、成長

記録のできる、家族間で共有することによって、

夫婦、家族の子育て参加を促すことができたり、

あと孤独や不安を解消することで、母子保健サー

ビスの向上、出生率の向上に貢献できるなど、切

れ目のないサポートを行うよう、妊娠中から子育

て中の親の支援を図る目的で導入いたしたいと考

えております。 

 対象となりますのは、妊娠中から子育て中の親

となりますが、家族共有機能で父親や祖父母の利

用も可能となります。 

 内容といたしましては、先ほども申し上げまし

たが、子供の成長記録、あと予防接種の管理、最

近予防接種がとてもふえていますので、アプリで

スケジュールを組むということもできます。 
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 あと地域の子育て情報というものも網走市か

ら、市としての網走版としての情報を発信できる

というあたりの内容になっております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 アプリはこれは独自に開発するものなのか、そ

れとも何か基盤があって、そこに参加するという

ような形になるのか、どのような形なのかもお伺

いします。 

○永森浩子健康推進課参事 アプリにつきまして

は、既存の母子手帳アプリを実施している業者と

契約を行い、網走版の母子健康手帳として利用し

ていただく予定でございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 そしてもう一つ確認したいのですが、これに

よって今母子手帳を持っているもの、これは将来

的にはどうなるのか、これによってスマートフォ

ンを持っている人には、そちらではなくてスマホ

を使ってねとなるのか、どのような形になるのか

お伺いします。 

○永森浩子健康推進課参事 現在使われている紙

の母子手帳は、アプリを利用しないという方もい

らっしゃいますし、今後の時代の流れでどう変わ

るかわかりませんが、しばらくの間は両方を使っ

ていただくということで、紙の母子手帳はしばら

くの間残って使われていくと思われます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 母子手帳の扱いで、他市で育児放棄だとか、虐

待であるだとか、そういうのを外から見て判断す

る材料として、やはり母子手帳に記載しているか

してないかだとか、記載の方法だとか、そういう

ことをすごく重視していて、そこをチェックしな

がら、余りにもちょっと煩雑だったり記載のない

人に対して直接相談に行くだとか、そういうこと

をしている自治体があったのですね。それによっ

てやっぱりかなり救われている方が多いというこ

とを聞いていましたので、全てがアプリ化ではな

くて、そういったものもやっぱり重要なのだろう

というふうに思います。 

 そして仮にアプリ化にしたとしても、そのアプ

リをしっかり使っていただいているかどうかとい

うことも、これも重要だというふうに思うのです

ね。それによっていろいろな問題が見えてくると

いうふうに思うのですが、そこら辺どのようなお

考えをお持ちなのかも、最後お伺いしたいと思い

ます。 

○永森浩子健康推進課参事 アプリの利用状況に

関しましては、アプリの中でアンケート等も取れ

るという情報もありますので、どのぐらいの人が

利用しているかですとか、どのように活用されて

いるかということは把握していきたいと思ってお

ります。 

○川原田英世委員 わかりました。それにもきち

んと把握した上で、手帳のほうでもアプリのほう

でも全く何も状況がわからないという方に対して

は、やはりきめ細やかな対応をしていっていただ

きたいなというふうに思いますので、せっかくあ

るそういうつくられるアプリですから、さまざま

な面で有効活用をぜひお願いしたいなというふう

に思います。 

 次に変わりまして、濤沸湖エコツーリズムとい

うことで、モンベルとの連携の一環で行っていく

事業なのだというふうに認識をしていますが、現

状でどのようなことを考えているのか、お伺いし

ます。 

○高田浩昌生活環境課参事 濤沸湖エコツーリズ

ム講演会開催事業は、平成30年４月に網走市と株

式会社モンベルとの間で連携と協力に関する協定

の締結があり、協定の連携事項の（１）自然体験

の促進による環境保全意識の醸成に関することに

基づきまして、当センターで実施する講演会で、

平成24年５月のセンター建設前後におきまして、

濤沸湖周辺の関係団体であります観光協会や農

協、漁協そして農大や日本野鳥の会、また地域

の、地元の町内会の皆さんにも御協力をいただい

て開催してまいりましたシンポジウムですとか、

ワークショップなどと同じ流れをくむものです。

濤沸湖及び周辺域でのエコツーリズムのあり方に

ついて考えるための講演会です。 

 株式会社モンベルの持ち寄ります全国のエコ

ツーリズムの事例から、濤沸湖に類似する鳥と自

然環境と人々とのかかわりの中、エコツーリズム

の考え方に基づいた活動をしている事例の紹介な

どのほか、近年濤沸湖で十数羽ほど確認されてお

りますタンチョウにスポットを当てまして、先進

地であります鶴居村にある日本野鳥の会鶴居・伊

藤タンチョウサンクチュアリでの活動や、環境省

釧路自然環境事務所などから環境省の実施してお

りますタンチョウ保護増殖事業などについてのお

話をいただき、タンチョウの住む濤沸湖でのエコ

ツーリズムについて考えてまいりたいと思いま
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す。 

 講演会の対象といたしましては、当センターで

活動を行っているボランティア組織の濤沸湖ファ

ンクラブのほか、バードウォッチングを趣味にし

ている方、自然の大好きな一般市民の方と考えて

おります。 

○川原田英世委員 大変すばらしい事業だという

ふうに思いますね。 

 こういった取り組みもぜひどんどん進めていっ

ていただきたいなというふうに思うと同時に、こ

ういったことの新たな取り組みが生まれていくと

きに、こういったことが包括連携協定に基づくと

いうことなのですけれども、この講演会をこう

いった形で開催していこうよというのは、こちら

から、市側から投げかけたことなのでしょうか、

それともモンベル側から提案があってやろうとい

うことになったのか、ちょっとそこら辺の背景を

教えてください。 

○高田浩昌生活環境課参事 今回のエコツーリズ

ムの講演会につきましては、私どものほうからモ

ンベルさんのほうに依頼をして、打ち合わせを進

めさせていただくというところでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。やはりそうい

うふうに積極的に地域にかかわりを持ってくれる

会社、経営している人たちとかかわっていくとい

うことが大事なのだなというふうに強く思いま

す。 

 タンチョウが結構来てますものね。そういった

形でいろいろな変化がある中で、さらなる魅力を

地域にもたらせるための協力体制の持ち方という

のを、さらに外部に求めていくということ。環境

という価値はこれは観光にもつながっていきます

から、ぜとも進めていただきたいということをお

願いして、質問を終わります。 

○井戸達也委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午前11時00分 休憩 

───────────────────────── 

午前11時10分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質疑を続行します。 

 永本委員。 

○永本浩子委員 それでは予算書の63ページ、手

話言語普及啓発事業についてお聞きしたいと思い

ます。 

 昨年も一般質問でやらせていただきまして、い

よいよことし手話言語条例も制定されるというこ

とで、まずその手話言語条例の制定のスケジュー

ル感を教えていただきたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 本条例につきまして

は、今回の議会で上程しておりますので、そのま

ま可決となれば４月１日施行ということになる運

びになっております。 

○永本浩子委員 済みません、失礼いたしまし

た。 

 それで、言語条例が制定された後の普及という

ことが一番大事ということで、一般質問のときに

も言わせていただきましたけれども、どういった

内容でこういったところをやっていくのか、具体

的な内容を教えていただきたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 手話言語普及啓発事業

の概要でございますけれども、本事業は手話言語

条例の趣旨を普及啓発し、手話への理解を広める

ために実施する事業でございます。 

 この内容は聴覚障がい者の日常の困り事や、手

話への理解を深め、その上で簡単な手話習得のた

めに市内のコミセンや企業、学校などで手話講習

会を実施いたします。 

 また、手話言語条例の普及啓発のために、パン

フレットの作成や手話フェスティバルを開催し、

加えまして市などが主催する各種事業、各種催事

に対しまして手話通訳者を派遣するものとなって

おります。 

○永本浩子委員 例えばつくられるパンフレット

ですけれども、このパンフレットはどういういっ

ところで市民の皆さんに渡すような形になるので

しょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 パンフレットにつきま

しては、各種説明会、それから今申し上げました

ようなイベントでそれぞれ配布いたします。 

 それに加えまして、公共施設あるいは病院等、

そういう関係するような施設のほうに備えつける

ということを考えております。 

○永本浩子委員 そういったさまざまなイベント

とかというところと、公共施設に設置するという

形でパンフレットを渡していくというお話だった

かと思います。 

 イベントとしては、どんな感じのイベントを考

えていらっしゃるのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 今考えているイベント
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ですけれども、この手話言語条例が制定されたと

いうことを記念してのスタートアップ事業という

ような形でやりたいなというふうに思っておりま

して、各種手話サークルの紹介や、それから講演

会、あと何かその他アトラクション等ができれば

やりたいなと思っておりますけれども、まだ細か

いところまでは決定しておりませんので、今後手

話団体の皆さんと協議しながら進めて、企画をし

ていきたいというふうに考えてます。 

○永本浩子委員 私も去年初めて聾啞の皆さんの

フェスティバルに参加させていただきまして、本

当に劇があったり、いろいろなゲームがあったり

して本当に楽しい内容で、聾啞の方と本当に私た

ちが本当に交流ができる、そういったすばらしい

内容でしたので、ぜひそういったこと、毎年いろ

いろな形で続けていらっしゃるようでしたので、

お知恵をお借りしながら楽しく交流できるものを

考えていっていただきたいと思います。 

 また、一般質問のときにも言わせていただきま

したけれども、できるだけこの手話を一般の市民

の皆さんや子供たちにもぜひ普及していく形のも

のを、初年度から全てやるというわけにはいかな

いかと思いますけれども、これからぜひ考えて

いっていただきたいと思っております。 

 先進的に活動していらっしゃる、石狩市等は市

職員の手話研修会は毎年開催されてますし、校長

会や教職員、イオンの社員教育とか消防隊でも研

修が行われて、聾啞の方たちの出前講座がかなり

行われているというお話も伺っておりますけれど

も、網走としてはそういった点、どういったよう

に考えていらっしゃるのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 新年度の新たな事業と

して、聴覚障がい者の日常の困り事や手話への理

解を広め、その上で簡単な手話習得のために、市

内のコミセンや企業、学校などでの手話講習会の

実施を考えております。この中には、市役所職員

を対象とした講習会も考えているところでありま

す。 

○永本浩子委員 少しずつということで、ぜひ職

員の方の研修会等も進めていっていただきたいと

思いますけれども、本当に行く行くはこういった

校長会、教職員の方たちも巻き込みながら、学校

教育はなかなかたくさんのカリキュラムがあるの

で、すぐにそこにというのは難しい部分もあるか

もしれませんけれども、まずは校長会や教職員の

方々からこういった形で参加していただきなが

ら、徐々に広げていっていただければと思いま

す。 

 また、石狩市では一般市民の方が基本的な手話

を学べるように、動画の配信ということも行って

いるようなのですけれども、こういった手法は考

えていらっしゃるのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 今の最初のほうに述べ

られました学校での手話講習会のほうですけれど

も、これにつきましては昨年度は市内の小中高校

で合計３カ所４回、そして今年度は市内小学校で

１カ所１回、学校からの要請に基づきまして、特

別事業や手話指導を行っております。 

 今後は委員おっしゃるように、校長会や学校教

育などと協議して、手話講習会の実施ができるか

どうかということについて検討していきたいと考

えております。 

 それから動画の配信ですけれども、これにつき

ましては今後の事業ということで、網走市ではこ

のような配信が可能かどうかということにつきま

しては、我々も手話通訳者と一緒に勉強していき

たいというふうに考えてます。 

○永本浩子委員 授業では、授業というか小学校

で、学校では既にもう何回かやられているという

ことで、大変うれしいことだと思っております。

いい形で流れていくように、これからぜひ進めて

いっていただきたいと思います。 

 また、セミナーでお会いした熊本市の市長さん

は、自分がいろいろな住民懇談会に出向くときは

必ず手話通訳者の方を連れていって、自分が話す

内容を手話通訳者の方が手話で通訳をしていると

いう、そういった場面等のお話を聞き、そういっ

た映像も見せていただいたりもしましたので、本

当にまず、もう既に教育長などは手話がすっかり

できるということもよくわかりましたし、市議会

議員の中でも手話のできる方もいらっしゃるとい

うことで、本当に私たち自身から、この手話の習

得に関しては一生懸命取り組んでいきたいと思っ

ております。 

 次に69ページの、先ほど質問もありました子育

て世代包括支援センター運営事業ということで、

私も前に一般質問で言わせていただきました網走

版のネウボラということになるかと思いますけれ

ども、この内容について、事業内容を具体的に教

えていただきたいと思います。 
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○清杉利明子育て支援課長 子育て世代包括支援

センター運営事業につきましては、新年度からの

新規事業でございますが、地域のつながりの希薄

化等によりまして、妊産婦、母親の孤立感や負担

感が高まっている中で、妊娠期から子育て期にわ

たるまでのさまざまなニーズに対応するため、保

健センター内に総合的相談支援を提供する子育て

世代包括支援センターを開設し、妊娠期から子育

て期にわたるまでの切れ目のない支援体制を提供

していくもので、子育て支援課と健康推進課が連

携して取り組むものでございます。 

 なお、開設時期につきましては、２カ月間の準

備期間、周知期間を設けまして、平成31年６月１

日を予定しております。 

 またこの事業の対象者につきましては、市内に

住所を有する妊産婦、就学前の乳幼児とその保護

者でございまして、場所につきましては、保健セ

ンター内の事務室内に設置をする予定でございま

す。 

 また職員の配置につきましては、２名体制で保

健師１名と保育士１名の計２名の配置を予定して

おります。 

 業務の内容につきましては、専門的な知見と当

事者目線の両方の視点を生かしました必要な情報

を共有し、切れ目のない支援をすることで、必要

に応じまして支援プランを作成して、継続して支

援をしていくものでございます。 

 また、この事業につきましては、ワンストップ

相談窓口としまして、妊産婦、子育て家庭の個別

ニーズを把握した情報提供、相談及び支援に関す

ることを行うもので、台帳の作成や情報の管理な

どを行うものでございます。 

 また、３点目としましては、関係機関のネット

ワークづくりに関することで、さまざまな連携す

る会議等に参加をしていきたいというふうに考え

ております。 

 四つ目としましては、母子保健事業、子育て支

援事業の実施部局等との連携調整に関することと

いうことで、より専門的な関係機関で支援を続け

たほうがよいという場合につきましては、調整等

を図った上でより専門的な関係機関に情報を引き

継ぎまして、支援を継続してまいりたいというふ

うに考えております。 

 以上の四つの業務が主な内容となってございま

す。 

 以上でございます。 

○永本浩子委員 やっと一つになってワンストッ

プサービスということで、そこの窓口に行けば、

全ての子育てに関することがつながっていくとい

う体制がとれるということになるのだと思いま

す。 

 今１名ずつということの体制がありましたけれ

ども、多分この２名の方が中心になって、その

後、例えば先ほどの産婦健康検診事業とか産後ケ

ア事業などとも連携を図りながらやっていくよう

になるかと思うのですけれども、そういった理解

でよろしかったでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 このセンターの事業

を開設するに当たりましては、それに伴う関連事

業としまして健康推進課の所管事業としまして、

産後ケアなどの関連事業を推進してまいる予定と

なってございます。 

○永本浩子委員 そしてまた先ほど、必要に応じ

てプランを立てていくというお話があったのです

けれども、必要に応じてということは全員にとい

うことではないのでしょうか。以前視察に行った

先進自治体では、全員に対してこの子育てのプラ

ンを立てていまして、そして状況が変わるたびに

そのプランも変更しながら、少しうつのような状

態に入ってきた人にはもうちょっと手厚い支援が

できるようにプランを変更するとか、いろいろな

形で一人一人全員の方が安心して妊娠から出産、

子育て、就園、就学までというところをやってい

けるような体制をつくっていくというところの視

察をしてきたのですけれども、全員でなくて必要

に応じてという形でしか、このプランはつくられ

ないのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 先ほどの業務内容で

も母子保健事業ですとか、子育て支援事業、ほか

の事業へより適切な支援機関に引き継ぐような場

合もございますので、ここの包括支援センターに

おいて引き続き支援をしていく場合については、

ここでプランを立てて支援をしていきますが、よ

り専門的な関係機関において支援を継続していく

場合については、そこの部署での支援の計画のよ

うなものがございますので、そちらのほうでプラ

ンについては作成していくような形になろうかと

思っております。 

○永本浩子委員 状況に合わせて専門機関につな

いだりとかということは、多分当然やっていただ
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けるということだと思うのですけれども、妊婦さ

ん全員を対象とするかどうかということをちょっ

とお聞きしたかったのですけれども。 

○清杉利明子育て支援課長 今のところは全員と

いうことではなくて、それぞれ相談窓口に電話な

り来庁なりして相談のあった方については、何ら

かの形で情報の管理を含めまして行っていきます

が、全ての妊産婦の方からプランを作成するとい

うようなところは考えておりません。 

○永本浩子委員 これから始める事業なので、い

ろいろと改善しながらこれからやっていっていた

だきたいと思うのですけれども、ぜひ先進自治体

のやり方等も勉強していただきまして、やはり相

談窓口に来れないで自宅でうつ状態に陥ってし

まったりとか、それが虐待につながったりとかと

いうことがないようにしていくことがとても大事

な部分なのではないかなと。妊婦の方が安心して

出産をし、また子育てをしていける、そういう体

制をつくるためのものだと思いますので、相談が

あった方のみという待ちの体制ではなく、ぜひ全

ての妊婦さんが、少子化ということで昔に比べれ

ばかなり人数的にも少なくなってきている、この

大事な妊婦さん、無事に子供さんを産んでいただ

いて無事に育てあげていただけるためのとても大

事な事業だと思いますので、ぜひちょっとそこら

辺のところはいろいろな自治体のやり方等も勉強

しながら、改善できる点はぜひ改善していってい

ただきたいと思いますけれどもいかがでしょう

か。 

○清杉利明子育て支援課長 先ほど相談のあった

方にというお話をさせていただきましたが、当然

１歳半検診ですか、健康診査等もございますの

で、保健センターにおりますので、当然そのとき

にあわせて何か困っていることはないかというよ

うなことを拾い上げるということも行いますの

で、そういった機会も活用しながら相談に、また

支援につなげていきたいというふうに考えており

ます。 

○永本浩子委員 ぜひ漏れのないように、皆さん

から喜ばれる体制づくりができるようにお願いし

たいと思います。 

 続きまして、71ページの開業医誘致推進事業に

ついてお聞きしたいと思います。 

 先ほど川原田委員のほうからも種々質問があり

ましたけれども、まずこの90万円という予算で周

知ということの予算ということが言われましたけ

れども、具体的にはどういった形で周知をされる

のか、教えていただきたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 周知につきましては、

市のホームページですとか、あとは医療系の雑誌

ですとか、あとは医育大学、あとは道外で言えば

北海道の東京事務所へのパンフレットの差し置き

ですとか、そのような形でいろいろな形で周知を

図っていきたいと思いますけれども、道内で既に

実施しているところの自治体の周知方法も参考に

しながら、周知をしていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

○永本浩子委員 今のお話ですと、市のホーム

ページが一つと医療系の業界誌、それからパンフ

レットということで、このパンフレットを置くの

は東京だけということなのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 東京だけということで

はなく、今例えばのお話をさせていただきまし

た。今どこに置くというのは全て決まっていると

ころではないですけれども、もう先進地でやって

いる自治体等と北海道ともいろいろ打ち合わせと

いうか、教えていただきながら、置き場所等も考

えていきたいと思います。 

○永本浩子委員 ぜひまたいろいろ研究しながら

やっていただきたいと思います。パンフレットと

か業界誌に載せる内容なのですけれども、どう

いった内容を考えていらっしゃるのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 業界誌等々であれば

ページ数だとかいろいろ制限もあるかとも思いま

すので、その辺も考慮に入れなければならないと

思いますけれども、基本的にはまずうちの制度を

載せると。そのほかに例えば網走の魅力、食です

とか、景観ですとか、アウトドアですとか、住み

やすさですとか、例えば空港の立地の利便性です

とか、そういうのも含めてパンフレットとして作

成して、網走の魅力も一緒に発信していきながら

誘致をしていくというようなふうに考えていると

ころでございます。 

○永本浩子委員 先ほどは一応募集がある前提

で、どういった形で順番にやっていくのか、少し

集めてからとかという話がありましたけれども、

現実はとても誘致に関しては難しい部分があるの

ではないかと思っております。 

 私も議員になって最初の一般質問の中でも、医

師の誘致ということでお話をさせていただきまし
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たけれども、その質問する前に厚生病院のドク

ターにもお話を伺ったところ、やはり大阪とか東

京のドクター専門の就職説明会的なところに行っ

てブースを設けても、札幌のところには並んでく

れるけれども、網走のブースには聞きに来てくれ

るドクターすらいないということで、本当にやっ

ぱり現実は厳しいのだというお話を伺いました。 

こういった形で本当に網走に来てくださるド

クターが一人でも二人でもできれば、本当にいい

かと願っているところなのですけれども、現実網

走はほとんどの個人病院が後継者がいないという

ことで、そしてまた地域で長く住民の方から慕わ

れていた個人病院もこの３月で閉院ということ

で、網走の市民の皆さん、やはりそういった医療

体制、この先かなり不安を感じていらっしゃるか

と思いますので、本当にこの誘致に関してはぜひ

力を入れてやっていただきたいと思いますし、ま

たそのとき伺った話では、やはり一番大きなあれ

は人脈という話もいただきました。こういった形

で広く誘致をする一方で、またそういった人脈と

いうところもいろいろと駆使をしながら、この医

師の誘致に関しては網走のこの医療体制を守る、

地域医療の体制を守るということでやっていって

いただきたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

○武田浩一健康推進課長 今人脈というお話も出

ておりましたけれども、この誘致制度につきまし

ては医師会の方たちともお話をさせていただいて

いる部分もありますので、そんなところの人脈

も、つてというか人脈というか、周知ですね。周

知も含めて話し合っていきたいと、推進していき

たいと思っております。 

○永本浩子委員 ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 次に、73ページのあばしり健康マイレージ事業

についてお聞きしたいと思います。 

 平成30年で丸３年になりまして、平成30年の健

康マイレージ20ポイント達成者、まだ最終的な人

数にはならないと思いますけれども、現時点では

どれぐらいの方が達成されているのでしょうか。 

○江口優一戸籍保険課長 平成30年度の達成者で

すが、平成31年２月末時点での達成者は154名と

なっており、29年度の達成者153名よりも多く

なっております。 

 なお、３月12日現在では159名となっており、

最終的には170名前後になるものと考えておりま

す。 

○永本浩子委員 着実にふえていっているという

ことだと思います。大変うれしいことなのですけ

れども、現実自分も提案した側でもありますの

で、このあばしり健康マイレージに関しては、い

ろいろなところで話をさせていただいているので

すけれども、実感としては本当にまだまだ知らな

い人が多い。そしてまた聞いたことあるけれども

中身がよくわからない。実際どうやって参加した

らいいのかがわからないという方が非常に多いと

いうことを、少し自分でもがっかりしながら実感

しているところなのですけれども。その中で、

やっぱりいろいろと話のやりとりをしないと、こ

のスタートラインになかなか立てないのだなとい

うことが、今回本当によくわかりました。 

 この健康マイレージというのが、どういうもの

なのかというのがまずわかって、ではどうしたら

それに参加できるのか、それはもうこういったと

きにはインフルエンザの領収書を持ったり、健康

診断の結果を持って市役所１階の国民健康保険課

に行ってくれれば、こういったカードをもらえ

て、そこに判こを押してもらえるからとか。

あっ、そうなんだ、でもここの事業のときにはど

うなの、こういうのは入るのというような形で、

そういった話が、やりとりができる中で、では

やってみようというふうになることがすごく多い

ということを実感しております。 

 そこで、今回網走ではＦＭあばしりということ

で、地元のラジオ局がスタートをしました。この

ＦＭあばしりの中で、こういったやりとりをしな

がら、このあばしり健康マイレージってどういう

ものなのか、どうやったら参加ができるのか、参

加してポイント達成したときには、どういった形

で野菜クーポン券が使えるのかといったようなこ

とを周知できればいいのではなかなという話が出

ましたけれども、この点についてはいかがでしょ

うか。 

○江口優一戸籍保険課長 市民への周知は重要な

課題と認識しており、新しい情報発信アイテムと

して活用を検討していきたいと考えております。 

○永本浩子委員 では、ぜひそういった手法も検

討していただきたいということで、皆さんからは

町内会の回覧板で回したほうがいいのではないの

とか、チラシに関しても、私も初めて一番うれし
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かったのは、御夫婦そろって２年連続20ポイント

を達成して、6,000円分の野菜クーポン券がもら

えて、とってもうれしかったという話も聞きまし

た。そういった方の声を今度チラシに入れていた

だいたりとか、何かこの健康マイレージのポイン

トが付与される講演会ですとか、イベントがあっ

たときに、そこに参加した方にも手渡しでこのチ

ラシを渡していただくとか、そういった手法もぜ

ひちょっと考えていただきたいと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 

○江口優一戸籍保険課長 本事業の周知につきま

しては、今までも市内のスーパーの協力をいただ

いて、店内にポスターを張っていただいたり、新

聞かわら版に６月と９月に年２回行うなどして、

市民への周知を図ってまいりましたが、今後もよ

り多くの方が興味を持って参加していただけるよ

う、工夫していきたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひこういった手法も検討して

いただきたいと思います。 

 また、昨年の一般質問でも言わせていただきま

したけれども、やはりＪＡの直売所だけしかない

というところで、結構皆さんからそれでは全然や

る気が出ないわとか、農家さんなどは何だと笑っ

て終わられてしまいまして、野菜だったら自分た

ちがつくっているわけですし、近所からももらえ

るしということで、やはりより多くの人に参加し

ていただいて、一番の趣旨はこの特定健診、がん

検診の受診率アップ、そして皆さんに健康になっ

ていただくということで、私も野菜をぜひ皆さん

に食べていただきたい、ベジラブル運動を推進し

ていきたいという思いがいっぱいですけれども、

やはりＪＡの直売所だけでのこの野菜クーポン券

というところから、もう一歩枠を広げて某スー

パーでの商品券等も考えていただいて、より多く

の人が参加できる魅力ある商品というのをぜひ検

討していただきたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

○江口優一戸籍保険課長 本事業の目的は、市民

がみずからの健康状態を把握し、自分に合った健

康づくりに取り組み、健康への関心を高めてもら

うこととしており、当市で取り組んでいるあばし

りベジラブル運動を推奨し、地産地消や食育を推

進していく上でも、地元産野菜を商品として継続

していきたいと考えております。 

 今後も市民の意見を聞く機会を多くして、参考

としていきたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひまだ参加していない人たち

の声を聞いていただいて、なぜ参加しないのかと

いうところから、また考えていっていただきたい

と思います。 

 続きまして、その下の夏期巡回ラジオ体操開催

事業ですけれども、130万4,000円という予算がつ

いておりますけれども、この事業について内容を

教えていただきたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 夏期巡回ラジオ体操開

催事業についてでございますけれども、夏期巡回

ラジオ体操、みんなの体操会として、毎年７月20

日から８月の31日までの43日間、全国の43会場に

おいて開催されるものでございます。 

 ことし、網走市がその一つの会場に選ばれまし

て、８月１日木曜日になりますけれども、網走市

市営陸上競技場会場で開催することと決定したと

ころでございます。 

 この体操会の模様につきましては、ＮＨＫラジ

オの第一放送によりまして、ラジオ体操第一、第

二を会場から全国放送されるということになって

います。また、そのＮＨＫの国際放送を通じて、

海外へも放送されるというふうな形で伺っている

ところでございます。 

○永本浩子委員 今回網走市もそこの会場に選ば

れたということで、聞くところによると４回目と

いうことだそうですけれども、この130万円とい

う予算はどういったところに使われる予算になる

のでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 予算につきましては、

まずピアノが必ず必要だという条件がございまし

て、それにかかる運搬ですとか、調律にかかる経

費、あとは周知にかかる経費、あとは保険料です

とか、来ていただくための輸送といいますか、

チーム配置の関係ですとか、参加者景品など、合

わせまして130万円ということで、予算計上させ

ていただいているところでございます。 

○永本浩子委員 わかりました。 

 前回一番直近の行われたときは、何名ぐらい参

加されたのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 直近では平成22年に網

走市で開催しておりまして、そのときは呼人のス

ポーツ・トレーニングフィールドで開催をされて

おります。そのときは約1,300名ということで

伺っております。 
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○永本浩子委員 1,300名の方が来ていただけれ

ば本当に大成功かなと思いますので、新年度８月

１日ということで、より多くの方が参加していた

だけるように、周知のほうもぜひよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、75ページのごみ収集事業について

お聞きしたいと思います。 

 ごみ収集事業全般なのですけれども、やはりい

ろいろな方とお話する中で、いまだに分別が大変

難しいというお話を耳にします。特にやっぱり高

齢者の方が難しいというお話を聞くわけなのです

けれども、そういったときになぜこういった形の

分別が必要なのかということで、私たちの子供や

孫の時代までも埋め立てができるところを長く使

えるようにということで、できるだけ埋め立てご

みを減らすためにこういう分別をしているのだと

いうことをお話しすると、あっ、そういうこと

だったんだ、それだったら頑張らなくちゃねとい

う答えが返ってきたりもするのですけれども、や

はりなぜこれだけ面倒くさいことをしているの

か、それは何のためなのかということを、もう一

度やはり市民の皆さんに知っていただく必要があ

るのかなと思うのですけれども、この点はいかが

でしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 分別の目的についてでご

ざいますが、多額な費用がかかってしまいます焼

却処理をせずに埋めるごみを可能な限り減らし

て、環境負荷を減らした処理を実施するというこ

とを目的に、現在の生ごみと容器包装プラスチッ

ク、資源物を分別した上での処理施設を設置した

ところでございます。 

 市民の方に対しましては、可能な限り埋めない

ということでございますので、これまでの資源

物、そして容器包装プラスチックを分けていただ

いて燃やさないということで、本当に燃やすと環

境負荷もふえるので、そして今まで全てのごみを

埋めていた状況もございましたので、なるべく最

終処分場をつくらないような処理施設をつくると

いうことで、設置したところでございます。 

○永本浩子委員 それはよくわかっているところ

なのですけれども、市民の皆さんにはこの具体的

な分別方法というところがもうすごく重視をされ

ていて、そこで皆さん悩みながら一生懸命やって

くださっているわけなのですけれども、なぜこう

いった形で分別をするのかという、その原点にな

る部分、そこのところをもう少し皆さんに知って

いただく努力というのが必要なのかなということ

なのですね。 

 例えば、この間もお会いした方は北見から越し

てきたということで、北見は燃える、燃えないだ

けなのに、どうして網走はこんなに難しいことや

るのだということを聞かれましたので、網走とし

ては燃やすとなると大変お金もかかる、網走はま

だ埋め立てができる土地があるということで、本

当に自分たちだけではなく子供や孫の代までも、

この埋め立ての土地を活用できるように埋め立て

ごみを減らすために、わざわざ容プラを分けて、

買ってもらってまでもそうやって、子供や孫のた

めにやっているのだというお話をして、やっと納

得をしていただいたということがありました。 

 なので、そこら辺のなぜこういったことをして

いるのかというところを、もう一回周知をすると

いう努力が必要なのかなと思ったということなの

ですが、その点に関してはいかがでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 新たな分別では、容器包

装プラスチック、生ごみを分けているところです

が、その処理方法については環境展、またこちら

からお配りするチラシなどでも堆肥化をしてい

る、そして容器包装プラスチックについては再生

プラスチックや燃料として使い、埋めるようなこ

とをしないということで、理解を求めているとこ

ろです。引き続き、イベントなどでもパネルなど

を掲示して、わかりやすく説明させていただきた

いと考えております。 

○永本浩子委員 それをなぜ、何のためにやって

いるのかというところを、もう少し市民の皆さん

にわかっていただけるようにすることが大事なの

ではないかということで言わせていただいており

ます。 

 例えば、ではそういったときに、燃やす形を

とったときにはコスト的にはどれぐらいかかっ

て、現実は多分燃やし続けなければいけないの

で、網走市内のごみだけでは足りなくて近隣自治

体にも協力をいただきながら、そういった形で

やっていかないとできない。だけれども埋め立て

だとこれぐらいのコストで済むので、こういった

手法をとっているということとかもお知らせして

いくということが必要かなと思うのですけれども

いかがでしょうか。 

○水谷洋一市長 永本議員のお問い合わせといい
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ますか、お答えをさせていただきたいと思うので

すが、この導入をする際に当たって、焼却方式が

いいのか、埋立方式がいいのかというのは大きな

議論があったかというふうに思います。私たちは

どちらを選択するのだということを、かんかんが

くがくごみ減量懇話会の先生方や議員の皆様方と

本当に議論をして、私たちは埋立方式を選択をし

たということであります。 

 それはなぜかと申しますと、やはり今課長が申

しましたように、ごみを燃やすというのは石油を

たいて燃やす話ですから、これは環境負荷が非常

に大きいですよねというのが、まず大きな意味で

ありますけれども、やはり建設費を考えると、埋

立方式だと41億3,000万円かかります。そしてそ

の年間の維持費が１億7,000万円かかります。と

ころが焼却にしますと、その建設費が62億1,000

万円で、年間の維持費は油代とかもたくさんかか

りますから、それは３億9,000万円かかりますと

いう試算になったわけであります。 

 これだけのイニシャルコストとランニングコス

トをかけるほうにしますか、それともかけないで

徹底した分別をして経費を安くして、そして埋め

立てるごみを減らすことによって、その建設費の

延命を図ることによって将来の負担を減らすこと

が、これが孫子のためになるのではないかという

議論があって、私たちは埋立方式にさせていただ

いたというふうに思っております。 

 そして、今回市民の皆さんの本当に御協力をい

ただいたおかげで、生ごみと容器包装プラと資源

物と、こうして分けて、徹底して分けていただく

ことによって、今までの八坂のごみの埋め立てご

みが明治に移って分別したことによって半分に

なったということでありますので、これは半分に

なったということは今までの埋める環境負荷が半

分になったということでありますし、そしてまた

それはひいては、将来の孫子のために埋め立てる

コストが半分になったということでありますか

ら、これは将来にわたって、私たちはそうした持

続可能なごみ処理をしていこうということであり

ます。 

 そしてまた焼却にしても、これは未来永劫、こ

の焼却炉が使えるわけではなくて、毎年メンテナ

ンスをし、また十数年たったら交換をしなければ

いけないというようなコストもかかるので、これ

は埋め立てを減らせば減らすほど、これは使える

ことになるから、市民の皆さん、そうした将来の

ためにも、そしてまた財政のためにも、そして孫

子のためにもごみの分別、徹底した分別と埋立方

式の御支持をいただきたいと、こういうことで御

説明をさせていただいているところでありますの

で、これから今お話があったように、分別難しい

よねと、いっぱい入れたらどういうことになるの

というようなことで、今町内会単位でバスを出し

て、ごみ焼却処分場のところに行っていただい

て、こういう分別やっているのです、ですから徹

底して分別をしてくださいという、啓蒙・啓発で

あったり、またこうしたごみのパトロールでこう

したものはきちんと分けていきましょうね。ま

た、ごみの分別が難しい高齢者に当たっては、ま

た新たに違った対応をしていきましょうねといっ

たようなことを、政策としてやらせていただいて

おりますので、多分まだ１年たった、本格的に

たったばかりでありますので、この積み重ねをし

ていくことが市民の理解を深め、分別の徹底化を

図れることであろうと、このように思っておりま

すので、議員の皆さんの御理解も、そしてまた市

民の皆さんの御理解も御協力をいただきたいと、

このように思うところでございます。 

○永本浩子委員 ありがとうございます。 

 そういった経緯がわかっている人には、難しく

てもやっぱり分別をしっかりやっていこうと思い

になるかと思いますけれども、いま一度市民の皆

さんに具体的な分別の仕方だけではなく、一番根

本の目的が何だったのかということが、わかりや

すく伝わるような工夫をぜひしていただきたいと

思いますし、燃やした場合のコストと埋めた場合

のコストとどれだけ違うのかというようなこと

も、もっとわかりやすく伝わるような工夫を、こ

れからやっていっていただきたいと思います。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○井戸達也委員長 ここで、昼食のため休憩とい

たします。再開は午後１時といたします。 

午前11時56分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 理事者から発言を求められておりますので、先

にこれを許可します。 

 健康福祉部長。 
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○岩原敏男健康福祉部長 先ほどの永本議員の子

育て世代包括支援センター運営事業につきまし

て、説明に一部不足がありましたので、ここで追

加させていただきます。 

 妊娠期につきまして、妊婦さんからの届出があ

れば母子手帳を交付し、その時点で全員の妊婦さ

んと接触することとなります。この時点から、保

健センターのほうで管理台帳ができまして、一元

管理がなされてまいります。 

 次に、健診などからの発見、あるいは相談等が

あった場合につきまして、そのリスクの対応のた

めに支援プランを作成し、対応してまいります。

また、この時点で管理台帳にまた記載されてまい

ります。その後専門的な支援部署に連絡、調整を

した場合、そのことにつきましても管理台帳に記

載してまいります。 

 このようにして、切れ目のない支援を継続して

行っていくということになってまいりますので、

先ほど説明不足がありましたので、ここでおわび

させていただきます。 

○井戸達也委員長 それでは、質疑を続行しま

す。 

 質疑者、挙手願います。 

 松浦委員。 

○松浦敏司委員 それでは、質問したいと思いま

す。 

 まず１点目は、僻地保育所の運営についてであ

ります。 

 このたび北浜のはまなす保育園での運営費の横

領が発覚したことは、極めて残念なことでありま

す。二度と繰り返してはならないことであり、そ

のためには真相を解明して原因を取り除く、この

ことをしなければならないと、このように思いま

す。 

 そこで、この場では新年度予算の審議でありま

すので、僻地保育所の基本的なことを聞いていき

たいというふうに思います。 

 詳細については、文教民生委員会でこの会期中

に開かれるというふうに聞いておりますので、そ

ちらのほうに委ねたいというふうに思います。 

 まず１点、はまなす保育園の運営委員会の状況

について、どういう運営をしていたのか、簡単に

説明していただきたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 北浜のはまなす保育

園の運営委員会の組織、委員の構成でございます

が、委員につきましては８名で構成されておりま

して、そのうち６名が保護者から選出をされてお

り、残りの２名につきましては、保育園の職員で

ある保育士が２名入っております。計８名で運営

委員会を組織して、保育園の運営に当たっていた

だいております。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

 これはへき地保育所全てに対象となるわけです

けれども、とりあえず今はこの部分でははまなす

に限りますが、運営費として委託料というのは、

年間幾ら払っていたのか。そして、それはいつか

らその金額なのか、お示しいただきと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 運営の委託料の積算

につきましては、市で定めている基準に基づきま

して積算をしておりまして、園児数または期間的

な定額の部分がございますが、それによりまして

平成29年度におきましては、約1,200万円の委託

料を交付しているところでございます。 

○松浦敏司委員 1,200万円というのは報道でも

あるので、それはわかるのですけれども、これは

いつごろからこの委託料の金額1,200万円という

のは続いているのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 はまなす保育園にお

きましては、平成29年度から今までの季節保育か

ら通年化を図っておりまして、それ以前の平成27

年度、平成28年度におきましては、約850万円程

度で、平成29年度からは約1,200万円程度の委託

料を交付しております。 

○松浦敏司委員 季節から通年になったというこ

とで、委託料が上がったというふうに伺いまし

た。 

 次に、保育士さんがいると思うのですが、この

保育士さんの賃金というのはどんなふうに定めら

れていて、どういう実態なのか、お示ししていた

だきたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 市の基準につきまし

ては、積算の基準につきましては月額で委託料を

交付しておりますが、実際の採用、雇用するのは

運営委員会で行っておりますので、各園におきま

して多少の増減はございます。 

○松浦敏司委員 それは予想されるのですが、基

本的には保育士ですから、やっぱり一定の水準が

必要なのだろうと思うのですね。私の聞いたとこ

ろでは、他の保育所では月額17万8,200円ほど

払っているというふうなお話も聞きましたが、た
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だそれは運営委員会でそれ以上支払うこともでき

るし、それ以下でもいいというふうな話も聞いて

いるのですが、このはまなすについてはその辺の

実態は、市としては把握してないということなの

でしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 はまなすについて

は、市の基準で交付している金額で、月額として

はお支払いしているというふうに認識しておりま

すが、そのほか加給金の部分ですとか、あと時間

外の部分ですとか、そこら辺については詳細につ

いては、総額で月に幾ら払ったというのは把握し

ておりますが、そこの内訳までは今のところ把握

はしていない状況でございます。 

○松浦敏司委員 詳細には今調査をしているとい

うことですから、今後次の文教民生委員会までに

はわかるのだろうというふうには思います。 

 それでいずれにしても、賃金について実態どう

だったのかという、市としてはそれらも含めて委

託料として払っているわけですから、基本的には

それらもしっかり把握する必要があるというのは

言っておきたいというふうに思います。 

 それから光熱水費というのは、これは幾らぐら

いその中に金額として支給されているのか、そし

てそれは平成27年、28年、そして29年度から通年

化になりましたから、当然変化はあると思うので

すが、その辺伺いたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 光熱水費につきまし

ては、年間で季節保育９カ月分のときには17万円

の定額で、通年のところにつきましては12カ月分

で36万円を交付しております。 

○松浦敏司委員 この金額というのは、季節ある

いは通年、それぞれいつごろからこの金額になっ

ているか、そこも伺いたいのですが。 

○清杉利明子育て支援課長 少なくても平成27年

度の子ども・子育て支援制度が始まった以降は、

これぐらいの金額で交付をしているところです。

ただ毎年、光熱水費だけではないのですが、あら

ゆる項目の中で若干の増減というのは行っており

まして、そのことも光熱水費については変わって

いないというふうな認識でおります。 

○松浦敏司委員 とりあえずは、はまなすの部分

については、ある程度理解はして、あとは委員会

のほうに委ねたいというふうに思うですが、光熱

水費などについても、場所によっては、この20年

ぐらい変わっていないのだというようなお話も聞

いているところです。それは後ほどやります。 

 次に、二つ目に今回の問題で、市として会計の

チェックという点では、やはり大きな問題があっ

たと、だからこんな事態になったと。つまり２年

間にわたって、こういう横領がなされていたとい

うことですから、それが発見できなかったと。１

年目で発見できなかった。２年目でも発見、する

前に内部でわかったのですけれども、その点では

問題があったというふうに思うのですが、どのよ

うに、市としてはこのチェックをしてきたのか伺

います。 

○清杉利明子育て支援課長 今までにつきまして

は、委託料の実績報告時、翌年度の４月上旬まで

に提出をいただくことになっておりますが、その

ときの添付資料としまして、監査を受けた後の決

算書を提出をしていただいております。 

 監査を受けた上での決算書ということで、それ

を信じて最終的な精算額の決定をし、交付を了承

していたという状況でございます。 

○松浦敏司委員 その点でチェックが甘かったと

いうことだろうということだと思うのですが、こ

れからこの３月議会が終わって、今度契約に移る

段階になるのだと思うのですけれども、こういっ

た問題が起きたときに、どういうことになるの

か。それぞれの僻地保育所で市との間で、新しく

新年度に向けての契約があるのではないかと思う

のですが、その辺このはまなすについてはどんな

対応になるのでしょうか。これまでと同じという

ふうになるのですか。 

○清杉利明子育て支援課長 まだ調査を実施して

いる途中でございますけれども、まずは平成30年

度の実績報告時におきましては、帳簿書類等も

チェックをしまして、確認をしていきたいという

ふうに、まずは考えております。 

 その上で、不祥事の報告につきまして、運営委

員会、残った役員の方みずから報告をいただいて

いるということで、また役員についても刷新をす

るということで、その運営委員会としては自浄機

能は働いているというふうな、現時点では考えて

おりますので、新年度につきましても、新しい役

員体制のはまなすの運営委員会のほうへ委託契約

を締結していきたいというふうに思っておりま

す。 

 ４月から保育園も始まりますので、まずは子供

たちが通えるところがなくなってしまうというと
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ころがございますので、その後の再発防止策等に

つきましては、十分調査結果を踏まえて検討して

まいりますし、運営組織のあり方についても見直

すべき点がございましたら、その点についても今

後見直していきたいというふうには思っておりま

すので、まずは新しい運営委員会の組織体制の中

で、31年度の契約については締結させていただき

たいというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 それはそれで理解できるのです

が、ただ市と運営委員会との関係でいうと、どこ

の運営委員会との関係でも、多分何か途中で問題

があったときには、ということが多分あるのだろ

うと思うのですね。ただ、今回のような横領とい

うのが起きたときには、どう対応するのかという

のが、多分書かれているのではないかと思うので

すけれども、その辺できちんと対応していくとい

うふうに捉えてよろしいのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 運営委員会からの報

告書におきましても、監査体制を年１回ではなく

回数をふやすですとか、チェック機能の体制を整

えていくというような、とりあえずの当面の再発

防止策というのも報告をいただいておりますの

で、とりあえずはそのような形で進めていくとと

もに、市としても再発防止策の検討を進めていき

たいというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 そうではなくて、契約上、それ

に反する行為があったわけですよね、今回。それ

に対して、どういうふうに対応していくのかとい

うことが問題なのだろうと思うのですね。だから

その辺で、市がそれに基づいてしっかりと何らか

の対応ができているのであれば、それはそれでい

いと思うのですけれども、そこが多分よくわから

ないところだと思うのです。 

 その辺、ちょっとわかるように説明していただ

きたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 今現在、調査を行っ

ている途中ではございますけれども、まずはそこ

で調査結果として不正で横領した額が確定されれ

ば、まずは平成29年度分についてはその分は運営

委託料のほうへ返還を請求して返していただくこ

とになります。 

 それから平成30年度分につきましては、実績報

告時の精算の段階で精査をした上で精算額が出て

くれば、その部分も返還というふうな形になろう

か思います。 

○松浦敏司委員 そういうことだと思うのです

よ。そういうふうにしないと、問題が解決しない

と、契約上も。いや、それはわかりました。あと

詳しくは委員会に委ねます。 

 次に、市としての今回の問題での責任というこ

とで、私は言いたいというふうに思うのですが、

さきの文教民生委員会の審議の中で、この保育所

は公設民営で設置者は網走ということでありまし

た。確かに運営については運営委員会に委託して

いるというふうになっているのかもしれません

が、ただやはりこの問題というのは網走市が責任

があるというふうに私は思うのです。確かに運営

委員会の中での起きたものではあるのだけれど

も、しかし網走市としての責任は免れない、この

ように思います。 

 このような結果として残念な横領事件が起きた

のですけれども、運営委員会としては告訴しない

というふうに決めました。しかし、それで本当に

いいのかと。私も今多くの市民から、この問題で

は相当聞かれます。なぜ告訴しないのだというふ

うな声も聞かれて、非常に答えに困るのですけれ

ども。ただ私は、いろいろな人がいるのですけれ

ども、今回のこの横領をやった二人というのは、

倉庫を買ったというふうにして運営費、つまり市

の補助金、国の補助金、道の補助金、いわゆる私

たちの税金を横領し、そしてそれは保育の子供た

ちや、いわゆる教育上も極めて重大で、子供たち

を傷つけ、保護者を傷つけると、こういうような

問題でありまして、こういう問題をやはり私は非

常に重視しなければならないし、法律家の中で

は、これは補助金の一種の詐欺だというふうに言

う方もいらっしゃいました。 

 こういう状況なのに、なぜ市は告訴をしないの

かと、この辺が市民も理解できないし、私自身も

なかなか理解できないのですが、その辺での市と

しての考え方を伺いたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 その点につきまして

は、先日の文教民生委員会の中でも御答弁をさせ

ていただいておるところでございますが、今回の

件につきましては、あくまで横領の被害者につき

ましては運営委員会でありまして、告訴の判断に

つきましては、被害者である運営委員会がすべき

ものであるというふうに考えております。 

 また、告発につきましては、被害者でなくても

行うことはできますけれども、一つ目には運営委
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員会の意向としまして、刑事告訴を行わないと決

定されていること。二つ目には横領額の全額が弁

済されており、被害回復がなされていること。三

つ目には犯罪の事実が公になっていること。これ

らのことから、市につきましては運営委員会の判

断を尊重したいというふうに考えております。 

 また、今後捜査がございまして協力を求められ

た場合につきましては、捜査には協力していきた

いというふうに考えているということでございま

す。 

○松浦敏司委員 運営委員会はそれは運営委員会

です。ただ、やっぱり市はその運営委員会に税金

を渡しているわけです。そして、いわゆる補助金

という公金が横領されたのですから、それは確か

に運営委員会を通じているかもしれませんけれど

も、これは私たち国民の税金、国と道と市が入っ

ているわけですから。それから保護者の保育料も

当然入っているわけですよ。それが横領されたと

なれば、それはやはり買っていないものを買った

ことにしてお金を横領するというのは、これはや

はり横領だと言われる、詐欺だと言われればその

とおりだというふうに私なども思うのです。そう

いう意味では、今の市の対応というのは、何か他

人ごとで非常に納得がいかない。これはもう市民

もそうです。私もそうですけれども、今の対応で

は非常に納得できない、こういうふうに思いま

す。そういう意味では、今後きちんと対応を迫っ

ていく必要があるというふうに私は強く思いま

す。 

 あとは文教民生委員会の中でも、今後明らかに

なって追及されていくと思うのですけれども、現

時点では私はそのように、この問題では思いま

す。 

 次に移ります。 

 僻地保育所はほかにもあるわけですから、こう

いったことがほかの地域でも起こらないように、

今回の問題を教訓にしていかなければならないと

いうふうに思うのですけれども、現時点でこの僻

地保育所というのは、どこの地域にどういう保育

所があって、定数や現在の入所人数など、現在把

握している段階でお示しいただきと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 現在僻地保育所につ

きましては、嘉多山保育園が昨年末に閉園となっ

ておりますので、現在は５園ございます。 

 地区につきましては、北浜にはまなす保育園、

それから浦士別地区に浦士別保育園、それから藻

琴地区に藻琴保育園、それから卯原内地区にさん

ごそう保育園、それから呼人地区にいずみ保育

園、以上の５園がございまして、平成31年２月末

現在の園児数につきましては、はまなすが14名、

浦士別が10名、藻琴が32名、さんごそうが16名、

いずみが６名となっております。 

○松浦敏司委員 定員数からいうと、相当少ない

状況。しかしそれは保育をする上では、少なくて

も保育士さんは一定程度の定めに基づいて配置し

なければならないということだろうと思います。 

 そこでもう１点伺いますが、それぞれ委託料、

これは平成30年度の委託料でいいのですが、それ

ぞれの保育園の委託料について伺います。 

○清杉利明子育て支援課長 まだ30年度につきま

しては、実績が出てきておりませんので、予算

ベースでのお話でよろしいでしょうか。それとも

平成29年度であれば実績が出ておりますが、それ

で答弁させていただきたいと思います。 

 平成29年度の委託料でございますが、先ほど答

弁しておりますとおり、はまなす保育園につきま

しては約1,210万円、それから浦士別が1,050万

円、それから藻琴が約1,400万円、それからさん

ごそうが約1,060万円、それからいずみが約940万

円、５園合計で約5,660万円となってございま

す。 

○松浦敏司委員 それで、ちょっと私も決算資料

見まして、この決算の状況を見ると、例えばいず

みでいうと、これ平成29年度の決算額でいえば

940万2,878円と、さんごそうでいえば 1,063万

9,545円、藻琴でいえば1,397万2,682円、はまな

すでいうと1,210万831円、浦士別でいうと1,052

万2,145円というふうになっておりまして、藻琴

以外は、これを見る限りですよ、これだけを見る

限りでは赤字というふうに私は見えたのですが、

この辺はどんなふうに認識してますか。 

○清杉利明子育て支援課長 必要な運営費につき

ましては、特に光熱水費等におきましては精算時

におきまして不足が生じて、それが適正な運営に

あっての不足であれば、委託料の追加交付も行っ

ておりますので、赤字であるというような認識は

持ってございません。 

○松浦敏司委員 つまり光熱水費が当然これは変

化のあるものですから、プロパンにしても灯油に

しても、これは相当値段が変わりますから、そう
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いった状況に対して対応してきたというふうに捉

えたいというふうに思うのですが、一方で保育士

さんの賃金というのは、この僻地保育所で先ほど

言いましたけれども、場所によっては17万8,200

円というのが基本という金額であって、運営上上

げてもいいし、それは運営委員会に任されている

ということだけれども、これははまなすだけでな

くそれ以外の四つの保育園についても、市として

は保育士さんの賃金というのは、しっかり把握を

していないというふうに捉えてよろしいのでしょ

うか。 

○清杉利明子育て支援課長 実際の月額の賃金等

についての詳細については、現時点におきまして

は把握はしておりません。ただ、総額で賃金とし

て支払った額については決算書等での確認はでき

ますのでしておりますが、細かい月額幾らですと

か、加給金として幾ら出しているですとか、時間

外勤務手当としてどれぐらいの時間数でどれぐら

い出しているのかという点の詳細については把握

をしていないという状況でございます。 

○松浦敏司委員 例えばですよ、保育士の賃金が

もしこの17万8,200円だとすれば、何年働いても

同じ、１年目の人も同じというふうなこともあり

得る。私の聞いたところでは、それがありまし

た。そういう事態があったと。これを上げようと

しても、それは運営費の中でやりくりをするしか

ないとなると、どこか削らなければならないが削

ることができない。結局保育士さんには泣いてい

ただくしかないと、こんな話も聞きました。 

 そういう意味では、やはりもっとこの部分につ

いて、市としてやっぱり責任を持って把握する必

要があると。そして、やはり年数、熟練になれ

ば、当然仕事上も責任ある立場になってくるわけ

ですから、そういったことも含めてその保育士さ

んの賃金については、やはりきちんとその辺を勘

案できるような、そういう指導あるいは委託料の

あり方というのをしっかりやる必要があるという

ふうに私は思うのですが、その辺でいかがお考え

でしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 今後につきまして

は、雇用の条件等につきまして把握に努めてまい

りたいというふうには思います。 

○松浦敏司委員 こんな形でやはり僻地保育所の

運営のあり方については、やはりさきの文教民生

委員会でも議論がありましたけれども、やはり運

営委員会そのもののあり方、それから委託のあり

方、これもしっかり洗い直さないと、こういった

今回の問題が再び引き起こる可能性もあるという

ことで、しっかりやる必要があるというふうに思

うのですが、市長はこの辺でどのように決意をし

ているか伺います。 

○井戸達也委員長 休憩いたします。 

午後１時35分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時36分 再開 

○井戸達也委員長 再開いたします。 

 松浦委員の質疑に対する答弁から。 

 市長。 

○水谷洋一市長 大変ゆゆしき事態だというふう

にまずは認識をしておりますし、あってはならな

いことだというふうに思ってます。 

 ですから、そうした事件を起こされた方にはき

ちんとある意味処罰を、私はあってしかるべきだ

と、このように思います。 

 責任の問題がありましたけれども、これはもう

再発防止、これをしっかりやらなければいけない

と思います。その再発防止につきましては、運営

委員会方式でやっておりますが、ある意味その運

営委員会では代表者がいて、役員がいて、幹事が

いると。ある意味内部牽制機能、組織がなかった

と言わざるを得ません。ですから、監査というの

は、書類が正しいことを証明する書類をつくる任

務に当たりながら、それが正しくなかったという

ことですから、まずは内部牽制機能がなかったと

いうこととガバナンスがそこで効いていなかった

ということだと思います。 

 ですから、今回再発防止については、きちんと

そうした運営委員会であるならば、ガバナンスの

確立と内部牽制機能というものがしっかりと確立

していく必要があるということ。 

 今松浦議員からもお話がございましたように、

組織のあり方そのもののお話がありましたが、そ

のとおりだというふうに思います。それは多分文

教民生委員会のほうでも御議論があったというふ

うに思いますけれども、そのとおりだと思います

ので、改めて今文教民生委員会が開会されるまで

に、今市のほうで平成29年と平成30年の書類調査

していると思いますので、それは会計の調査とも

う一つは業務運営の監査、監査という立場ではな

いのですけれども、会計監査と業務運営監査の、
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この二つの視点で見てほしいということで、今多

分取り扱っているのだと思います。 

その結果も踏まえて、運営委員会方式、それ

ぞれ僻地保育所でやり方違ったり、園長さん違っ

てたりしてますので、その地域はその地域でガバ

ナンスも効いて内部牽制機能も効いて、しっかり

やっているところもあるのかもしれない。 

そこはまだ確認ができませんので、ここはこ

れも文教民生委員会のほうでお話ができるまで整

理をしたいと思っておりますけれども、やはりこ

れははまなす保育園だけではなく、僻地保育所全

部、大変お忙しくて申しわけないのですけれど

も、監査委員にまずは予備監査をしていただい

て、そこで内部牽制機能を図っていただきなが

ら、どこまで会計検査と業務監査ができるのか、

全体の検査をする必要があるのだろうというふう

に見ております。 

そこが再発防止の問題だと、このように思っ

ておりますので、そこは取りまとめさせて報告で

きるまでにいけたらいいかなと、このように思い

ます。 

 もう一つ松浦議員のほうから、市民の処罰感情

みたいなところもお話ありました。ある意味、私

どもにも耳に届いております。一方で課長なり、

役職者が答弁申し上げておりますのは、基本的に

は第一義的には運営委員会だったものですから、

運営委員会の判断というのは尊重しましょうとい

うことで、運営委員会のほうで告発をしないとい

うような決定をもう早々しておりましたので、そ

れは尊重したいですねと。ただ今調査をやってい

てどこまでわからないですから、尊重しますけれ

ども、その結果を見てまた改めて検討しますとい

うのは前回副市長が答弁をしたのだと思いますの

で、そういうことだと思います。 

 ただ、ただただとなってますけれども、一方で

市民感情というのは、お伺いのとおり議会のほう

にもあります。もう一方で、こうしたものを考え

たときに、比例原則というのが、私たちには法理

としてあって、要するにこういった事例にはこう

いった対応、大きな事件には大きな事件の対応と

いうような比例原則というのもあるというふうに

思っておりますが、一方で市民感情もありますか

ら、そこら辺は今後の調査、結果、そしてまた今

後の対応、ガバナンスのあり方も含めて、対応さ

せていただきながら、どう判断するかというのは

全体を見て、そこの部分については判断をさせて

いただきたいなと、そうしたさまざまな視点を捉

えながら、感情的になることもなく、かといって

何でしょう、こうした処罰感情があるということ

も一方であるということをわかりながら、二つ目

のお答えとさせていただきたいと、このように思

うところで、市の責任というお話もございまし

た。 

設置者としてはこれは当然ありますので、何

度も申しますが、実際に運営しているのは運営委

員会でありますから、受託会計責任、要するにア

カウンタビリティーは運営委員会にあるのですけ

れども、設置者としてはこの私たちですから、そ

れはありますので、それは再発防止、そして

チェック体制、こうしたものを確立するというこ

とと、あとは国と道の関係の御指摘もありました

ので、当然そこはありますので、そこら辺は責任

を持って、国と道の関係をしっかりやっていかな

ければいけないと、このように思うところでござ

います。 

 今のところ、きょうどう思うかというお尋ねで

ありましたので、そういうことで、きょうの段階

ではそういうふうに考えているところであります

ので、その答弁とさせていただきたいと、こう思

います。 

○松浦敏司委員 とりあえず、現時点ではわかり

ました。ただ、やはりそういった多くの市民や関

係者が傷ついたと、そういう大変な事件だったと

いう点で、やっぱり今後しっかりと市としての対

応が求められているということで、会期内に委員

会がありますので、その辺はしっかりと市民の理

解できるような形にしていってほしいというふう

に要望したいと思います。 

 ２点目に、民生委員、児童委員について伺いま

す。 

 地域における民生委員の活動というのは、極め

て重要な役割を果たしているというふうに思いま

す。しかし、残念なことになり手がいないという

状況があって、欠員もあるというようなふうにも

聞いておりますが、現在の状況について伺いま

す。 

○酒井博明社会福祉課長 現在の欠員状況でござ

いますが、平成28年の一斉改選時から北西３とい

う地区におきまして１名が欠員となっておりま

す。あと加えまして、昨年の５月末に前任者が体
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調を崩して退任され、１カ所で退任されまして、

またことしの２月に現職の方が亡くなられたとい

うことで、合計で３名が欠員となっているという

状況でございます。 

○松浦敏司委員 この欠員になった地域というの

は、どういう形でカバーすることになるのでしょ

う。そこの地域の民生委員がさらに広い範囲を担

当するというふうになるのでしょうか。それとも

別な形で補うというようなことになるのでしょう

か。 

○酒井博明社会福祉課長 欠員となっている場合

は、近隣の地区の民生委員さんが補い合いなが

ら、見回り等をやっているという状況でございま

す。 

○松浦敏司委員 それでなくても広範囲の担当し

ている人がさらにというふうになると、より一層

大変になるということで、非常に心苦しく思うと

ころでありますが、なり手がいない要因というの

はどういうことなのか。どういう認識を持ってい

るか伺いたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 後任の選任が難しく

なっている要因ですけれども、近年は年金支給年

齢の引き上げに伴いまして、60歳で退職されても

退職後に新たな仕事につかれる方が多くなってい

るということが要因の一つであるというように考

えてます。 

 また加えまして、現役世代の方につきましても

やっぱり同様に、仕事の合間に、あるいは休日に

活動をお願いするということになりますので、御

本人も時間的な制約もありまして、なかなかなり

手となっていただけないという状況がございま

す。 

○松浦敏司委員 民生委員というのは地域、いわ

ゆる公的な仕事にもなるわけですよね。だから市

から、本来は国からを通じて、最終的な市が任命

するということになるのですけれども、そういう

意味では守秘義務を負いながら地道な、本当に地

道な活動をして、生活困窮者や単身の高齢者など

さまざまな市民との接点を設けて、そして何かあ

れば相談に乗るという、本当に大事な役割を果た

しているというふうに思います。にもかかわら

ず、なかなか後任が見つからないということで欠

員になっているということであって、近年でいう

と少子高齢化ということで、さらには幼児の虐待

というようなこともありますので、ますます仕事

や責任が重くなるという点で、こういう民生委員

の、非常に大事な民生委員の担い手をどうやって

確保するかという点で、何か今考えている、こう

いう方向で探していきたいというようなお考えが

あれば伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 後任の確保に対する対

応でございますけれども、本年は３年に一度の一

斉改選の年でございますけれども、候補者につき

ましては北海道民生委員児童委員連盟の網走支部

と、それから町内会連合会に御協力いただきなが

ら、まず地域で推薦なりの選任作業を行っていた

だくということをお願いしてまいります。これは

毎年、毎回行っている作業でございます。 

 ただ、実際に選任に苦慮する地区が生じた場合

は、市も協力しながら候補者を探すということを

行っております。また、どうしても候補者の見つ

からない地区が生じた場合は、近隣地区からなり

手の確保が可能かどうかも含めて、選択肢を広げ

ながら選任作業を進めていくというふうに考えて

おります。 

○松浦敏司委員 本当に御苦労かけているなとい

うふうに実感しているところですけれども、次に

移ります。 

 地区民生委員協議会というのがあって、さきに

私たち議員会も研修会を行って、いろいろ学習を

いたしました。非常に勉強になり、知らないこと

も随分教えていただいたというふうに思います。

一番驚いたのは、やはり網走が財政上本当に大変

になって行革が始まった、そういう中で、運営費

が削減されるということで、それが何回か続い

て、そしてその後そのまま下がったままで現在に

至っていて、なかなか運営上大変だというような

声も聞いたところですけれども、運営費の支給状

況というのはどんなふうになっているのか、伺い

たいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 運営費につきまして

は、平成31年度の予算としては365万9,000円を予

算として計上してございます。 

 昨年度につきましては、民児連のほうで記念誌

を発行しましたので、その発行の分を40万円を加

えて補助したということもございました。 

 過去に平成８年度から15年度の時点では、これ

行革前だったのですけれども、そのときが472万

5,000円で、そのときに比べると約100万円近くは

落ちるような状況ですけれども、この中ではここ
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で従事されている職員の方の時間を、勤務時間を

調節するなどで支給する給料なども調整しながら

補助を行っているという状況でございます。 

○松浦敏司委員 いずれにしても100万円近い金

額が削減されるということは、やはりこういうと

ころの運営ではやっぱり相当厳しいと。だから本

来払わなければならない部分もやりくりして削っ

ているというふうにも思いますので、これらにつ

いてもぜひ今後やはり民生委員協議会との協議を

しっかりしていただいて、よりよい方向に持って

いってほしいというふうに思います。 

 次に、生活保護について伺います。 

 厚生労働省の調査では、生活保護受給者は209

万7,426人、これは昨年10月です。世帯数で言う

と、163万9,185世帯が受給しているということで

あります。 

 予算説明書の70ページを見ると、扶助費が前年

より減少しているのですが、その要因について伺

います。 

○酒井博明社会福祉課長 扶助費が減った要因で

ございますけれども、平成31年度の予算は平成30

年度の決算見込みを反映して作成しておりますけ

れども、保護世帯人員の減少、それから年度中に

保護が停止になったり廃止になったということな

どを受けまして、生活扶助費がまず減額となりま

した。 

 加えまして、扶助費のうち約55％を占めており

ます医療扶助費ですけれども、ここにつきまして

は高額療養費の被保護者が廃止等で減となりまし

たので、決算見込みを受けて減額となっていると

いう状況でございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

 次に、受給状況について、人数と世帯数を伺い

ます。 

○酒井博明社会福祉課長 扶助を受けている人数

と世帯数でございますが、ことしの２月の時点で

ございますけれども、人数で659人、世帯数で521

世帯となっております。 

○松浦敏司委員 この内訳というのが、高齢者だ

とか障がい者だとかいると思うのですけれども、

その内訳について伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 このことしの２月の状

況で申し上げますが、521世帯中、高齢世帯が303

世帯、母子世帯が27世帯、障がい世帯が80世帯、

傷病世帯が62世帯、その他の世帯が49世帯となっ

ております。高齢世帯が過半数の58％を占めると

いう状況になっております。 

○松浦敏司委員 こういう状況というのはそんな

に極端には変わっていないとは思うのですが、多

分全国的にもそうなのですけれども、高齢者でひ

とり世帯がふえているのではないかというふうに

思うのですが、その辺の状況はいかがでしょう

か。 

○酒井博明社会福祉課長 ひとり暮らしの世帯と

いうのは確実にふえておりまして、特に高齢者と

いうことでの統計はちょっと持ち合わせていない

のですが、ひとり暮らしの世帯は521世帯中、432

世帯で83％の割合となっております。 

 この割合の傾向として、平成28年から29年では

80％、平成30年で81％となっておりまして、やっ

ぱりひとり暮らしの割合が徐々に進行、ふえてい

るという状況でございます。 

○松浦敏司委員 実態がよくわかりましたけれど

も、今の経済状況の中と、あとは高齢化というこ

とで一定の推移が見込まれるなというふうに思い

ます。 

 国は新たな支援として、学習・生活支援に生活

困窮世帯の子供のこれまでの学習支援に加えて、

子供や保護者に対して、生活習慣や育成環境の改

善に関する助言を行う取り組みをするというふう

な、そういう支援も考えるということでありま

す。これは多分、今後通達や連絡が来るのだろう

というふうに思いますけれども、そういう取り組

みも国はしてくるというふうに聞いているところ

であります。 

 次に、手話通訳普及啓発活動で、これは前段永

本委員が質問しましたので長々とは言いません

が、これは日本では1933年以降、2011年まで手話

は日本の法律上では言語としては認められなかっ

たと。 

公立の聾学校でもこれは積極的にこの手話と

いうのは使われていないで、その多くは口を、口

話という形で教える。しかしこれはなかなか困難

だというようなことで、世論の中でやはり手話と

いうのをしっかり言語に定めるべきだというふう

になって、2011年に言語というふうに規定され、

改正障害者基本法案が参議院の段階で全会一致で

可決されたということで、近年でいうと、平成27

年４月に生まれつき聴覚障がいであった方が初め

て議員として当選するというようなことも、兵庫
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県の明石市であったということで、そういう時代

になったということだというふうに思います。 

そういう意味では、この手話がまさに言語と

して使われるようになって、非常に聾啞者も今喜

んでいるのですが、ひとつ聞きたいのは、現在手

話通訳者というのは網走では何名いらっしゃるの

か伺います。 

○酒井博明社会福祉課長 網走市の登録手話通訳

者の数ですが、現在５名でございます。平成29年

度は６名でしたが、みずからの仕事の関係もあり

まして、現在は５名という状況でございます。 

○松浦敏司委員 やっぱり少ないと思います。 

 それで、手話をできる人たちをやはり育成する

場が必要になるというふうに思います。手話サー

クルなどもあるというふうに聞いておりますけれ

ども、こういう手話サークルというのは非常に重

要な活動だと思うのですが、現在幾つあってどれ

ぐらいの人たちがここに組織されているのか伺い

ます。 

○酒井博明社会福祉課長 サークルに具体的に何

名加入されているかというところまでは把握はし

ておりませんが、現在市内には二つのサークルが

ございまして、主に昼活動しているサークル、そ

れと主に夜活動しているサークル、二つございま

す。 

○松浦敏司委員 やはり多く普及していく上では

そういったサークルがたくさんできて、気軽に参

加できて、そこで市民が覚えるということができ

るような方向に、ぜひあってほしいというふうに

思います。 

 時間がありませんので、次に移ります。 

 プール利用助成事業というのがありますが、ま

ず事業の内容について伺います。 

○武田浩一健康推進課長 プール利用助成事業に

ついてでございますけれども、65歳以上の網走市

民がプール施設を使用するに当たりまして、プー

ル使用料の一部を助成することによりまして、健

康保持増進とともに生きがいづくりを図ることを

目的としている事業でございます。 

 助成額につきましては、プール使用料の７割を

助成することとしておりまして、網走市民健康

プールを利用する場合は560円の使用料のところ

390円が助成され、本人負担額が170円で利用でき

るということになってございます。 

○松浦敏司委員 これはこの事業にどれぐらいの

人が利用しているのか、近年の状況を教えてほし

いのと、どのような方法をすればこの助成を受け

ることができるのか伺います。 

○武田浩一健康推進課長 平成27年の４月30日に

通年化となりました網走市民健康プールが新しく

オープンしましたけれども、そこのところの実績

ということでお答えしたいと思います。 

 助成を受けた延べ人数ということになります

が、平成28年度で6,312名、平成29年度で6,339

名、平成30年度の12月まで、あと３カ月残る形に

なりますが、4,876名となっております。これを

月平均の延べ人数で換算すると、平成28年度が

526人、平成29年度が528.3人、平成30年度、これ

も12月までの実績となりますけれども、541.8人

と増加をしているという傾向にございます。 

 利用に当たりましては、プールの窓口で免許証

等の証明で申請をしていただいて、利用証を受け

ることによって使用できる形になってございま

す。 

○松浦敏司委員 ぜひプールについては、大いに

利用してほしいと私も思います。私は一度しか利

用しておりませんが、今後だんだん高齢化してお

りますので、利用するように努力したいと思いま

す。 

 あと時間がないので、次、ごみの収集事業につ

いて伺います。 

 先ほども議論ありました。市長のほうからも焼

却の問題でお話がありました。珍しく私と市長は

この問題では意見が合うということで、実は私も

北見あるいは近隣の人から、なぜ網走は埋立方式

を選んだのだと。自然に影響を与えるだろうとい

うふうに言われまして、私もかちんと来まして

ね。何を言っているのだと、燃やせばいいのか

い、燃やせばいいというものではない。燃やせば

必ずごみが必要になるのだと、24時間どうやって

ごみをつくるのですかと、網走でそのごみは足り

ません。だから、最終的にこの方法しかないのだ

と、確かに埋め立てするのはよくないけれども、

それを最小限にするために今分別して、市民は苦

労しているのだと。このことを言って、怒りを収

めましたけれどもね。燃やせばいいという、これ

は本当に、余りにも単純過ぎます。大都会ならそ

れは燃やすしか方法はないのですけれども、網走

は幸か不幸かきちんとした場所があるということ

で、そういう道を選んだというふうに思いますの
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で、そこを強調したいというふうに思います。 

 委員長、済みません。若干時間よろしいでしょ

うか、もう少し。 

〔委員長「この点だけ」と呼ぶ〕 

 では、まず最終処分場が明治にできて、いろい

ろ問題はあるのだけれども、比較的順調に進んで

いるというふうにも考えていいというふうには思

うのですが、まず当初の計画と現在の状況につい

てでありますけれども、一般ごみ、生ごみ、紙お

むつ、それから事業系のごみ、それぞれ当初の計

画と現在の状況について、どうなっているのか伺

います。 

○近藤賢生活環境課長 お答えします。 

 当初の計画では、家庭系の紙おむつと埋め立て

ごみを、どちらも埋めるごみということで一緒に

考えており、その処理計画量は2,135トンでした

が、平成29年度の実績では2,521トンということ

で、多目に排出をされています。 

 また、事業のごみですが、当初計画では4,285

トン、平成29年度の実績では3,385トンと、事業

者の協力により計画の数値を下回っております。 

 また、家庭から出る生ごみですが、当初の計画

では2,647トン、平成29年度の実績では2,469トン

となっておりますので、この差はやや分別が悪い

ことが影響しているものと考えているところで

す。 

○松浦敏司委員 紙おむつ系がちょっと多いとい

う、それは私も実感しています。多分そういう方

向になると、そういう子供もお年寄りも使います

し、あるいはペットにも使っている人たちも当然

使いますので、ふえるのだろうなというふうに思

います。 

 時間がありませんので、先ほど来ありしまたけ

れども、分別の大変さ、これやはり時間をかけて

丁寧に説明をし、そして実演なども含めてやって

いかないと、なかなか高齢者の皆さんはなかなか

身につかないということがありますので、それは

しっかりと丁寧な説明をしながら、しっかりとし

た分別が最終的にできて、ごみの減量、それから

埋め立てについても最終的に減量できるような、

そういったものにしていってほしいし、一番いい

のは紙おむつ系は再利用できるような方法が、早

く安い価格でできるような時期が来れば大変いい

なというふうに思います。そのことを述べて、質

問を終わります。 

○井戸達也委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午後２時07分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時17分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質疑を続行します。 

 近藤委員。 

○近藤憲治委員 それでは、私からも幾つかお伺

いをさせていただきたいと思います。 

 ここまででたびたび話題になっておりますごみ

収集処理事業全般について、まずお伺いをしたい

というふうに思います。 

 計画と実績の状況につきましては、松浦委員の

質疑で理解をさせていただきましたけれども、ひ

とつ生ごみの処理に関しては、基本的にはほとん

どが処理をされてしまってもうなくなる、消滅を

するのだけれども、計画段階では一部残ったもの

に関しては堆肥として外に出すというようなお話

をされておりました。これ、具体的に外に出した

形跡というのはあるのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 生ごみの関係でございま

すが、平成29年度におきましては生ごみを3,666

トン受け入れ、埋立残渣が1,159トンとなってい

ます。したがいまして、生ごみの処理施設では

2,507トンを減量したという結果になっておりま

す。 

 そのうち堆肥ですが、平成30年度には配布した

実績が900キログラムとなっています。配布の方

法ですが、３キロ入りの袋を300袋つくりまし

て、希望する町内会や幼稚園などに配布をさせて

いただきました。 

○近藤憲治委員 そこについても、実施をされた

ということで確認をさせていただきました。 

 あわせて、これまでの議論でも話題になってお

りますけれども、やはり分別のルールについて、

どのように市民の皆さんに御理解をいただくのか

というところで、過去の平成29年の第４回定例会

の一般質問でも質問をさせていただいております

が、非常に複雑なルールの部分ございますので、

まず一つは分別アプリの導入の検討をということ

で、その際御答弁では検討しますということをい

ただいております。 

 あわせて、分別が困難なお年寄りについては収

集代行等の制度化をということでも提案させてい
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ただいて、こちらについても検討というような答

弁をいただいていると記憶をしておるわけなので

すけれども、実際に制度化されている形跡はない

ということなのですが、その後の検討の状況と現

状について御答弁をいただきたいと思います。 

○近藤賢生活環境課長 ごみのルールがわかりに

くいということで迷惑をかけているところでござ

いますが、分別アプリの導入について検討して現

在見送られている状況でございますが、こちらス

マートフォンなどで見ることができるごみ分別辞

典を、アプリではないのですが、提供をしている

こと、またごみ分別に関しましては、ポスターや

ガイドブックを全戸配布していることから、そち

らのほうで対応しているということで、アプリの

導入を見送っている結果となっています。 

 また、高齢者に対する対応としましては、現状

ではわからないといった問い合わせがある場合

は、直接職員が自宅に出向くなどをして対応をし

ているところです。 

 また、玄関からステーションまでの運ぶことが

できないという方には、福祉の部署でさわやか収

集を実施して対応しているということで、特別に

制度化について検討している状況は今のところな

いところでございます。 

○近藤憲治委員 今御答弁いただきましたけれど

も、先ほどまでのやりとりの中で、やはり市民の

皆さんにしっかりと理解をしていただいて、この

制度を進めていかなければならないという、そも

そもの大前提があるというふうに思います。 

 この部分につきましては、今後も議論をさせて

いただきたいというふうに思っております。 

 あわせて、分別のルールがわかりづらい結果、

これはちょっと私の肌感覚に基づいた意見なので

すけれども、分けきれないのは全て埋め立てごみ

のごみ袋に入れてしまおうという判断がなされて

いるのではないかという懸念があります。そう

いった状況について、原課としてはどういう認識

をお持ちでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 わからないごみ、分けら

れないごみが埋め立てに入れられているという状

況につきましては、処分場のほうを見た限りで認

識しているところです。また、平成30年度におき

まして、ごみ質の調査を実施したところですが、

その中では埋め立てごみの中に今まで分別されて

いたはずの資源物や新たに分別された生ごみや、

容器包装プラスチックが入っている状況をたくさ

ん確認しています。 

 これからは埋め立てごみを減らすためには、き

ちんとした分別について啓発を進めていくことが

必要と認識しております。 

○近藤憲治委員 そういった意味でも、やはりさ

まざまな手法で、市民の皆さんに御理解を促して

いく仕組みの確立というのが不可欠であろうとい

うふうに考えております。 

 あわせて、現場でのオペレーションについても

過去に一般質問でさせていただいております。作

業の動線の確保がなかなか難しいヤードでありま

すとか、雑紙の分別を野外でしなければならない

ような場面もあったりというふうに伺っておりま

すけれども、その後１年間運用してみて、そう

いったオペレーション面での改善、どのようにな

されてきたか、また今後どういうふうにしていこ

うという思いがあるのかお伺いをいたします。 

○近藤賢生活環境課長 明治の処理施設の作業動

線につきましては、開設以来委託業者からは狭い

という御意見もありまして、市の担当とは協議を

しながら改善の方向を探っております。 

 また、雑紙につきましても、選別をする小屋を

設置したところではございますが、雑紙の搬入量

が多いときは、外で作業することも余儀なくされ

ておりますが、そのあたりも改善の方向性を委託

業者と協議しながら探ってまいりたいと考えてお

ります。 

○近藤憲治委員 真冬は雪の降りしきる中、外で

の作業というのが強いられている局面もございま

すので、ぜひそこはしっかりと現場との協議をお

願いしたいというふうに思います。 

 このテーマについて最後の質問でございますけ

れども、前段市長も御答弁されておりましたが、

ごみの処理方法そのものがもう現状では埋め立て

であるということで、網走市は長らく進めてこら

れたというふうに認識しております。中期的には

この方法でいくというふうに、私どもも判断をし

て議決をさせていただいて、埋め立ての方法で処

理場、そして処理場の将来の予定地も含めて、用

意をさせていただいているわけなのですけれど

も、果たしてこの先人口も減っていく、一方で、

ごみ処理の技術が飛躍的に進歩していく中で、こ

の方法が未来永劫最善といえるかどうかという

と、その保証もなかなかないのだろうというふう
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に私自身は思っております。 

そういった点では、ごみ処理のさまざまな技

術進歩も受けとめながら、この網走市の将来に

とってごみ処理というのは、よりよい方向に進む

としたらどのような方法があるのだろうかという

のを、不断に調査研究していただきたいというふ

うに私自身は考えているのですけれども、原課と

しての認識はいかがでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 現在の施設は検討段階か

ら焼却するよりも費用的に有利だということで、

可能な限り分別をした後埋める方式を採用してお

ります。 

 現在、近隣自治体でも焼却処理施設の寿命を迎

えていること、また広域処理を検討している自治

体もございます。当市としましては、可能な限り

市民負担を抑えたごみ処理行政が必要と認識して

おりますので、次の処理方式を検討するに当たり

ましては、できる限りの情報を収集して、その処

理方式について研究を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○近藤憲治委員 それでは、次の項目について伺

わせていただきます。 

 市民の健康づくりの政策全般について伺いま

す。 

 過去にも何度か質問させていただきましたけれ

ども、当市の健康をキーワードにした施策の展開

というのは非常に前向きであるというふうに受け

とめさせていただいておりますし、市民の意識も

変わりつつあるなというふうに評価をさせていた

だいているところであります。 

 しかしながら一方で、こういったさまざまな施

策が今後もしっかりと展開されていくためには、

やはり一定のエビデンスといいますか、成果の検

証が不可欠であろうというふうに考えておりま

す。 

 例えば、医療費が徐々に抑制されてきている傾

向があるでありますとか、そういった部分で市民

に向かっても、皆さんが健康づくりに一生懸命取

り組んでいただいた結果、このような変化が数字

として出てきてますよというのをフィードバック

するのがいいサイクルなのかなというふうに考え

ているわけなのですが、こういった健康づくり施

策全般がこの市の数値的に、前向きな変化をどこ

かにもたらしているのかどうか、お示しいただけ

る部分があればお示しいただきたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 市民の健康づくりの施

策といたしましては、子供のインフルエンザ予防

接種の無料化など、ワクチンで予防できる疾病の

充実を図るとともに、あばしり健康カニチョッ筋

体操、あばしりベジラブル運動の推進、網走市民

健康プールにおける健康増進講座の開設、65歳以

上のプール使用料の助成、指導者ライセンス制

度、健康コンシェルジュ匠などを実施してきてお

ります。 

 このような取り組みの中で、シニア世代を対象

とした健康コンシェルジュ匠につきましては、現

在50名の方がライセンスを取得されており、各分

野、各方面で活躍されているところです。 

 さらに匠の皆さんにつきましては、平成29年度

からは保健師が出向く健康講座に同行いたしまし

て、カニチョッ筋体操の普及に御協力いただくと

ともに、今年度平成30年度からは保健師ととも

に、実際に講義や実技も行っていただいていると

いうところになってございます。 

 このように、匠という身近な市民の方々が実際

に講義や実技を行っていただくことで、同世代の

受講者もさらなる健康に対する意識の向上につな

がっていくものと考えているところでございま

す。 

 また、毎年開催しております市民健康まつりは

500名を超える来場者があるほか、平成24年度に

加盟いたしました健康都市連合の日本支部総会大

会が、平成29年７月に２日間で延べ800名の全国

からの参加者で開催され、市民の健康意識の向上

につながったものと考えております。 

 取り組みの成果として、医療費が減少したなど

というのは、明確な数字としてあらわすのはなか

なか難しいところがありますけれども、健康に対

する取り組みに対する人的広がりというのは、明

らかに増加しているのではないかと考えていると

ころでございます。 

○近藤憲治委員 今の御答弁からも、かかわって

いただける市民の方が相当ふえてきているという

実感は持たせていただきました。ぜひ、今後は数

値的な部分もうまく拾い上げるようなことができ

ると、望ましいなというふうに考えているところ

でございます。 

 あわせて、地域医療の確保についてお伺いいた

します。 

 こちら代表質問でも当会派で少し述べさせてい
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ただいた部分でございますが、新年度予算では開

業医の誘致という形で、かかりつけ医の確保をし

ていこうという取り組みをされているという部分

については、評価をするところなのですが、一方

で広く地域医療全般をしっかりと確保していくと

いう視点に立った場合ですね、やはり網走市だけ

で全ての診療科目を満足するだけのドクターを確

保するというのは、なかなか困難な時代が来てい

るだろうというふうに受けとめております。 

 そういった点では斜網地区、そして北紋地区、

さらに広く言えばオホーツク管内全体での地域医

療の診療科目別の広域分担、役割分担のようなも

のが避けては通れない時代が、そう遠くないとき

に来るであろうというふうに考えております。 

 そのためには、やはり協議のためのテーブルが

間違いなく必要なのですけれども、市としてそう

いった広域での地域医療の確保に向けたテーブル

づくりに対しての意欲でありますとか、考え方を

お持ちであればお示しいただきたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 まず当地域での医療圏

の考え方でございますけれども、オホーツク地域

を第３次医療圏、北紋地域を第２次医療圏として

おりまして、そのほかに斜里町、小清水町、清里

町、大空町、いわゆる斜釧地域として救急医療体

制ですとか、周産期医療支援体制など、緊密に連

携した医療圏を構築しているところでございま

す。 

 現在、広域医療を議論する場といたしまして

は、オホーツク総合振興局保健環境部が事務局と

なっておりますけれども、地域医療構想を策定す

る区域によって設置されております北網圏域地域

医療調整会議と北網圏域地域医療調整会議網走支

部という会議がございます。 

 地域医療の考え方といたしましては、限られた

医療資源を有効に活用いたしまして、適正な配置

が図られるよう地域住民、患者の視点に立って、

医療機能の分化ですとか、連携を通じた効率的で

質の高い医療提供体制の充実強化を図っていかな

ければならないと考えているところでございま

す。 

○近藤憲治委員 今御答弁でいろいろ述べていた

だきましたけれども、市としてもそういった広域

で地域医療を支えていこうというところには、

しっかりかかわっていくという意識があるという

御答弁だったと思ってよろしかったですか。 

○武田浩一健康推進課長 広域ということでは、

今お話をさせていただいたように、北網圏域とい

う形でいろいろな取り組みをしている部分もござ

いますので、広域医療というのは必要だという認

識は持っております。 

○近藤憲治委員 それでは続きまして、高齢者福

祉についてお伺いをいたします。 

 こちらについても、個別の事業というよりは少

し大きい、全般的なお話を伺いますけれども、高

齢化が急速に進む中で、ひとり暮らしの高齢者の

割合も同じく相当な勢いでふえているというふう

に実感をしております。 

 平成31年度においても、さまざまな施策を用意

しておりますけれども、こちらも私の肌感覚なの

ですが、市が用意しているさまざまなサービス

と、ひとり暮らしのお年寄りがうまく連結されて

いないというか、制度からこぼれ落ちてしまって

いる独居のお年寄りが少なからずいるのではない

かという問題意識を思っています。 

 そのあたりにつきまして、原課の認識をお伺い

したいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 独居高齢者の各施策の

充足度といったことでございますけれども、当市

におきましては、元気な高齢者に対する健康づく

りや生きがいづくり、虚弱な高齢者に対する介護

予防事業、要支援・要介護状態になるおそれのあ

る事業対象者に対する総合事業、そして要支援・

要介護認定者に対する介護サービス、さらに高齢

者の見守りや安否確認を目的とした事業など、身

体状況などを踏まえたサービス提供体制を構築し

ているところでございます。 

 事業対象者や要支援・要介護認定者につきまし

ては、地域包括支援センターやケアマネージャー

のケアマネージメントにより、各種サービスの利

用や支援につながっていることが考えられますけ

れども、虚弱な高齢者における各施策の充足度と

いった部分では、少し判断が難しい状況というふ

うに考えております。 

 例えば、健康と要支援・要介護の中間に当たる

虚弱な状態の早期発見を目的といたしまして、運

動機能、口腔機能、栄養改善、認知機能の状態を

確認する元気生活チェックシート、これを発送、

回収いたしまして、支援が必要と判断された高齢

者を対象に、身体機能の維持向上や口腔機能の向

上、栄養改善、認知症予防といった事業への参加
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を勧奨する介護予防把握事業に取り組んでおりま

すけれども、事業への参加が少ない状況が見受け

られるところでございます。 

○近藤憲治委員 今の御答弁から多分私の問題意

識と共通といいますか、共有されている部分があ

るのかなというふうに受けとめさせていただきま

した。 

 施策としては用意しているのだけれども、やは

りそこにうまくかかわり切れないおひとり暮らし

のお年寄りがいらっしゃるという部分でありま

す。 

 次は、その独居のお年寄りですね、市の施策か

らうまく抱え切れていないお年寄りを、どういう

ふうにそこに入ってきていただくのかというとこ

ろが極めて重要になってくるというふうに思って

おります。そのあたりについての考え方をお示し

いただきたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 虚弱な高齢者がサービ

スにつながらない要因といたしましては、やはり

自身の介護予防に対する理解や意識の持ち方と

いった部分が考えられますが、サービスがあって

も使われない状況があるのであれば、今後どのよ

うに事業やサービスにつなげていくのかといった

ことが課題でありますし、さらに就労している

方、またボランティア活動や介護予防事業への参

加、地域包括支援センターやケアマネージャーの

ケアマネージメントによるサービス利用者などは

問題ないと考えておりますけれども、やはり閉じ

こもりや生活不活発により医療機関の受診やサー

ビス利用につながっていない高齢者は多数いると

いうふうに思いますけれども、現状は把握できて

ない状況でございますので、この部分は市内全域

の共通した課題であるというふうに考えておりま

す。 

○近藤憲治委員 そういう意味では、やはりどこ

にどういうお年寄りが暮らしているのかというの

を、しっかりと地域で把握していく必要があるの

かなというふうに思っております。 

 しかしながら一方で、町内会単位では、町内会

のメンバーのほとんどが高齢化してしまっていた

りだとか、なかなかコミュニティーだけで守り切

れない部分もあるのかなという反面、しかしそこ

でやるしかないという現実もあるというふうに考

えておりますが、そういった地域の中でひとり暮

らしのお年寄りの情報をしっかりと把握していく

仕組みづくりについて、見解があればお示しいた

だきたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉部長 こうした課題を解消す

るためには、地域の視点で支え合いの仕組みづく

りを進める生活支援体制整備事業、これは特別会

計の事業になりますけれども、この生活支援体制

整備事業における第２層協議体の設置が大変有効

であるというふうに考えてございます。 

 既に活動している大曲、新町を圏域とする西地

区地域活動推進協議会では、コミュニティセン

ターにおける交流スペースの創出、各種イベント

行事の開催、防災研修の実施、介護予防事業など

を通じて、大曲地区におきましてはふれあいの家

の利用者や老人クラブの会員数が増加している現

状がございまして、また先日関係者にお聞きしま

したところ、閉じこもりがちだった高齢者の外出

につながったというような事例も聞いております

ので、今後この生活支援体制整備事業、ここを

しっかり積極的に推進をいたしまして、地域ごと

の課題やニーズを把握することで、高齢者の社会

参加を促していきたいというふうに考えてござい

ます。 

○近藤憲治委員 終わります。 

○井戸達也委員長 次、古都委員。 

○古都宣裕委員 重複した部分は割愛して、早速

審議に入らせていただきたいと思います。 

 予算説明書61ページ、障がい者理解促進啓発事

業について伺います。 

 これは毎年同じような額、額としては 12万

1,000円と小さいのですけれども、ついておりま

す。ことしも例年と同じような額がついたことは

いいのですけれども、毎年決算では半分ぐらいが

残ってしまっている状況で、これが啓発がすごい

行われていて、もう理解が進んでいるのだという

ことで減少しているのだったら、私はいいと思う

のですけれども、残念ながらそうではないように

感じておりまして、毎年使い切れてない状況をと

ても危惧しておりまして、これは今年度の予算の

状況の中では、きちんと使い切れるような内容に

なっているのかどうかを確認したいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 障がい者理解促進啓発

事業でございますが、この事業は障害者総合支援

法に基づく地域生活支援事業の必須事業として

行っております。 

 目的は、障がい者等が日常生活及び社会生活を
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営む上で生じる社会的障壁を除去するため、障が

い者の理解を深めるための研修・啓発を通じて、

地域住民への働きかけを行うことにより、共生社

会の実現を図るというもので行っているものでご

ざいまして、ここ数年、不用額が生じているとい

うことは、委員御指摘のとおりでございますが、

平成31年度の事業といたしましては、来年度で４

回目の開催となりますにじいろ音楽祭を市の事業

として実行委員会へ委託するほか、障害者差別解

消法の説明会など、障がいへの理解促進に係る研

修の実施、そして新たに北海道と協議の上、発達

障がいに関する研修会を実施することとしており

ます。 

 あわせて、毎年開催されております、聾啞者と

の語ろう会という交流会がありますけれども、こ

の開催に対する補助を行う予定でございます。 

 研修の実施につきましては、北海道の協議や網

走市の障がい者自立支援協議会における議論も行

いながら、実効性の高いものとなるように、この

内容の検討を図ってまいりまして、このような予

定した事業を計画的に行いまして、確保した予算

の適切な執行を図りながら、極力不用額は生じな

いような形で行っていきたいというふうに考えて

ます。 

○古都宣裕委員 31年度は執行、ほぼほぼ満額の

ほうにできるのではないかというような答弁だと

思うのですけれども、理解促進ということで、や

はり障がいの理解、まだまだ日本全土でも足りて

ないように思いますし、網走市でも先般議論にも

ありましたＬＧＢＴｓ一つとっても、なかなかい

ろいろな理解が足りてないところだと思うので、

しっかりと取り組んでいただきたいなと思いま

す。 

 次、69ページの児童館管理運営事業について伺

います。 

 今年度大きく変わることといえば、北児童館に

なると思うのですけれども、こちら新しくなるこ

とによって、管理費が増額しております。これは

民間委託になるのですけれども、どういった形で

の委託で、またこの増額に対してはどういう経緯

で増額になるのかという部分について伺います。 

○清杉利明子育て支援課長 児童館の管理運営事

業におきましては、新年度予算におきましては、

増額となる予定でございますけれども、民間委託

に当たって事業費が増額する主な要因としまして

は、今までは北児童館ということで、新しい施設

につきましてはいせの里児童センターということ

で、センター化を図ることにより、施設の面積的

には大きくなっているという点で、光熱水費等が

ふえている。 

 また、新たな事業として、東京農大の学生とも

連携しながら、学習支援などのボランティア活動

として取り組みたいというような予定もございま

すので、そういった新規の事業に対する事業費。 

 それからあと、今までの児童館管理運営とは別

の事業で支出しておりました、職員の健康診断の

費用ですとか、そういうものも今回いせの里児童

センターへの委託料の中に入ってきますので、そ

ういう部分で予算の規模としましては増額となっ

ているところでございます。 

○古都宣裕委員 今回センター方式になるという

ことなのですけれども、このセンターは児童館の

機能も有しながら、たしか保育園の機能も持って

いると思うのですけれども、面積というのは児童

館の部分だけになるのでしょうか。それとも施設

全体なので、全体が入っているものなのでしょう

か。 

○清杉利明子育て支援課長 そこは、保育園の部

分につきましては保育園の部分で支出されます

し、児童館の部分は児童館の部分と、そこは光熱

水費等含めて、切り分けた中で経理をしていくこ

とになってございます。 

○古都宣裕委員 児童館については理解しまし

た。 

 次、73ページの受動喫煙防止対策事業について

伺います。 

 今回20万円の予算なのですけれども、今年度は

ラグビーワールドカップ、来年はオリンピック、

パラリンピックが行われますけれども、そうした

東京でも結構な禁煙対策が進んでいる中で、今回

受動喫煙防止対策事業として、どのようなことが

行われるのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 受動喫煙防止対策事業

についてでございますけれども、平成30年７月に

健康増進法の一部を改正する法律が公布されまし

て、2020年４月の施行に向けて、改正の趣旨や改

正法の内容が示されたところでございます。 

 市といたしましては、国の方針が正式に示され

たことから、基本的にはそれに基づき、国、北海

道、関係する施設、権限者、その他関係者と相互



 

－ 91 － 

に連携を図りながら、望まない受動喫煙が生じな

いよう取り組んでまいりたいと考えております。 

 平成31年度の取り組みといたしましては、この

国の法律の周知を図るとともに、予算上ではス

テッカー等による飲食店等での店内での喫煙ルー

ルを示すことができる店頭表示をつくろうと考え

ているところでございます。 

○古都宣裕委員 網走は観光のまちとしても売っ

ているわけですけれども、そうした中で外に対し

てＰＲするという部分で、これはステッカーをつ

くるということなのですけれども、一般的に漢字

で書かれて、日本人が見てもわかるようなマーク

で禁煙、喫煙となっているのか、またいろいろな

多言語表記も一緒に考えた上でのステッカーなの

でしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 ステッカーにつきまし

ては、禁煙、喫煙のほかに、ノースモーキングで

すとか、そういう表示も考えているところでござ

います。 

○古都宣裕委員 それは英語と日本語、２カ国と

いうことですか。何カ国あるか、もし決まってい

れば。 

○武田浩一健康推進課長 現在、その中身までは

決定しておりませんけれども、誰が見てもわかる

ような表示にしたいというふうには考えていると

ころでございます。 

○古都宣裕委員 グローバル的に多いのは英語で

ありますけれども、網走の観光は台湾の方ですと

か、韓国の方ですとか、そういった方も多いの

で、そういったところもしっかりと考えてつくっ

ていただければなと思います。 

 あと、歩きたばこの部分に対しても、これから

取り組んでいかなくてはならないのかなと思うの

ですけれども、それについてはどのように考えて

いるのでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 歩きたばこにつきまし

ては、子供の関係ですとか、いろいろな関係で規

制されるべきものだと考えておりますので、いろ

いろな形の中で受動喫煙も含め、喫煙ルール、マ

ナーという面でも周知していきたいと考えており

ます。 

○古都宣裕委員 網走で夏、お祭りで露天のとき

とか、にぎわうときに見ていると、やっぱり歩き

たばこの人がいる中でやっぱり小さな子供たちを

見ると、すごい何か背筋がぞっとするような、危

ないなと思う気持ちもあるので、そういった意識

醸成もしっかりしていただきたいなと思います。 

 次、75ページの母子手帳アプリについて伺いま

す。 

 先ほど議論もありましたけれども、こちら自治

体の子育て情報等を発信するというような話も

あったのですけれども、これは39万3,000円とい

うことなのですけれども、どういった状態で支払

いが発生するものなのかというのがちょっとわか

らなかったのですけれども、これはアプリ１ダウ

ンロードにつきかかるものなのか、それとも業者

契約であとはフリーでダウンロードできるように

なるものなのか、どういったものなのでしょう

か。 

○永森浩子健康推進課参事 業務委託をする業者

に、月々市が決まった金額をお支払いするという

形で、予算上もほぼそこについております。 

○古都宣裕委員 では利用者は全くお金がかから

ない部分なのかなとは思いますけれども、これ登

録もちろんして、子供の名前や自分の情報とかも

もちろん入れてやるものだとは思うのです。これ

は、では利用に対して広告とかが出たりとか、あ

とは個人情報保護の関係ではどのような形になっ

ているのでしょうか。 

○永森浩子健康推進課参事 個人情報保護の関係

では、電子通信事業法ですとか、個人情報保護法

ですとか、そのあたりをしっかりセキュリティー

について確認しながら、慎重に進めてまいりたい

と思います。 

 広告等に関しても、その辺はしっかり確認し

て、迷惑のないように実施していきたいと思いま

す。 

 あと、利用者は無料で利用できることになりま

す。既存の情報システムプラス先ほど申しました

ように、網走の情報が発信できるというところ

で、利用していただくことになっております。 

○古都宣裕委員 この母子手帳アプリ、実は調べ

ると、本当に何も関係なく無料でできるものはす

ごいたくさんあるのですけれども、今聞いていく

と、自治体として39万3,000円ですけれども払う

メリットというのは、自治体の情報が利用者に行

きますよというところで、私も全然関係ない育児

サポートアプリみたいのを利用して無料でやって

いるのですけれども、特に広告もなく普通に利用

できている状態です。 
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 それで、ちょっと気になるのが、39万3,000円

のメリットというのが、自治体の子育て情報が来

ますよと、それしかないのでしょうか。 

○永森浩子健康推進課参事 ほかに、登録すると

きにお名前とかは詳しくは登録はしないのですけ

れども、生年月日等で年齢がわかるように市のほ

うでもなってまして、市のほうのメリットとして

は、その年齢にピンポイントでその市民の方に

合った情報を発信できるというところも利点かな

というふうに思っています。 

○古都宣裕委員 ではそれは市側が、月齢か何か

に合ったような情報を、ではどのような形でどの

ようなものを発信するのでしょうか。 

 私が気になるのは、子育て情報を発信するだけ

だったら、生活情報配信メール事業というのもあ

りますし、そういったものに登録してもらって、

気になる人は受け取れる話ですし、アプリ自身も

無料で配布しているものがたくさんある中で、自

治体が配信するアプリを入れるメリットというの

が、費用対効果に合ったものなのかなというのが

気になるので、その辺をもっと詳しく教えてくだ

さい。 

○永森浩子健康推進課参事 もう一つ、先ほども

申しましたけれども、予防接種ですね。今たくさ

んの予防接種が個別でしていく形になっていまし

て、スケジュールを組むのが大変になっておりま

す。日々保健師が相談に乗ったり新生児訪問等で

スケジュールを立てているのですけれども、それ

をアプリで御自分で計画を立てたり、接種日を入

れると自動的にその間隔、接種の間隔が組まれた

りなど、そういった意味では、私たち保健師も

フォローはするのですけれども、そういった日々

の業務のあたりで少し軽減されるというか、お互

いにとって便利というか、軽減されるのではない

かなというふうに思います。 

 あともう一つ、市として伝えたいものを動画で

配信することもできるというふうな情報も得てい

ますので、そのあたりも例えば沐浴ですとか、教

室など両親学級などで沐浴指導とかしているので

すけれども、例えばお父さんが夜その教室に参加

できない場合、家庭でそれを見て学べる、それも

一般的なネットとかの動画ではなく、市としての

信頼できるやり方を学べる、そんなようなことも

できるというふうに現在聞いております。 

○古都宣裕委員 済みません。今言った話だと、

動画の中でも信頼性というのももちろんあると思

うのですけれども、沐浴のやり方というのも明ら

かに見て、これ変だろうというのはみんなわかっ

ているし、アプリ使う、今の親御さん、僕とか

ちょっと若い世代の方、もっと若い世代の方も多

いと思うのですけれども、そういった方々に対し

て、ほかの無料で、ただ配っているアプリも予防

接種のやつとか入れたらなりますし、網走市が自

治体として契約するメリットというのが、余り今

のお話だと感じないのですけれども、どういった

経緯で選定されたのかというのが、ちょっとまだ

気になるのですけれども。 

○永森浩子健康推進課参事 いろいろな私たちか

ら見ていろいろ利点、市民にとっても便利かなと

いうふうのが一つありますのと、あと各近隣の町

で今いろいろ取り組まれてまして、このアプリを

使っていろいろな情報発信とかを使って、とても

市民に喜ばれているというふうな情報を聞きまし

て、網走市も取り入れてみようというふうに考え

た次第です。 

○古都宣裕委員 多分市はこのアプリを無料で使

えますよという発信をするのでしょうけれども、

母子手帳ってアプリの検索のところで、Ａｐｐ 

Ｓｔｏｒｅとかでやるとすごいたくさん出るので

すよ。全部無料の部分で。その中で、では網走市

がお勧めするこれをやるメリットというのがやっ

ぱりどうしても今、やりとりの中でも少ないと思

うのですよね。では小まめな情報欲しければ、生

活情報配信のやつ登録している人はもちろん、防

災のところも気になっているのでしているでしょ

うし、そういった部分の中で、わざわざ自治体が

市税を投入してやるメリットというのは、ちょっ

と私にはわからないですね、この事業は。その辺

がもうちょっと、金額的にはもちろん大きいとは

言えない金額なのですけれども、その辺をもう少

ししっかりと落とし込んで、何が自治体としてメ

リットなのかというのと無料アプリとの差という

のを、しっかりと比較した上で検討して事業化す

べきだと思うのですけれども、いかがでしょう

か。 

○井戸達也委員長 休憩します。 

午後３時00分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時12分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま
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す。 

 質疑を続行します。 

 古都委員の質疑に対する答弁から。 

 健康推進課参事。 

○永森浩子健康推進課参事 先ほどの母子手帳ア

プリのメリットのことですけれども、網走市が運

営しているという、それ自体の信頼性が一つのメ

リットと考えられます。 

 また、適切な時期に適切な情報を発信できると

いうところも大きなメリットかなというふうに考

えます。 

 例えば、登録している４カ月児をお持ちのお母

さんに、そろそろ４カ月健診がありますよという

ことで、その時期に発信できるというふうなこと

もメリットかなというふうに考えます。 

○古都宣裕委員 全体的なではなくて、対象を

絞って本当にその月に健診が必要なお母さんとか

に情報発信ができるというのは、それはメリット

かなと。また、健診等もそうですけれども、赤

ちゃんは体調の変調も起きやすく、日程もころこ

ろ変わってしまいやすい中で、細かな自治体とし

ての、例えばどこでやるだとか、その病院の対応

の部分だとかも含めた上で情報発信できるならメ

リットだとは思いますので、しっかりと運営をし

ていただきたいなと思います。 

 以上です。 

○井戸達也委員長 次、佐々木委員。 

○佐々木玲子委員 予算説明書の中から質問させ

ていただきます。 

 まず61ページのボランティアセンター運営補助

金でございます。 

 これは30万6,000円ということで、金額は大き

くありませんが、ちょっとお聞きしたいこと何点

かあります。 

 まず、今現在のボランティアの個人と団体、そ

れぞれの登録人数の推移を伺いたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 ボランティアの登録者

数の推移でございますけれども、データがある中

で見ますと、平成21年の３月31日時点では団体で

40、個人が1,252、その４年後で平成25年３月31

日で団体48、個人が1,187、直近では平成30年３

月31日ですけれども団体54、個人が1,393で、団

体、個人ともにふえているという状況でございま

す。 

○佐々木玲子委員 実はボランティアの活動する

方が非常に減っているという、最近はお話をよく

聞くものですから、登録人数も減っているのかな

と思いましたら、団体もふえて、そして個人もふ

えているということで、非常にちょっと安心した

ところではあるのですけれども、この活動自体は

どんなふうになっているかと考えるとちょっと不

安を感じているところです。 

 そこで、今回先だっての文教民生委員会で、ボ

ランティアセンターというのが市民活動センター

の中に併設をされていたというふうに私は思って

おりますが、その市民活動センターが閉館になる

に伴って、社協のほうにまた移されるというふう

に伺ったのですが、それで間違いなかったでしょ

うか。 

○酒井博明社会福祉課長 ボランティアの拠点は

社会福祉協議会に移転するということになってお

ります。 

○佐々木玲子委員 そこで非常に私が心配すると

ころは、もともとこのボランティアセンターとい

うのは社会福祉協議会の中に席が設けられてい

て、私が見たことがあるのは看板がボランティア

センターとかかっていたというのが、私が初めて

ボランティアセンターに行ったときの、社協に

行ったときの記憶です。 

 その後、ボランティアさんたちがいろいろな研

修を受けて活動する団体ができて、ボランティア

としての活動をいろいろやりたいということで、

任意のグループができ上がって活動を始めまし

た。いつも外で自分たちで場所を確保していたの

ですが、できたらボランティア活動を活発にする

ためにも拠点が欲しいということで、相談をした

ところ社協の中の会議室を確保していただいて、

集まるときだけそこの会議室を使うという形で頑

張っておられた。 

 そういう中で、市民活動センターが開設され

て、その中にボランティアセンターというもの

も、社協から今現在ある市民活動センターに移さ

れて、サポーターという方たちが誕生をして、ボ

ランティアの相談を受けたり、ボランティアの出

前授業などあったときにも活動されたりと、そし

てその方たちがいろいろな社会参加の一助となる

ような、来館者の対応をしたりと、非常にボラン

ティアの活動が、なかなか活発でなかった、見え

ていなかったところが、一般ボランティアの活動

も一定程度の活性化がされてきたというふうに、
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私は認識をしておりまして、それがまた社協に、

確たる場所もないところにボランティアセンター

が戻るというところが、非常に心配でして、この

活動拠点というのが、何かの形でやはり考えるべ

きではないかと思うのですけれども、その辺につ

いてはどんなお考えをお持ちでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 今回ボランティアの活

動拠点が社会福祉協議会、総合福祉センターの中

に移るということで、ボランティアさんが使われ

るスペースですけれども、それは空いている会議

室あるいは相談室がありますので、それを充てな

がら利用していただくということを考えておりま

すけれども、ただ社会福祉協議会の職員ともその

ことについては話は伺ったのですけれども、なか

なか今ボランティアは待ちの姿勢では自分たち

の、新たに誕生したりするというのはなかなか難

しいということで、その説明とか相談とかは、基

本的には自分たちが相手方のところに出ていくと

いうことで対応していきたいということですの

で、まずはそのボランティアさんが希望されると

ころに、社会福祉協議会の職員がそこに行きなが

ら、相談とか行いながら対応していくということ

で、今後進めていくことで考えてます。 

○佐々木玲子委員 そういう考えだということ

は、以前も伺いました。 

 今私が申し上げたように、サポーターさんたち

などが誕生していて、その方たちが来館される方

とともに活動してきたという活動が、これは非常

にすごく有効な活動だったと思うものですから、

やはりそのところを何らかの形でこのまま継続し

ていけるように、その場しのぎの場所を確保する

のではなくて、確たる拠点というものがあるべき

ではないのかなと。 

そういうふうに考えたときに私がちょっと

思ったのは、所管が変わってしまうかもしれませ

んが、まちプラという場所があるなと。そこに例

えば今サポーターさんたちが活動しているのは、

月、水と来館者対応していらっしゃいます。そう

いう中に、なかなか社会参加ができない方が、そ

こをきっかけにして活動している方とかがふえて

きているものですから、そういう方たちが、そう

いう社協の中に一定の場所がない中で来館して

も、なかなか戸惑うことが多いだろうと。それを

考えると、まちプラのようなところに場所を借り

て、その月、水のサポーターさんたちの活動して

いた活動を継続していただいたらどうかなと思う

のですけれども、そういうことはできないもので

しょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 今回総合福祉センター

のほうに拠点が移ったばかりですので、すぐに新

たな拠点をまちプラなり、そちらのほうに設ける

ということは考えておりません。ただ、利用され

る方がまちプラを希望されるということであれ

ば、まちプラのほうに社協の職員が行って、そこ

で相談支援などを行いますので、それは希望され

る場所に応じて、職員がそちらのほうに向かって

いくという形での対応をとらせていただきたいと

いうふうに考えてます。 

○佐々木玲子委員 ぜひこれから推移を見守りな

がら、そのようなことも、よく職員たちと、また

活動されている方の意見も聞きながら、配慮して

いただければと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 次に、予算説明書61ページの生活困窮者自立促

進事業ですが、本当にこれはもう今非常に喜ばれ

ている事業だと、私も記憶をしております。 

 この中で、今どのような成果が出ているかとい

う点だけをちょっと伺っておきたいと思います

が。 

○酒井博明社会福祉課長 生活困窮者の自立相談

支援事業につきましては、ことし受付の窓口です

けれども、従来社会福祉協議会で別な部署が貸付

金の相談を受けていたということを行っていたの

ですけれども、今度は生活サポートセンターにそ

れも移していって、それも含めて困窮者の相談支

援を受けるということで、今生活サポートセン

ターへの相談などにつきましては、経済的な問題

とか、それから生活資金の問題とか、そういうも

のが相談として多いという状況であります。 

○佐々木玲子委員 それについては、今現在どん

な状況かなとちょっとお伺いしておこうと思った

点ですので、よくわかりました。 

 次に、障がい者総合支援訓練等給付事業のとこ

ろでお伺いをいたします。 

 今、例えば就労継続というのは、就労ＡとＢと

あるわけですけれども、この事業を利用されてい

る方たちの、まず人数を伺いたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 現在の就労継続支援の

Ａ型とＢ型の利用者数でございますけれども、こ

としの１月実績の利用者数でございますが、就労
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継続支援のＡ型のほうは、市内事業所を利用して

いる者が25名でございまして、市内に住んでいる

方で市外の事業所を利用している方が１名の合計

26名でございます。 

 また、就労継続支援のＢ型は、市内事業所で56

名が利用しております。 

○佐々木玲子委員 それでこの事業を利用してい

る方たちというのは、全体の障がい者の中で就労

可能な方たちの何％くらいに当たるのでしょう

か。 

○酒井博明社会福祉課長 障がいのある方の就労

に関しては、年齢の問題とか、それから意思疎通

に重度の困難性がある場合や体の機能に著しい障

がいがある者におきまして、受け皿と本人の意欲

があれば、基本的には皆さんが福祉的な就労や一

般就労が可能であるというふうに考えておりま

す。 

 ただ、市全体の具体的な数字の把握というの

は、現状では非常にこれは難しいものであるとい

うことで考えております。 

○佐々木玲子委員 これをなぜ聞いたかといいま

すと、先般私たち委員会で岡山県の総社市という

ところに視察に行きました折に、そこになぜ視察

に行ったかというと、障がい者の就労率が全国一

ということで、興味を持って視察したのですけれ

ども、そのときにやはりきちんと障がい者という

ことではなくて、障がい者の中で就労可能な方を

しっかり把握をしていて、そしてその方たちをど

ういうふうな、その方たちの特性によって、どん

な仕事につなげたらいいかとか、専任の職員がい

てしっかりと対応をしていて、これからは本当に

人口減少に伴って、社会で働く人の人数の確保が

難しくなる中で、本当にその特性によっては健常

者よりも能力を発揮できるような仕事もあった

り、さまざまその障がいによっては就労に対する

考え方というのは、支援の仕方があると思うので

すね。 

 そういう意味では、当市においてもそういうと

ころをしっかり把握して、企業誘致も含めて、そ

ういうことを取り組んでいく必要があるかなと

思ったので伺いました。そういう意味では、これ

からそういう可能性のある方たちの就労支援とい

うのはしっかりやっていっていただきたいと思う

のですけれども、お考えを伺いたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 岡山県の総社市が障が

い者1,500人雇用をスローガンといたしまして、

委員会の設置やハローワークと連携した就労支援

ルームの運営、商工会議所と協定締結して助成制

度の周知やセミナー、雇用意向調査を実施するな

ど、先進的な取り組みと具体的な就労者数の把握

により、当初の目標としていた1,000人雇用の実

現など、具体的な成果を上げていることは承知し

ております。 

 網走市といたしましても、総社市を初めとした

先進地の取り組みや具体的な施策の展開などにつ

きましては、さらに勉強してまいりたいというふ

うに考えてます。 

○佐々木玲子委員 ぜひよろしくお願いいたした

いと思います。 

 では次に、63ページのこども発達支援センター

管理運営事業ですけれども、これの今現在の利用

状況を伺いたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 こども発達支援セン

ターふわりの利用状況でございますが、平成29年

度におきましては、実利用者数で114名、それか

ら延べの利用者数で2,304名となっております。 

 また、平成30年度につきましては、２月末まで

の11カ月間の見込みでございますが、実利用者数

で129名、延べ利用者数で2,266名となっておりま

す。 

○佐々木玲子委員 やはり確実に利用者がふえて

いるということが、今の人数でわかったわけで

す。それでこの発達支援センターについては、本

当に今発達障がい等のお子さんたちのよりどころ

となるようなセンターなわけです。それで、今発

達障がいについてもいろいろとわかってきた人が

多くなってきたなと。以前はなかなか掌握できて

なかったような方も、さまざまな社会の情報の中

から、つながってきた方がふえてきているのだろ

うと。そういうことで、この利用者人数もふえて

いるのであろうと思うわけですよね。 

 そこで、この支援センターでの対応が、もしか

するとし切れないというか、人数がオーバーして

いるのではという懸念をするところですけれど

も、その辺の心配はなかったのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 利用者数の増に対す

る対応でございますが、指導におきましては、曜

日によって一日４こまといいますか、４教室とい

いますか、開催しておりますが、そこの希望する

曜日においては、調整が必要な場合はございます
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が、今現在におきましては、何とかその調整の中

で指導はできているというふうに考えておりま

す。 

○佐々木玲子委員 それでは曜日によっては、場

合によっては、人数がオーバーする場合がある。

そういうときは利用者の方に我慢をしていただく

のか、曜日を変えていただくかで、何とかその辺

は調整はついているというふうに理解してよろし

いですか。 

○清杉利明子育て支援課長 全て調整し切れたと

いうわけではございませんが、あと市のこども発

達支援センターのほかに、就学前のお子さんにつ

いては民間でも二つの事業所がございますので、

そちらを利用する場合とか、そういう場合もござ

います。 

○佐々木玲子委員 そういうところでは、民間と

の連携を図りながら対応はできていると理解をさ

せていただきます。これからまたふえていくよう

なことがあれば、検討課題なのかなと思いますの

で、ちょっと質問をさせていただきましたので、

よく状況を見守っていていただきたいと思いま

す。 

 次に、ひとり暮らし等高齢者緊急通報システム

ですが、これについてまず今のこの予算からいく

と、本当に金額的には結構大きいなと思うもので

すから、そういう中でどのような人数で利用され

ていて、どのような状況があるのかまずお伺いし

たいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 緊急通報システムでご

ざいますけれども、２月末現在の設置数が339世

帯となってございます。 

 平成31年度における予算額595万3,000円でござ

いますけれども、大きくはまず設置ですとか、撤

去、移転、そういった部分の手数料が107万9,000

円、それと消防署にセンター装置をリースで設置

しておりまして、この部分の１年間の賃借料が

124万2,000円、あと一番大きい事業費としては緊

急通報システムの購入費、これ平成31年度は32台

の購入を見込んでいて299万7,000円といった状況

でございます。 

○佐々木玲子委員 それで、この中でどの程度の

方たちがどんなふうな状況で、この緊急通報を実

際に使ったことがあるのか。そしてそれによって

危機的な状況を回避できたとか、そういうような

ことが具体的にわかると、また皆さんにもお知ら

せしやすいのですが、そのような事例というのは

どういうのがございますか。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 ２月までの実績になり

ますけれども、通報実績として124件がございま

した。このうち緊急搬送が30件、誤報が３件、そ

の他緊急通報が入り、消防署の職員がお話をして

解消、そして相談に応じたというような件数が91

件ございました。 

○佐々木玲子委員 やはり実はつけているのが安

心というだけで、なかなか利用していないという

声もあったり、逆に自分は持病もないためにつけ

られなくて、つけている人の話を聞くと自分にも

あったらいいなというような声とか、さまざまな

声があったので、今状況をお伺いしたわけですけ

れども、この中でやっぱり特筆すべきというか、

つけていることによって高齢者の方のひとり暮ら

しが非常に安心で暮らせるということは、例えば

相談件数が91件、これは本当にすばらしいことだ

なと思います。 

今、いろいろな方たちと話をすると、自分は

体は健康なのだけれども、やはり夜になるとやっ

ぱり何が起きるかわからなくて不安だと。この緊

急通報システムを使いたいという相談が時折ある

わけですけれども、やはり持病がない、そして特

に問題がないという人の場合は、この緊急通報シ

ステムの条件に当てはまらないということで、残

念な思いでいる方が多いのですね。 

こういう相談だけできるだけでも本当に安心

して暮らせる、そういう意味では、たくさんのお

声をいただいていてちょっと思ったところは、例

えば持病がなかったとしても、今高齢化率が高く

なってますから、80歳を過ぎた方とか、そういう

方たちが何もないけれども心配だからこの通報シ

ステムをつけたいといったときに、何か条件緩和

をして、例えば個人負担をしっかりとしていただ

くということを前提ですけれども、そんなような

ことを考える必要があるのではないかと、このご

ろ感じるところなのですけれども、その辺につい

てお考えはどうでしょう。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 緊急通報システムの設

置対象者でございますけれども、寝たきりの高齢

者や重度身体障がい者、また心疾患などの持病を

抱え、緊急時に迅速に対応できない高齢者や障が

い者で構成する世帯というふうにしてございま

す。 
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 申請があった場合には、職員が自宅まで出向い

て、心身の状況、御家族の状況、また住まいの状

況など、そういったものをお聞きして、設置の可

否を判断させていただいているところでございま

す。 

 １台当たりの単価が、設置を含めて10万円ぐら

いしますので、全ての高齢者、独居高齢者の世帯

につくのがいいことだとは思うのですが、なかな

かその財政的にも難しいというふうに考えられま

すので、現状の対象者で当面は事業を継続してい

きたいというようなことで考えてございます。 

○佐々木玲子委員 なかなか１世帯当たり10万円

というのは本当に大きいなと、事業費見ても全体

で約600万円近いということで、確かに財政負担

は大きいと思うので、本当に今のお話のとおり受

けとめざるを得ないかなと。 

 そこでひとつ感じるところは、その次の段のふ

れあいほっとコール事業、これがもしかすると、

この不安を抱えている方たちのもう一つの選択肢

になるのかな、そういうふうに思うのですが、こ

のふれあいほっとコールについては、どの程度の

方が利用されているのでしょうか。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 ふれあいほっとコール

事業でございますけれども、高齢者等を介護して

いる家族が安心して暮らせるように、社会的孤独

感の解消、悩み事や福祉などの各種サービス等に

関する相談、助言、関係機関との連絡調整を行う

事業でございまして、週１回電話による訪問を

行って、安否確認とあと各種相談に応じるといっ

た事業でございます。 

 ことしの２月末現在で42世帯が登録をしており

まして、実質稼働が47日間、延べ1,876回の訪問

をしております。 

 この部分、緊急通報システムに該当にならない

方については、週１回ではありますけれども、大

変有効な事業であるというふうに考えてございま

すので、対象にならない方に対しては、こういっ

た事業も勧奨をして、日常の不安の解消を図って

まいりたいというふうに考えてございます。 

○佐々木玲子委員 おっしゃるとおり、このふれ

あいほっとコールをしっかりと活用していただく

ことで、そういう不安を一定程度解消できるのか

なと私も考えますので、ふれあいほっとコールに

ついての周知とか、その辺についてはこれから

も、例えば知らない方もまだまだいらっしゃいま

すし、それにかわるものというふうに受けとめれ

ずに緊急通報がどうしてできないのだ、つけれな

いんだというようなことではなくこういうことも

あってという、市ではいろいろな形で高齢者のた

めの支援をしているのですよというところを、ぜ

ひもっと声高らかに周知をしていったほうがいい

のではないかと思いますので、ぜひ周知について

もしっかりやっていただきたいと思います。 

 次に、67ページの子育てサポート事業について

伺います。 

 まず、この子育てサポート事業が始まって十数

年たつわけですけれども、私が一つ懸念をしてい

るのは、協力会員がなかなかふえていかないとい

うところを伺って、ちょっと心配しているところ

でして、それと今この子育てサポート事業も委託

事業で、実は市民活動センターの中に担当の職員

がいてやっていたものが、私も協力会員なのです

けれども、いつのまにか社協のほうに受付窓口が

移動していたという。そして、今現在は専任の職

員がいないということも伺いまして、ちょっと驚

いております。 

 そういう意味で、この子育てサポート事業の今

現在の状況がちょっと心配なのですけれども、状

況を伺いたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 子育てサポート事業

の状況でございますが、まず会員数につきまして

は、本年の２月末現在の会員数の状況につきまし

ては、依頼会員が210名、協力会員が104名、両方

の会員が20名で、合計で334名の会員がおりま

す。 

 これにつきましては、前年度からの増減で見ま

すと、依頼会員におきましては19名の増、協力会

員では２名の増、それから両方会員では１名の増

となっており、全体では22名の会員がふえている

状況でございます。 

 また、場所、それから職員の配置の関係もござ

いましたが、今現在につきましては、総合福祉セ

ンター内に職員を配置し、委託事業として社会福

祉協議会が実施をしておりますが、平成29年度末

にそれの対応をしておりました臨時の職員が急に

やめたことによりまして、募集はしたのですが、

募集がなかったということで、平成30年度につき

ましては、社会福祉協議会の職員が兼務におい

て、この事業を行っていただいております。 

 ただ、この子育てサポート事業におきまして
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は、センターには代表者とアドバイザーを配置す

ることになっておりまして、今までも代表者につ

きましては、社会福祉協議会の職員が兼務で対応

しており、アドバイザーの部分が臨時職員で対応

をしていただいていたところでございます。 

 また、平成31年度におきましては、臨時職員の

募集をしたところ、募集があったということは聞

いておりますので、31年度当初におきましては専

任の職員が配置されるものというふうに考えてお

ります。 

○佐々木玲子委員 では30年度については、アド

バイザーと代表者というのが兼務でやられていた

ということで、ちょっと大変だったろうなと思い

ますけれども、事業自体には支障は来してなかっ

たというふうに理解をさせていただきます。 

 31年度については、今現在応募者があったとい

うことで、しっかりと対応されていくのだろうな

と理解をしたいと思います。 

 そこで一つ、今回質問した一つのポイントは、

この子育てサポートのセンターが社協の中にある

ということは、以前から私はどうもそぐわないと

いうか、保育に非常に関連の深い事業ですから、

委託先をやはり保育園とか、そういう実際保育に

携わっている事業者に委託をするのが非常に自然

ではないかなと思ってはいるのですが、ことし今

年度からまた民間の保育園もできることですし、

そういうところに併設することで、そのアドバイ

ザーとなる職員になる方も安心して働けるのでは

ないかと。 

 やはりこの１年間応募者がなかったというのは

非常に不思議で、いろいろお仕事したい方はたく

さんいらっしゃいますし、保育に従事していた方

が、ぜひそういう仕事をしたいと思っている方は

いるということは潜在的にわかっておりますの

で、そういうことを考えますと、この事業を保育

に関係するところで委託を受けてもらうというよ

うなことを検討できないものかと思うのですが、

それについてのお考えはいかがでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 この事業のセンター

の場所につきましては、保育園や子育て支援セン

ターなどに置くということもあろうかと思います

が、保育園や子育て支援センターと、この子育て

サポート事業におきましては、サービスの内容や

子供の対象年齢に違いがあることなど、それから

小さい子供がいる保育園やセンターにおいて、小

学生が走り回ることなどがあると危ないというよ

うな声もございまして、現状の福祉センターにお

いて実施してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 子育てサポート事業につきましては、小学生も

対象としておりまして、利用内容の一番は学校へ

の送迎でこの事業を活用しているのが一番多いこ

とにもなっておりますので、そういうような点か

らも現状福祉センターにおいて実施したいという

ふうに考えております。 

○佐々木玲子委員 現状、小学生も対象としてい

るということは私も存じ上げておりますが、子供

が走り回るという今の話はちょっと合点がいきま

せんで、ほとんどサポートする協力会員の方が送

り迎えをしたり、託児をしなければいけないとき

は自宅に連れていくことが、自宅で見る場合が多

くて、そのお子さんたちを預かって走り回ってい

る姿というのは、私はこれまで見た記憶がありま

せん。 

 ただ、そこはこれ以上申し上げませんが、やは

りそういう意味でも、保育所等に併設してあった

からといって、そのような弊害があるとはちょっ

と考えにくいですし、先進地はほとんどが保育

所、そういうようなところに併設されているとい

うのを見てきて、勉強をして、子育てサポート事

業を私が提案をしまして立ち上がったと記憶をし

ているので、これ以上議論はしませんが、ぜひそ

の辺のところをもう少し利用者の方とか協力会員

の方とか、さまざまな方の御意見を伺って、少し

またこれからよりいい子育てサポートができる事

業が実施できるように、研究をしていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 利用している会員等

の意見やニーズ、また協力している会員の意見や

ニーズがさまざまあろうかと思いますので、そこ

ら辺の意見や声を把握しながら、研究してまいり

たいというふうに思います。 

○佐々木玲子委員 ぜひ本当にいろいろな事業も

見直しをかけたり、現況を調べながらいい形で進

めていくことは大事だと思いますので、しっかり

とニーズ把握、またお声を聞きながら、特に協力

会員がなかなかふえないという部分で、その辺の

お声を聞きながら、どうするとしっかりと協力会

員もふやすことができていい事業が運営できる

か、研究をお願いしたいと思います。 
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 次に、病後児保育事業についてお伺いいたしま

す。これは新規ですので、まず事業概要をお知ら

せいただきたいと思います。 

○清杉利明子育て支援課長 病後児保育事業でご

ざいますが、この事業の目的につきましては、児

童が病気の回復期にあって、集団保育や家庭での

保育が困難な場合に、当該児童を適切な処遇が確

保される専門施設、専門の保育室等におきまし

て、一時的に保育する病後児保育事業を実施する

ことによりまして、保護者の子育てと就労の両立

を支援するとともに、児童の健全育成と資質の向

上に寄与することを目的として行う事業でござい

ます。 

 事業の内容の概要でございますが、この事業の

実施する保育園でございますが、私立のいせの里

保育園で、市からの委託事業として実施をするこ

とになっております。 

 また対象者につきましては、市内に在住してい

る１歳半から就学前の児童で、保育認定を受けて

いる園児でございます。 

 利用定員につきましては１日３名。また開設日

につきましては、通常保育と同様に月曜日から土

曜日。利用の条件としましては、病気の回復期に

あり、医療機関による入院治療の必要はないけれ

ども、安静の確保に配慮する必要があり、集団保

育が困難である児童としております。 

 考えられる対象となる疾病につきましては、風

邪や下痢等の日常罹患する疾病。それから感染力

がなくなったと判断される風疹等の伝染性疾患。

それから骨折等の外傷性の疾患が考えられます。 

 また、この事業の利用を予定している方につき

ましては事前の登録と、利用前にはかかりつけの

医療機関にかかっていただいて、医師からの連絡

票を添付していただく予定となっております。 

 また利用料につきましては無料でございます

が、先ほどの医師からの連絡票につきましては、

医療機関におきまして有料となります。ただし、

診療の内容にもよりますが、月１回に限り診療情

報提供料として保険適用となる場合もございま

す。 

 概要につきましては、以上でございます。 

○佐々木玲子委員 ありがとうございます。 

 いろいろと本当に今まで長い間待ち続けられた

病後児保育ですので、本当に皆さん喜ばれており

ます。 

 この中で今１点気になったのが、開設が月曜か

ら土曜まで。確か委託先はいせの里保育園になる

と思うのですが、いせの里保育園は日曜日もたし

か保育を実施するというような要綱があったよう

な気がしたのですが、これ私の見間違いだったで

しょうか。だとすれば、日曜日もできるのかなと

思っていたのですが、それはどうだったでしょう

か。 

○清杉利明子育て支援課長 いせの里保育園にお

きましては、新年度から休日保育も実施いたしま

すが、この休日保育と、この病後児保育では保育

する部屋も専用の部屋で行いますし、職員配置の

関係もございますので、日曜日につきましては 

休日保育だけという形になります。 

○佐々木玲子委員 それは確認できました。いた

し方がないかなと、人員の配置のこともあるの

で。それとあと１点気になるところは、やはり定

員が１日３名というのが、どうしてもいろいろな

はやりものというのは、風疹にしても何にして

も、保育園などは特に一人がなると、次々罹患し

てしまうのですよね。そういうところで多分熟慮

はしたとは思うのですが、オーバーした場合とい

うのは、これはもう利用者さんに遠慮していただ

くしかないのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 定員を上回る場合に

ついては、お断りする場合はあろうかとは思いま

すが、特に感染力はなくなったとはいえ、そうい

う伝染性の疾患で来る場合のお子さんについて

は、特に広いところではなくて、部屋を仕切った

中でいていただくような形になりますので、そう

いう上からも定員をオーバーしてという対応はで

きないかもしれませんが、もし例えばインフルエ

ンザで同じ型であれば、例えば同じ部屋で同じ型

の方で過ごしてもらえる場合があるとすれば、も

しかしたら１名ふやせるとかという、そういうよ

うな対応はできるかもしれませんが、通常として

は３名でというふうに聞いております。 

○佐々木玲子委員 本当にあたたかい答弁で、何

とか本当に働くお母さんたちというのは、今まで

本当に病後児、本当にもう元気で飛んで跳ねてと

いう子供でも登園できないということで、本当に

心配しながら就労しているという話も多いですの

で、いろいろな形で対応をしっかりやっていただ

いて、この病後児保育が皆さんの働くお母さんた

ち、父子家庭もありますから働くお父さん、また
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ひとり親家庭の支援になると思いますので、初め

ての事業ですからいろいろと配慮をしながら、進

捗状況を見守りながら支援していただければと思

います。 

 次に、71ページの健康管理支援事業という項目

がありました。これは保護費の中での事業ですか

ら、本当に重要なことだなと。どうしても病院に

かかる、当然疾病のために働けないゆえに保護を

受給しているという方も多いわけですから、でも

そういう方たちの中には、やはり回復をされて早

く就労につながるということも大事ですので、こ

れの事業として今どのようになっているのか状況

を伺いたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 健康管理支援事業の事

業概要についてでありますが、全国的に見ます

と、生活保護受給世帯は約８割が何らかの疾病に

より医療機関を受診しておりまして、被保護者の

多くは健康上の課題を抱えているにもかかわら

ず、健康に向けた諸活動が低調であると考えられ

るために、被保護者の健康管理に対する支援を医

療や健康増進の面からだけではなく、社会参加も

含めた生活全般について改善するという視点に

立って行われる事業でありまして、2021年１月か

ら義務化されるものであります。 

 この健康支援事業の全体の流れといたしまして

は、①としてレセプト分析、②個別計画策定対象

者の抽出、③個別計画の策定、④保健師等による

指導を含めた健康管理支援の実施、⑤保健師等に

よる指導結果の検証に分かれておりまして、2019

年度は翌年の義務化への準備を進めるため、①の

レセプト分析と、それから②の個別計画策定対象

者の抽出までを行うこととしております。 

 レセプト分析は、医療レセプトが約１万2,000

件ありますけれども、この分析を行いまして、病

状等の把握を行うことといたしまして、その結果

に基づきまして個別計画策定対象者を抽出してま

いります。 

○佐々木玲子委員 本当にこれはもっと早くから

実行されていればよかったのではないかと思うぐ

らい、非常に重要な事業だと思いますので、特に

相当しそうな方たちの抽出をしっかりやっていた

だければなと思います。ぜひこれも、しっかり

やっていただきたいと思う事業でした。 

 次に、同じ71ページに不育症治療助成事業が新

規で上がってまいりました。これは不妊治療費の

助成事業とも関連性もあるので、まず不妊治療費

の助成事業について伺いたいと思いますが、始

まった当初からいいますと、予算も増額しており

まして、多分治療、助成内容も変わってきたかと

思いますので、今現在のいろいろな事業内容をお

伺いしたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 不妊治療助成事業につ

いてでございますけれども、特定不妊治療や保険

が適用されない不妊治療を受けている方に対しま

して、その治療費の一部を助成して経済的負担の

軽減を図る事業でございます。 

 この事業につきましては、平成17年度から実施

されている事業でございます。ここ直近の５カ年

の実績で申しますと、平成25年が21件、平成26年

が17件、平成27年が15件、平成28年が30件、平成

29年が27件の利用となっております。 

 平成27年から28年度に向けて、増加している部

分がございますが、これにつきましては、制度の

改正によるものでございまして、１年度当たり５

万円を限度ということで助成していたものを、回

数は制限がないのですけれども、１回当たり５万

円ということで負担軽減の充実を図ったというこ

とで、件数がふえているものでございます。 

 また、この不妊治療助成事業につきましては、

平成31年度より特定不妊治療に要した費用に対し

まして、１回につき今お話ししたように５万円を

限度に助成しておりましたけれども、10万円を限

度として助成の拡大を図りまして、さらなる経済

負担と診療に取り組みやすい環境というのを図っ

ていきたいと考えております。 

○佐々木玲子委員 本当に今課長から答弁があっ

たように、15件から30件に、倍にふえたときとい

うのが助成額がアップしたということで、本当に

喜ばれているのだろうなと思っております。 

 そこで、この不妊治療を受けてもなかなか出産

に至らない方というのが問題になっておりまし

て、それがどうしてなのかというのが、この不育

症という、そういうものがわかったということ

で、今回当市としても不育症の治療助成事業が新

規で上げられたということが本当に喜ばしいこと

だと思います。 

 それで、この不育症の治療助成事業の概要を、

まず新規ですのでお伺いしたいと思います。 

○武田浩一健康推進課長 不育症治療助成事業に

ついてでございますけれども、新規事業となりま
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す。 

 不育症に関する治療や検査を受けている方の経

済的負担を軽減ということで、不育症治療助成事

業を実施するものでございます。 

 不育症の因子を特定するための検査と、検査結

果に基づく治療が対象となるものでございます。 

 対象となる方につきましては、２回以上の流

産、死産、あるいは早期新生児死亡の既往がある

方で、北海道の不育症治療費助成事業により助成

の決定を受けた方ということになります。これに

ついては、北海道の助成事業と連動した形という

ことで考えております。 

 検査治療に要した費用につきましては、１回検

査治療につき10万円までの助成ということで考え

ている事業でございます。 

○佐々木玲子委員 そうしましたら、例えば今

ちょっと聞いていて一つ思ったところは、当市と

しては北海道で実施している不妊治療の事業以外

に独自で助成している部分もあると思うのです

が、それについてはこの不育症の治療との関係性

とかは調べてみているのでしょうか、必要がある

かどうかという点で。 

○武田浩一健康推進課長 今の質問は不妊治療の

単独事業ということで、それは一般の不妊治療と

いう助成は市で単独でやっているのですけれど

も、北海道はやっていない事業でございます。 

 あくまで不育症治療ということなので、それに

関しましては北海道の助成を受けた方が対象とい

うことで考えております。 

○佐々木玲子委員 それで今私お聞きしたかった

のは、うちが単独でやっている不妊治療をされて

いる方というのが、不育症との関連性がもしある

としたら、北海道の指定を受けてない方はそこで

浮いてしまうことになるなと。せっかくの不育症

治療の助成事業なのですが、その方たちが取り残

されてしまうなと思ったので、その辺の関連性は

どうなのかなというところをお伺いしたかったの

ですが、どうでしょうか。 

○武田浩一健康推進課長 その辺の関連性につき

ましては、今ちょっと手元に資料がありませんけ

れども、現在今回の助成事業につきましては、あ

くまでもまずは北海道の対象の事業ということで

考えさせていただいております。 

○佐々木玲子委員 承知いたしました。そこで今

私申し上げたところはちょっと研究をしていただ

ければなと思ったものですから、調査だけでもし

ていただければと思います。 

 もしそれが該当しないとか、今うちが単独で

やっている不妊治療に関しては、不育症との関連

性がないというのであれば安心なのですけれど

も、あるとしたらちょっと取り残される方が出て

しまうなというので心配したものですから、調査

をしていただければと思います。よろしくお願い

いたします。 

 次に、73ページの30代ファスト健康診査事業、

これもまた新規事業ですので、まず概要を伺いた

いと思います。 

○永森浩子健康推進課参事 30代ファスト健康診

査事業です。新規の事業となります。この事業は

30代の若い世代に手軽に健診を受けてもらうこと

で、自分の健康状態を知り、早目の生活習慣改善

に取り組むことで、壮年期の病気の予防を目的と

いたします。 

 また、早い段階から健診に関心を持っていただ

くことで、40歳からの特定健診の受診にもつなげ

ていこうとするものです。 

 検査項目等は特定健診に似たものなのですけれ

ども、問診、身長、体重、血圧測定、尿検査、血

液検査で、診察ですとか腹位測定を実施しないの

で、ちょっと安く手軽に短時間で終了するという

ところも一工夫したところであります。 

○佐々木玲子委員 まずは気軽に健診に参加して

いただくための年代を引き下げて、少しでも健診

を受ける方をふやしたいというのが目的というこ

とで、非常にいいことだなと思います。やはり皆

さん忙しい中で、行きたくても行けない方もい

らっしゃるでしょうから、今言ったように少し内

容を少なくして短時間で終わるというのであれ

ば、気楽に来てもらえる可能性もありますから、

ぜひこの事業も、がん検診がなかなかふえていか

ない中で、少しでも生活習慣病等そういうものが

抑制できれば、皆さんの健康が維持できていける

と思うので、頑張っていただきたいなと思いま

す。 

 周知のほう、ぜひこれもファストというと、言

葉がちょっとぴんと来ないので、これ周知の仕方

にちょっと工夫がいるのかなというか、いろいろ

な形で周知というのはされていくだろうと思うの

ですけれども、特にファストという言葉をどうす

るかとか、何か考えていることはありますか。 
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○永森浩子健康推進課参事 ファストという意味

なのですけれども、手軽にという意味です。早く

終わる健診とかではなく、また30代で早く受ける

という意味ではなく、手軽に受けられるという意

味のファストでつけたものです。その辺ちょっと

わかりにくい部分もありますので、ぜひ周知する

ときに何か工夫をして周知してまいりたいと思い

ます。 

○佐々木玲子委員 本当に割と皆さん言葉がわか

らなくて戸惑ったりとか、せっかくこちらがいろ

いろな思いでやっても伝わらないと、結果として

はつながらないので、ぜひこのファストというの

が手軽なのだということを強調して、ぜひ周知し

て、一人でも多く健診に参加していただけるよう

に頑張っていただきたいと思います。 

 最後になります。 

 これも新規事業ですので、75ページの５歳児健

康相談事業、まず事業の概要をお伺いしたいと思

います。 

○永森浩子健康推進課参事 ５歳児健康相談事業

です。新規事業となります。 

 この事業については、大きな集団となる学校生

活に向け、子供が現在保育園、幼稚園等で集団生

活を十分に楽しめているか、困っていることはな

いかなど、日々の様子を振りかえる機会とするも

のです。 

 親が子供の得意なところや苦手なところに気づ

いてかかわり方を考えたり、子供が安心して生活

を送り、就学に備えるということを目的としてお

ります。 

 対象は平成31年度の年中児約230名、現時点で

230名で、まずアンケートを実施をして、５歳児

健康相談日に必要時来所していただき、相談を実

施する予定となっております。年４回の実施を考

えております。 

 本事業の関係スタッフとして、保健センターの

保健師及び子ども発達支援センターの保育士、ほ

か日ごろから病院で子供の発達支援に携わってい

らっしゃいます美幌療育病院の専門職の先生に御

依頼をして、相談に加わっていただこうという予

定になっております。 

○佐々木玲子委員 よくわかりました。 

 本当に対象者の方にまずアンケートからという

のがやはりいいのだろうなと。いろいろな子供さ

んの様子に親として不安を抱えていたり、今情報

が非常にたくさん得られますので、我が子がもし

かしたらそうかもしれない、だけれども受け入れ

たくない、だけれどもでもやっぱりどうしたらい

いのだろうと。専門の先生も近くにいないし、人

には話しにくいし、そうなると、このアンケート

にしっかりとそういう思いが反映ができれば、一

つ前進するなと、お母さんたちの思いというもの

が。 

 それで、アンケート調査も年４回やるというこ

となのだろうと思うのですが、４回あれば結構い

ろいろな形で、１回、２回漏れていても、どこか

で拾われていくだろうなと。そして初めてアン

ケートを出された方とかの感想などもきっと広

がっていくでしょうから、そういう点でこのやり

方というのが本当にいいことだなと。 

 それと、この５歳児健康相談というのは、いわ

ゆる発達障がい等のお子さんを発見するための一

つの手法だということで、以前から私は何とか５

歳児健診ということ言ってまいりましたけれど

も、専門のお医者さんが道内には一人しかいらっ

しゃらないと私は認識しておりました。なので医

師の確保が難しいということで、健康相談事業と

いう形で今取り組むことになったことは、本当に

そういう問題を抱えているお母さんたちとしては

朗報だと思いますので、これのまずはアンケート

をやるにしても、例えば保育園とか幼稚園の対応

とか、さまざま出てくると思うのですけれども、

その辺はどのように流れていくようになるので

しょうか。 

○永森浩子健康推進課参事 保育園と幼稚園等の

連携なのですけれども、集団の様子などふだんの

様子を記入していただいたり、時には出向いて見

に行かせていただいたり、そんなことも今考えて

おります。 

 あと今議員がおっしゃったように、発達障がい

の早期発見、早期支援というのももちろんなので

すけれども、これは切れ目のない子育ての支援の

一環として、この相談を実施するということもつ

け加えたいと思います。 

○佐々木玲子委員 本当に５歳児健康相談がその

ような形で、大事な幼児期の子供さんの不安を抱

えている方、そのまた問題を把握するための大事

な事業となると思いますので、しっかりと皆さん

に周知図りながら、活用していただけるように

いっていただきたいと思いますので、よろしくお
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願いいたします。 

 私のほうから、以上で終わらせていただきま

す。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩いたしま

す。 

午後４時13分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時23分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質疑を続行します。 

 金兵委員。 

○金兵智則委員 それでは、質問をさせていただ

きます。 

 まずは65ページです。高齢者生活総合支援事業

です。 

 端的に聞いていきたいと思います。 

 この事業、この体制になって、この形になって

３年目だというふうに思っていたのですが、まず

それで間違いがなかったか、確認したいと思いま

す。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 委員お見込みのとお

り、３年が経過した事業でございます。 

○金兵智則委員 この事業ですね、対象の方の基

準がいろいろ変わって、たしか最初のここ２年間

は予算額が減っていた中で、３年目にして増加し

てきたというところは、人数の増加なのかなと思

うのですけれども、この予算の増加の理由につい

て、まずお伺いしたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 予算の増額につきまし

ては、対象者がふえたことによるものでございま

す。 

○金兵智則委員 高齢者の方がふえてきていると

いうところなのかなというふうに思いますけれど

も、これがいろいろと使えるところが広くなって

というところがあります。 

 ちょっとどれぐらいを見込んでの予算立てなの

かというところもあると思うので、どれぐらい使

われているのか、どれぐらい発行、配布をして、

どれぐらい使われているのか、大まかで構いませ

んので御説明お願いします。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 平成30年度の実績でご

ざいますけれども、対象者が8,554人いて、その

うち該当になった方が3,667名、そのうち交付し

ている方が3,290名、交付率は89.72％といった状

況でございます。 

○金兵智則委員 89.72％、約90％近くの方に配

布はされているという御答弁でありましたけれど

も、その中でどういったことに使われているの

か、それについてまた御質問したいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 ２月末現在の状況でご

ざいますけれども、社会参加、これはバス、タク

シーの乗車料でありますけれども、使用された金

額のうちの92.43％がバス、タクシー、そして学

習機会の確保といったことで施設への入館料が

0.04％、健康増進といったことでコミセンなどの

体育施設ですとか、そういった部分の施設使用料

が2.84％、入浴が4.23％、そして生活支援といっ

たことで買い物が0.19％、除雪が0.27％といった

ことでございまして、使用分の92.43％がバスや

タクシー、そして7.57％が制度改正により利用範

囲を拡大した体育館施設の入館料、体育施設やコ

ミュニティセンターの施設利用料、入浴介護や除

雪に使用されているという状況でございます。 

○金兵智則委員 それでも若干新たな展開のほう

がふえてきているのではないかなと。バス、タク

シーたしか95％とかあったところが、それでもふ

えてきているのかなというふうに思いますけれど

も、担当課の考え、今後どうしていくのか、その

辺についてお伺いしたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 ２月末現在の数値でご

ざいますので、最終的にどの程度の使用状況にな

るのか、現段階ではちょっとわからないのです

が、３年が経過して少しずつ乗車料以外の部分で

利用がふえてきている、徐々に利用範囲の拡大が

浸透してきたなという考えを持っております。 

 事業の見直しから３年が経過といったことで、

今後31年度以降の利用状況を注視しながら、なる

べく利用しやすいような形の中で、そういった部

分も視野に入れながら、今後も利用状況を注視し

ていきたいというふうに考えてございます。 

○金兵智則委員 ３年一区切りではないと思いま

すけれども、３年続けてみてどうしていくのかと

いうのを、来年度のこの予算はしっかりと見てい

かなければいけないのかなというふうに思います

ので、よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、健康診査事業関係についてお伺い

をさせていただきます。 

 まず、健康診査事業各種もろもろありますけれ

ども、大きく予算額がふえているところで胃がん
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リスク検診事業、これが対象者がふえたからだと

いうふうに思いますけれども、どの程度を見込ま

れての予算編成なのか、まずお伺いしたいという

ふうに思います。 

○永森浩子健康推進課参事 胃がんリスク検診な

のですけれども、こちらは今まで中学生を対象に

行っていた事業に、新たに30歳以上の市民で偶数

年齢になる方で検査を受けたことがない人という

ことで、ミニドック検診に合わせて検査を実施す

るものです。 

 見込みとしては、平成29年度の胃がん検診受診

数が約1,400名であることから、偶数年齢が対象

となり、そのうち３割の200名程度を見込んでお

ります。 

○金兵智則委員 30代以上で約200名、中学生の

部分に関しては多分大きく変わってはいないのだ

ろうなというふうに思います。 

 これのお知らせ方法などはどのように考えてい

るのか、お伺いしたいというふうに思います。 

○永森浩子健康推進課参事 ミニドック検診と同

じ日に行う予定ですので、いつも広報ですとか、

ホームページですとか、みんなの健康という全戸

配布のカレンダーですとか、あらゆるところでミ

ニドック検診やがん検診などとも一緒にＰＲをし

て、がん検診の受診率も一緒に上がるといいなと

いうふうに思っております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

 ちなみに、先ほど30代ファスト健康診査の件の

質問がされてましたけれども、これの周知方法も

それと同様というふうに考えてよろしかったで

しょうか。 

○永森浩子健康推進課参事 こちらもミニドック

検診と同じ日に設定して行いますので、先ほど

言った周知方法で周知してまいりたいと思いま

す。 

○金兵智則委員 30代ファスト健康診査というこ

とで、よくファストフードを食べる私どもの年齢

的にはよく耳慣れた言葉ですので、このままの名

前で私はいいかなというふうに思いますので、こ

のままの形で積極的な周知をしていただけたらな

というふうに思います。 

 それと健康診査でもう１点なのですけれども、

昨年まであったレディース健診というのがなく

なって、骨粗しょう症検診というふうに名前が変

わったというふうな形になるのかなというのは、

主要事業調書のところに骨粗しょう症検診が継続

という形になっていたので、そういう理解なのか

なというふうに思ったのですが、それでよかった

でしょうか。 

○永森浩子健康推進課参事 こちらはレディース

健診、長年平成７年より実施していたのですが、

年々受診者が低迷しているということで、今年度

でこの事業を廃止し、若年層向けの健診を取り入

れるということで、先ほど言いました30代ファス

ト健診、胃がんリスク検診、それと骨粗しょう症

検診、こちらはレディース健診の中に今まで入っ

ていた項目なので、こちらを残すということで継

続というふうになっているかと思います。こちら

は婦人科検診とドッキングして行う予定になって

おります。 

○金兵智則委員 レディース健診のほうに骨粗

しょう症であったりとか、それも含まれていたの

で継続という形になっているのだなというふうに

思いましたけれども、この辺も多分全て周知方法

は多分一緒になってくるというふうに思います。 

 若い世代、僕が若いとは言いませんけれども、

なかなか健診に関心が持てない世代であります。

40を超えてくると、急にちょっとずつ持ってくる

のですけれども、20代、30代というのは、ちょっ

とまだ大丈夫だよというふうに思ってしまう世代

なので、その辺の周知方法、いろいろと考えてい

るとは思いますけれども、少しでも関心が持って

いただけるような形をとっていただけたらなとい

うふうに思います。 

 続きまして、感染症予防についてお伺いをいた

します。 

 感染症予防対策事業、こちらも大きくまずこの

事業で予算が変動しているところが、麻しん・風

しんが増加、成人用肺炎球菌が減額、日本脳炎が

増加という形になっているのですけれども、ほか

は余り大きく変わってないのですけれども、この

３点大きく変わっているところでございますの

で、御説明をお願いいたします。 

○永森浩子健康推進課参事 まず日本脳炎の予防

接種ですが、こちら拡充になっております。こち

らは平成28年から北海道における予防接種の勧奨

スケジュールに基づいて、今行われているところ

なのですけれども、来年度新たに11歳と12歳が優

先接種対象者になるということで、920名を見込

んで拡充で、その分の予算が増額になっておりま
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す。 

 次に麻しん・風しん予防接種の拡充なのですけ

れども、こちらはこれまで定期予防接種として１

期１歳から２歳、２期年長児を現在やっていると

ころなのですけれども、今国で平成30年７月以降

に関東地方のほうで、30代から50代の男性を中心

に風しん患者数が増加しているということで、緊

急対策ということで予防接種法の改正などによ

り、抗体検査と予防接種、30代から50代の方の抗

体検査と予防接種が第５期の定期予防接種として

行われることになりました。 

 対象は、昭和37年４月２日から昭和54年４月１

日までに生まれた男性が対象となります。これは

３年間の限りのもので、こちら順次準備ができ次

第、個別案内等で御案内していく予定となってお

ります。こちらの分が拡充になっております。 

 成人用肺炎球菌予防接種、こちらは減額になっ

ております。こちらは、肺炎球菌感染症の定期予

防接種なのですけれども、平成26年10月より原則

65歳の方を対象として実施されていまして、その

後平成26年時点で既に65歳を超えていた方も予防

接種を受けることができるように、平成30年度ま

で５年間を経過措置として、65歳から５歳刻みで

100歳までとなる日の属する年度の初日から当該

年度の末日までに当たる方を対象に、今年度まで

定期接種を今実施しているところです。 

 来年度からまた５年間、引き続き65歳から５歳

刻みで100歳までとプラス100歳以上となる方を対

象にもう１クール接種対象として上げられてくる

ということで、今まで受けた人がもう１クール受

けられるということですから、対象人数の半分ぐ

らいになるという予想で減額となっております。 

○金兵智則委員 詳しい御説明でした。 

 まず、日本脳炎につきましては、11歳、12歳が

新たに対象に加わる、その分の増加だということ

です。成人用肺炎球菌に関しては、２クール目な

ので対象の半分ぐらいが受けていないので、その

半分ぐらいの方が受けるのではないかということ

だと理解をします。 

 麻しん・風しんに関しては、先ほどの期間の男

性の方の分が約800万円ですかね、の増加分とい

うことで理解をさせていただいて、その方々には

個別に配付をされるということで理解をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 感染症予防ですけれども、もう１点、インフル

エンザの予防接種です。まずこどもインフルエン

ザは対象が拡大をされたということですので、予

算額が増額になったのかなというふうに思います

けれども、それの確認が１点と、高齢者はふえて

いくはずなので、高齢者のほうの予算額が減るの

はちょっとおかしいかなというふうに思うのです

が、その減額の理由についてお伺いしたいと思い

ます。 

○永森浩子健康推進課参事 まずこどもインフル

エンザのほうなのですけれども、こちらは拡充に

なっております。現在１歳以上から15歳まで、中

学３年生までを対象にインフルエンザの無料接種

を行っています。 

 この無料予防接種の対象者を平成31年度より大

学受験を控えた18歳、高校生までを拡大するとい

うものになっております。その高校生の分が増額

というふうになっております。パーセントで言う

と対象者の75％で算出しております。 

 次に、高齢者インフルエンザ予防接種ですが、

こちらは予算の減額につきまして、例年6,000人

程度接種者を見込んでいましたが、実績では

5,500人弱を現在推移しております。今年度は実

績に基づいた人数で積算したため、200万円ほど

減っております。見込みとしては5,700人ぐらい

を見込んでおります。 

 以上です。 

○金兵智則委員 子供のほうは対象がふえたので

ということで、やっぱり間違いがなかったのかな

と。高齢者のほうは、であるならば今まで6,000

人を見込んでいたけれども300人分ですかね、

5,700人というふうに言ってたかなと思うので、

300人分減らしたので予算が減ったということな

のだと思います。 

 今年度30年度の接種率、子供、高齢者はわかる

かどうかわからないですけれども、接種率、もし

わかればそれぞれお伺いしたいというふうに思い

ます。 

○永森浩子健康推進課参事 まず子供のインフル

エンザのほうなのですけれども、こちらは12月ま

でですので接種率が固まっております。平成30年

度、今年度は68.9％でした。幼児が77％、小学生

が70.4％、中学生が52.7％という結果でした。た

だ昨年度と比べると、昨年度は68.1％でしたの

で、ちょっと上昇したというところです。 

 高齢者インフルエンザのほうは、まだ３月いっ
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ぱいの期間やってますので、１月末までですが、

49.3％になっております。昨年は46％、一昨年は

48.8％で、横ばいな感じで推移しております。 

○金兵智則委員 高齢者が今のところ49.3％、子

供さんが68.9％ということでありました。 

 子供のインフルエンザの予防接種については、

７割を超えるのがいいというふうに言われてます

けれども、それにしても、ことし網走市のインフ

ルエンザのはやり加減といえばいいのでしょう

か、余りはやらなかったなと。 

 ほか全国的に北海道がどんどん、どんどん警報

が出てくる中、注意報でとどまっている期間は網

走は長かったなというふうに思いますけれども、

高齢者の方々は大体例年5,500人程度の接種の

数、ちょっと率的にはまずこの辺なのだと、40、

50％切るぐらいなのだというふうに思います。 

 子供たちが７割は行ってないのですけれども、

ちょっとはやらなかったなと。いいことですけれ

ども、はやらなかったなというふうな印象がある

のですけれども、担当課としてはどのように感じ

ているのか、お考えをお伺いしたいというふうに

思います。 

○永森浩子健康推進課参事 ことしのインフルエ

ンザの罹患率、網走保健所管内の罹患率が全国、

全道と比べてもやや低かったように統計上見ても

思いました。注意報レベルは超えていて、１月末

には警報レベルもあったのですが、去年から比べ

ると、網走保健所管内は全体的に少なかったとい

うふうなところかなというふうに思います。 

 学年、学級閉鎖も昨年に比べて少ない状況でし

た。 

○金兵智則委員 全体で子供に関しては68.9％、

小学校で７割を超えているというところが、少な

い要因だったのかなというふうに思いますけれど

も、高齢者についてはこれぐらいの、予算額を減

らして妥当なところに落ちつかせても、罹患が余

りはやらなかったという実績もあるので、下げた

ということで理解をさせていただきたいと思いま

す。ただ、やはりこれに、せっかくいい流れで来

てますので、接種率を上げていただく努力をさら

にしていただきたい。 

 また、高校生が新たに加わりますので、その辺

の接種率を上げるための方法、高校生も含めた感

じでどのように考えているのかお伺いしたいとい

うふうに思います。 

○永森浩子健康推進課参事 先ほども申しました

が、高校生に関しては大学受験を控えた大事な時

期でもありますし、接種率はどのぐらい行くか、

初年度ですのでわかりませんが、できるだけ周知

のほうは工夫して行っていきたいなというふうに

思っております。 

○金兵智則委員 ぜひともやっていただきたい。 

 中学生が実は52.7％ということで、低いなとい

うふうに思います。もし学年別で押さえていれ

ば、３年生が高かったりということもするのかな

と思いますけれども、学年別で押さえていたり

は、今のところしてないと思いますので、今後そ

こも押さえた上でやっていっていただきたいなと

いうふうに思います。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 続きまして、指定ごみ袋管理事業についてお伺

いします。 

 この指定ごみ袋管理事業、ごみ袋をつくって管

理するための予算なのかなというふうに思います

けれども、この予算の中身、どのような内容なの

か、お伺いしたいというふうに思います。 

○近藤賢生活環境課長 指定ごみ袋管理事業の中

身でございますが、事業の内容としましては、皆

さんが家庭ごみを出すときに使う有料袋の作成費

用、そして有料袋をつくって保管しておく倉庫が

ございますが、そちらの倉庫での預かりの保管改

装費用、そして各店舗、市内のお店で販売をして

いただきますが、そちらに対しましては取り扱い

手数料を予算計上しております。 

○金兵智則委員 作成をして、保管をして、売っ

てくれているところに手数料を払うと。なので、

手数料的には多分大きく年度で変わったりはしな

いのではないかなというふうに思うのですけれど

も、実はこれ、指定袋管理事業が昨年と全く同額

な予算なのです。まず、概算で構わないのですけ

れども、どれぐらいの量の袋をつくる予定に31年

度はなっているのか、30年度はどれぐらいつくっ

たのかというのもわかれば、お示しいただければ

と思います。 

○近藤賢生活環境課長 袋の作成、枚数の関係で

ございますが、30年度に関しましては、作成枚数

としまして、袋の種類はたくさんあるのですが合

計で枚数としましては347万枚程度を作成してお

ります。 

 そして31年度の予算の積算内容としましては、
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264万枚程度の枚数の袋をつくる予定としており

ます。 

 なお、予算額同額としておりますのは、袋の作

成費用に関しましては、年々入札では行っている

のですが、労務単価の上昇や原材料費の高騰など

で年々値上がりになっている状況がございます。 

 また袋の作成枚数を減らすとなれば、交付する

枚数も下がる。そして、交付する枚数が下がると

いうことで販売の委託料が下がる。そして、作成

枚数が下がると保管配送、倉庫での保管配送費用

も若干下がるということで、合わせて前年と同額

の予算額とはしておりますが、内容としましては

袋の作成枚数は下がって、枚数は少なくなってい

る中身となっております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

 30年度と31年、予算額は一緒ですけれども、１

枚ずつ、全部合算ですので大体での話になります

けれども、１枚単価が上がるということなのだと

いうふうに思います。 

 実はこれをお伺いしたのは、指定ごみ袋収集手

数料が30年度の予算と31年度、来年度の予算を比

べると2,300万円ぐらい収入が減っていたのです

よね。なので、多分売れた金額が収入になってく

ると思うので、同じだけつくって売れなかった

ら、いっぱい在庫になってしまうのではないかな

という心配があったものですから聞きました。 

 先ほども答弁ちょっとあったのかもしれないの

ですけれども、売れる枚数が減るということでも

あっても、つくる枚数も減るので在庫の量はふえ

ないという理解でよかったでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 袋の在庫の関係でござい

ますが、原則として３カ月分の市民が使う量を常

に保管するという形で作成しております。 

 また、年度末の残りの状況を見ながら、新たな

予算での作成枚数を決めておりますので、枚数に

関しては適正に管理していると考えております。 

○金兵智則委員 であればよかったです。わかり

ました。 

 せっかく今指定ごみ袋の収集手数料の話をさせ

てもらったので、その下、し尿処理手数料につい

てお伺いをさせていただきます。21ページの話を

させていただいております。 

 このし尿処理手数料なのですけれども、若干ふ

えているのです、昨年度の予算額と比べると。何

でふえていくのかなという、ちょっと疑問があっ

たものですから、お伺いしたいというふうに思い

ます。 

○近藤賢生活環境課長 し尿処理手数理、若干ふ

えている点でございますが、一応前年度のし尿処

理件数から歳入を算出しているので、若干ふえた

形で計上しております。 

○金兵智則委員 であれば件数がふえたとか、そ

ういうわけではなくて、決算からではなかったの

で、30年度の予算と31年度の予算を比べさせても

らったので、何かふえたものがあったのかなとい

うふうに思ったのですが、そういうわけではない

ということでよかったですか。 

○近藤賢生活環境課長 30年度の状況なので、し

尿処理の件数といいますか、し尿処理量に応じて

変わってきますので、年々微妙には変化するもの

でございますが、30年度の状況を見て31年度の予

算を計上しているところです。 

○金兵智則委員 では、し尿処理を行っている件

数は何件あるのですか。処理というか収集、水洗

になってなくて集めなければいけない件数という

のは何件ございますか。 

○近藤賢生活環境課長 し尿処理をしている世帯

でございますが、水洗化区域の中でのし尿処理世

帯が271世帯、水洗化区域外の世帯では170世帯の

し尿処理があります。そのほか、これは世帯につ

いては家庭とあと事業所の固定されたトイレのこ

とになりますが、そのほかにもイベントで使う仮

設トイレのし尿処理もございますので、イベント

で使う仮設トイレの件数がふえたりすると、件数

も上がることもございます。 

○金兵智則委員 では、その辺が全てし尿処理手

数料という形で、ここに計上されるということで

よかったでしょうか。 

 もう一つ、し尿処理施設負担金収入というのも

収入のほうにはあったものですから、その辺がど

ういうことになっているのか、そこもお伺いした

いなというふうに思います。 

○近藤賢生活環境課長 し尿処理手数料につきま

しては、全てのくみ取りの手数料になります。 

 そしてもう一つの大空町施設利用負担金でござ

いますが、こちらにつきましては二見ヶ岡のク

リーンセンターというし尿処理施設がございま

す。こちらの施設に関しましては、大空町との共

同利用となっておりまして、し尿を搬入した割合

で網走市の負担分、大空町の負担分という形で、
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利用負担金を大空町さんからいただいているとこ

ろとなっております。 

○金兵智則委員 そうしたら、このし尿処理施設

負担金の収入のほうは、その割合が変われば金額

も毎年変わるというような理解でよかったです

か。 

○近藤賢生活環境課長 こちらにつきましては、

大空町と網走市のし尿が入るわけですが、その30

年度の実績を見まして、大空町が何割、網走市が

何割という形で計算をしまして、大空町に対して

負担金の通知をしているところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。理解をさせてい

ただきます。 

 あと、水洗化区域内で271世帯のし尿の処理を

行っていると。案外多いなというふうな印象を

持っているのですけれども、この辺は今後処理を

しなくてもいいというか、水洗化にしていくとい

うような、お考え的にはどういう考えを持ってい

るのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 水洗化区域、下水道処理

がされている区域には、現在戸数１万7,273世帯

が、こちらの数字が29年度末でございますが、そ

のうちの271世帯として、約1.5％が下水道の区域

の中でし尿処理を行っている状況となっておりま

す。 

 なお、下水道に切りかえる普及事業につきまし

ては、下水道課のほうで所管をしていることとな

りますので、そちらの下水道課のほうと協議をし

たいと考えております。 

○金兵智則委員 そうしたら担当課、生活環境課

のほうではし尿の処理をやっていて、その辺をど

うこうしていくのは水道、下水道課のほうの考え

方というような答弁だったのかなというふうに思

いますので、そこについては、ではそのときにま

た伺ってみたいなというふうに思いますが、いか

がですか。 

○佐々木浩司水道部長 ただいまの下水道区域内

の未水洗化の部分ですが、下水道課のほうとして

も定期的に未水洗化の家庭には、家庭訪問等行っ

て下水道のほうに接続するような形で依頼をして

いる状況ですが、なかなか家屋が老朽化している

ですとか、住まわれている方がもう高齢の方で資

金的な問題ですとか、その辺ございまして、なか

なか水洗化されてないような状況ですけれども、

今後ともそういう活動のほうをさせていただい

て、１軒でも多く水洗化のほうお願いしたい形

で、これからも行動をとっていきたいと思ってお

ります。 

○金兵智則委員 済みません、ありがとうござい

ます。 

 せっかくですので、最後に１個だけ聞かせてい

ただいても。 

 まず、し尿処理をすると収入とかがあるのです

けれども、それを全てひっくるめてもやはり水洗

化にしていただいたほうがいいので、そういう活

動をされているという理解でよかったでしょう

か。水洗化のほうに行きませんかということを進

めているという理解でよかったですか。 

○佐々木浩司水道部長 下水道の衛生的な面です

とか、そういう環境面ですとか、そういうのも考

えて水洗化のほうをお願いしているような状況で

ございます。 

 資金的には個人の水洗化ですので、個人に御負

担がかかるということですけれども、そういう衛

生面ですとか、そういう生活の向上面ですとか、

そういうのを勘案してお願いしているという状況

でございます。 

○金兵智則委員 終わります。 

○井戸達也委員長 次、栗田委員。 

○栗田政男委員 時間も押してますので、端的に

質問したいと思います。 

 医療、開業医の支援事業が新設されたというこ

とは、非常に質疑の中にもたくさん出てました

が、少し光が見えたのかなという気がしますが、

何分にもこれから新規に始まる事業ですから、こ

れからの成果に期待するところなのですが、ひと

つこの当市において、私も病院にしょっちゅう

行っているのですが、最近やはり大きな病院、特

に手術を必要とするような病院のドクター不足と

いうのが非常に感じるのですね。 

 例えば、当市に脳神経外科ができて大分年数も

たつのですが、もちろんいろいろな補助もしなが

ら、当市の基幹病院としての大切な位置づけがあ

るのですが、最近は手術がなかなかできない状況

にあるようなお話も聞いたりします。 

 厚生病院のほうも整形外科のほうでは、出張医

による対応を余儀なくされているというような状

況も踏まえた中で、まず原課として、緊急で受け

入れもしている病院も含めたそういう施設の今の

ドクターの現況というのを、まず教えていただけ
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ればと思います。 

○武田浩一健康推進課長 医師の現況ということ

でございますけれども、状況的には少子高齢化で

すとか、人口、都市部への集中など、地域医療を

取り巻く環境が今まで以上に大きく変化している

という中で、医師を初めとしまして医療従事者の

地域偏在ですとか、専門医の不足が著しくて、医

療体制の維持につきましては厳しい状況にあると

いう現実があるかと思います。 

 特にこの原因につきましては、平成16年の医師

インターン制度の改正以降、大学病院から医師派

遣が困難な状況となって、地域医療体制の存続に

大きく影響をしているという事実がございます。 

 そんな中で、北海道等も国もそうなのですけれ

ども、地域医療を担う医師の養成ですとか、地域

への定着を促進するため国の緊急医師確保対策等

によりまして、道内の医育大学の定員増ですと

か、北海道医師養成確保就学資金による地域枠制

度の医師対策の推進に、一体となって取り組んで

いく必要があるのではないかというふうには考え

ております。 

 また、地域の自治体病院への医師の確保、派遣

につきましては、やっぱり大学病院の医局の考え

方が大きいということがございます。市長みずか

ら大学医局を訪問して、地域の実情を訴え理解を

いただくように取り組みを進めているような状況

でございます。 

○栗田政男委員 環境を整えていくというのはよ

くわかるのですけれども、現状として、では道内

に限定する必要もないのでしょうけれども、日本

全体でドクターというのは完全に不足して、地方

まで回ってこれないような、今現状なのでしょう

かね。 

○武田浩一健康推進課長 都市部には医師はいる

という状況、やっぱり地方にはなかなか来たがら

ない状況があるというふうには伺っております。 

○栗田政男委員 手術等を専門にするドクターと

いうのは、やはり大きな病院というか大学系の病

院だったり、手術の症例数の多いところですよ

ね。北海道の場合だとやっぱり当然のごとく札幌

に集中していますね。それぞれの専門の得意とす

る分野で、そこに行くとすばやい手術だとか。た

だ、そこの手術の状態もなかなか今過密状態です

から、順番待ちをしているというのが、手術の予

約がとれないというのが今現状だと思うのです

が、開業医さんというのは、ある程度のキャリア

を積んだ方が町医者さんというか、言い方が

ちょっと悪くてごめんなさい。町場の赤ひげ医者

みたいな感じで、地域に根差した治療をしてもら

うのが目的だと思うのですね。 

 ドクターというのはやっぱり症例数で、職人さ

んですから、数ということであったら、そういう

環境の整ったところで修行を積んで、場合によっ

ては、だから行ったり来たりをしながらというこ

とになろうかと思うのです、当然。 

 当市においても、そういう環境でしばらく対応

していかなくてはいけないでしょうし、ではどう

いうことが起きるかというと、やはり来てもらう

先生方に当市の来やすい環境を整えなくてはいけ

ないというふうに思うのです。ただ単純に来てく

ださい、大学にお願いして、網走に２カ月交代ぐ

らいで回ってほしいという、ただの要請をしただ

けではなかなか先生もこちらに来るモチベーショ

ンが上がらないだろうということが、当然考えら

れるのですよね。 

 だから、その中ではどうするかというと、やは

りある程度の財政出動をしてしっかりとした環境

を整えてあげないと、もうだめな時期に来ている

のではないかなという気がしてならないのです

ね。ただ来てください、お願いしますだけで、こ

の地方都市に来て、ドクターの先生たちがここで

暮らしてくれるというのはなかなか難しいのでは

ないかと思うのですが、その辺の原課の考え方と

いうのは、どういうふうに考えていますか。 

○武田浩一健康推進課長 医師の確保につきまし

ては、かなりシビアな問題ということの認識はし

ております。 

 そんな中で、今おっしゃったように、地域の持

続可能な医療体制を確保していくということは、

いわゆるクリニックですね、クリニックと病院と

いうのが、それぞれの役割を担いながらバランス

よくあるというようなことが必要であるという認

識は持っております。 

 ただし、医師の確保というのは、一朝一夕、一

旦ではできるようなものではなくて、難しいとい

う認識は持ってございます。 

○栗田政男委員 近藤委員のほうからあったよう

に、各地域が専門病院をそれぞれ持ちながら、担

当し合いながら回すのも一つのやっぱり方法にな

るのかもしれません。 
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 当市においては、隣の北見市のほうに日赤の大

きな病院ございます。ただ今、日赤というのは地

域の基幹病院ですから、紹介状がないと行けない

というそういう環境にありますね。だから非常に

ハードルが高いというか、一度網走の病院に診て

もらって紹介状をもらってという形になろうかと

思うのですが。 

 そういう中でも、もうそろそろ、当市において

は市立病院ではないので、直接的に給料を出して

あげるとかというのはなかなか難しいのかもしれ

ませんが、財政出動というのを、僕は金銭的な

やっぱり負担をしてあげてきっちりと確保すると

いう何らかの行動に出ないと、もうだめな時期に

来ているのではないかなという気がします。 

 もちろん住環境も含めた、そういうドクターた

ちの生活環境、そういう人たちが交代で来れるの

であれば、交代で来れるような住環境も整えなが

ら、しっかりとした医療体制の構築というのが必

要ですし、最初に言った脳外科というのはやっぱ

り時間が勝負です。残念ながら、網走で最近初期

治療をして北見に走る１時間の間に亡くなる方が

大変多うございます。後遺症がたくさん残ると、

やっぱりこれは皆さん御存じのように、時間が勝

負という部分では、非常に緊急性が高いものであ

りますし、逆に言うと、がん治療は比較的時間の

余裕があります。お金さえ出せば東京の大きな病

院で重量子線の治療を受けたり、陽子線の治療を

受けたりすることも可能なのです。 

 だからそういうようにすみ分けが当然そこに必

要になるのではないかなというふうに思うので、

開業医の部分でいろいろなＰＲをするわけですか

ら、中には変わったお医者さんもいて網走に来て

もいいよという方もいますし、開業でなくて勤め

てもいいよという方がいれば、ハンティングして

くるような方法も当然必要ですし、先ほど来いろ

いろな網走の魅力発信と言いましたけれども、果

たしてドクターがその網走の魅力を発信したから

来てくれるかというのも、僕もちょっと疑問なの

ですが、それも一つの手法なのかもしれません。 

しっかりと取り組んでいただきたいなと思い

ますし、これは逆に言うと、網走の存続にかかわ

る非常に大切な問題ではないかなと。市長がおっ

しゃっている健康都市宣言の中には、必ずこの部

分が一番大きなウエートとして入ってくるはずな

ので、しっかり取り組んでいただきたいですし、

私たちもいろいろな情報を、いろいろと皆さんで

議論しながら進めていければなというふうに思い

ます。 

 もう１点だけ質問します。 

 松浦議員から僻地保育所の件について出ていた

のですが、私も所管委員会なので詳細については

所管委員会のほうでさせていただきますが、その

事件が発生する前から、発生といいますか、明る

みになる前からちょっと聞きたかったことがあっ

て、きょうはそこを聞かさせていただきます。 

 今、新しくさんごが合併して四つになるのです

が、例で上げますと、藻琴保育園と呼人保育園、

この二つがあろうかと思うのですが、かなりそこ

に通っている子供たちの数に差があるように、僕

は認識をしているのですが、その辺の数字がわか

れば教えていただきたいのですが。 

○清杉利明子育て支援課長 藻琴保育園と呼人の

いずみ保育園の状況でございますが、本年の２月

末現在の園児数につきましては、藻琴保育園が32

名、それからいずみ保育園が６名となっておりま

す。 

 また、それに伴います保育士の人数でございま

すが、藻琴保育園につきましては２名、プラス支

援が必要なお子さんが入っておりますので、加配

職員として１名プラスを認めているところです。 

 またいずみ保育園のほうにつきましても、保育

士については２名の体制となってございます。 

○栗田政男委員 僕、内情ちょっと中見ているわ

けでないのでわからないのですが、６名を２名で

見るのと、支援が必要な子が入っているので、30

名を２名で見ているのかなというような感じなの

だと思うのだけれども、それでほとんど同じよう

なシステムで、今保育所といえどもやっぱり教育

機関的な要素もあるので、そういう部分の教育も

多少は入ると思うのですけれども、この量、この

差を原課としてはどういうふうに捉えて是正して

きたのかという、そのやり方の内容についてお伺

いしたいのですが。 

○清杉利明子育て支援課長 保育士の人数につき

ましては、国のほうでの保育士の配置基準という

のがございまして、認可外のへき地保育所につき

ましても、特例保育という形になっておりまし

て、そこには保育士を２人以上置くこと、ただし

事情によりそのうちの１名については、保育士の

資格がなくてもよいという形になっておりまし



 

－ 111 － 

て、これにつきましては認可保育所も同様なので

すが、園児数が少なくても最低２名以上の職員は

配置しなければいけないというふうになっており

ますので、基本的には２名体制となっておりま

す。 

○栗田政男委員 ２名というのは聞いていたよう

な気がしますのでわかるのですが、では６名のと

ころに２名で対応して、32名のところに、普通で

考えると２名以上ですから、４名、５名という人

員を配置するのが本来ではないかなと思うのです

が、その辺についての見解をお聞かせください。 

○清杉利明子育て支援課長 保育士の配置基準に

おきまして、３歳以上５歳児までにつきましては

30名に１人の保育士を配置するという基準になっ

ております。それに基づきまして、２名の保育士

で充足するという考えでございます。 

○栗田政男委員 では、僕の認識があれだったの

で、少ないほうが異常な状態で多いほうは基準に

合っているというようなものの考え方なのかなと

思いますが、現状はどうかなということを考える

と、30名を超えているところはどういうことが起

きるかというと、５時まで預かってくれるはずの

ものが早目に迎えに来てくださいという先生方の

要望が出るらしいです。 

 とっても残業もしなくてはいけないし、ほかの

縫い物もしなくては、子供たちのいろいろなもの

をつくらなくてはいけない、大変だからできるな

らば早く迎えに、できるならば来てほしいという

要請で、お母さんたちは泣く泣くいろいろな用事

もキャンセルしながら早目に迎えに行っていると

いう現状があります。 

 私たち議員ですから、そういう相談を受けま

す。何で５時までなのにそんな早く迎えに来てく

れと言うのでしょうねと。忙しいのも大変だし、

いろいろな事情もわかるので、私たちも手伝える

ことは手伝いたいのだけれども、いろいろな規制

もあるし、食事に関してもいろいろなやっぱり法

的な規制がありますよね。簡単には手伝えない状

況があるので、大変苦慮しているということが言

われてます。 

 そこで、原課としてその差を見ながら、多分何

らかの対策は今までも打ってきているでしょう

し、まさか何もそれをほったらかしにしてきたわ

けではないと思うのですね。先ほど出てきたよう

に運営委員会に任せているから、俺たちのせいで

はないみたいな話にはならないと思うので、その

辺の見解をお聞かせしていただければと思いま

す。 

○清杉利明子育て支援課長 毎年運営委員長の会

議等も開催しておりますけれども、そういう中か

ら意見等もいただいてはおります。 

 その中で対応できるものについては、保育士等

の数に限らず、あらゆるいろいろな意見等が出さ

れる場合がございますが、対応できるものについ

ては対応してきているというふうに考えておりま

す。 

 またその中の一つとしましては、イベント等で

時間外をどうしてもしなければいけないというよ

うな御意見をいただいた中では、委託料の積算基

準の中に時間外手当の分も算定するなどの改正等

も行ってきているところでございます。 

○栗田政男委員 当然時間外の差は出てるでしょ

うし、調べるところによりますと賃金の差も出て

いるようです。 

 ただし、今この労働条件が厳しく言われている

時代に、残業ばかりして、特にこの仕事をなさる

のは女性の方が多いのでしょうね。帰れば家庭の

食事もつくらなくてはならない、いろいろな環境

がある中で、残業だけして全部対応してくれとい

うのは、これはもうとんでもない話なので、やっ

ぱり労働条件というのはしっかり今の時代に合っ

たものに直さなくてはいけない。そのためには増

員等も当然必要ですし、基準がこうだからという

画一的な話にはならないのではないかなと思いま

す。 

 そこで、質疑でちょっと気になったのは、運営

委員会がその保育士さんたちを雇用しているので

すね。そうすると、保険とか失業保険だとか、い

ろいろな公的なことに厚生年金も含めて、どうい

う対応をしてらっしゃるのですか。 

○清杉利明子育て支援課長 雇用につきまして

は、運営委員会が保育士の先生方を雇用しており

ます。ですので、社会保険の加入手続ですとか、

退職に伴う失業保険の手続ですとか、そこら辺に

つきましても運営委員会が行っております。 

○栗田政男委員 当然、ではそういうことで、源

泉徴収も含めた中できっちりとした法的な、そう

いう手続はその運営委員会が全部担っているとい

うことで理解していいのですか。 

○清杉利明子育て支援課長 はい、そのとおりで
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ございます。 

○栗田政男委員 この先は委員会の中で質疑しま

すけれども、ちょっと理解しがたいというのは本

当にその組織体で、正直言ってブラックボックス

ではないのだけれども、運営委員会自体が今回の

事案ですよ、事案に関して言うと、非常に組織と

して成り立っていないような気がしているのです

よね。 

 その組織が源泉をしたりいろいろなことをやる

というのは、誰が担当してどういうふうにやって

いるというのは甚だ疑問なのです。これはちょっ

と見えないし、どういうふうにやってらっしゃる

のかなというのを不思議に思っていたのですけれ

ども、運営委員会のメンバーの名簿とか出てくれ

ばまたわかるのですけれども、その人たちが源泉

徴収をしながら各保険の手続等を、誰がやって

らっしゃるのかな。外注していれば別ですよ。そ

ういうこともしっかりと報告をいただければなと

いうふうに思います。 

 いずれにしても、ひとつ昔からの流れで今こう

いう環境があるのですが、ここは一度リセットを

していただいて、雇用も含めてやっぱり市がきち

んと対応してあげる。同じような待遇できちんと

やる、それによってコストが多少上昇してもきち

んと面倒見るというのは、やっぱり市がかかわる

公の施設という見方をしたときに、今のやり方は

僕はいかがなものかなという気がしてなりませ

ん。 

 本来であれば、この予算六千何百万というのも

本来はやっぱり通せないような案件ではないかと

思います。ただ、いろいろな事情で４月からのこ

と、いろいろな運営委員会が困って子供たちが困

るという現状ですから、暫定的には通すことにな

ると思いますが、非常に疑問に思う部分が多過ぎ

て、それは今後の委員会の質疑の中できっちりと

やらせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○井戸達也委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午後５時20分 休憩 

───────────────────────── 

午後５時30分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質疑を続行します。 

 立崎委員。 

○立崎聡一委員 それでは、１点だけお聞きしま

す。 

 予算説明書75ページの墓地改修事業なのですけ

れども、まず内容を確認したいと思います。 

○近藤賢生活環境課長 墓地改修事業の内容でご

ざいますが、平成31年度の事業としまして、桂町

墓地駐車場のゲートから参道が未舗装の状態でご

ざいまして、参拝のお客様、利用される方がぬか

るんでいたりして、危険な状況にあるということ

から舗装整備を実施する予定としております。 

○立崎聡一委員 時期によってはやっぱりぬかる

んだりもするので、あとは御高齢の方も多いかな

と思いますので、その辺はしっかり対応していた

だきたいなと思います。 

 墓地の改修ということで、昨年合葬墓に増設さ

れたのですけれども、その状況をお聞きしたいと

思います。 

○近藤賢生活環境課長 合葬墓の拡張でございま

すが、こちらは平成29年度の事業として実施をし

ました。 

 当初合葬墓につきましては、骨箱の状態で300

体入るという容積でつくっておりましたが、拡張

工事を実施し、さらにお骨については焼骨だけを

埋蔵する形としておりますので、現在は1,000体

以上埋蔵できると考えており、あと10年分は容積

があるものと考えております。 

○立崎聡一委員 ただ1,000体入るということで

10年分というお話でしたけれども、今後の方向と

いうのはちょっとわからないと思うのです。とい

うのは、やはりひとり暮らしの世帯の方ですと

か、それから身寄りの少ない方がだんだんふえて

いくのではないかなというふうに思います。その

ときの対応については、どのようにお考えでしょ

うか。 

○近藤賢生活環境課長 平成25年度から合葬墓の

供用を開始しまして、７年間たつところになりま

す。 

 委員おっしゃられたとおり、今後申し込みをさ

れた方が高齢の方が多いので、申し込みをされた

後独居となってしまう。また合葬墓を申し込む際

には、お骨を納骨、埋蔵する方を主宰者として選

定するということがあるのですが、主宰者として

選定された方が選定されていることがわからなく

なってしまうという状況も、私どもも喫緊の課題

として危惧をしているところです。 



 

－ 113 － 

 今後につきましては、高齢の方も多いというこ

とから、福祉関係などの機関からも意見をお聞き

しまして、全ての方が利用しやすい合葬墓の制度

づくりについて、研究を進めてまいりたいと考え

ております。 

○立崎聡一委員 終わります。 

○井戸達也委員長 次、平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは質問させていただきま

す。 

 最初に、手話言語条例について伺いたいという

ふうに思います。 

 先ほども一部質疑がございましたので、重なら

ない部分だけ伺おうと思いますけれども、パンフ

レットを作成されるということでありますが、先

ほど来の質疑の中でもいろいろあったのですけれ

ども、やはりこの手話を取り巻く歴史的な背景も

含めて周知していく必要があると思うのですけれ

ども、その辺もパンフレットには記載されること

になるのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 この手話の歴史的な背

景についてですけれども、パンフレットの具体的

な内容というところまではまだ具体的に決定して

いないので、これから検討ということになります

けれども、今回手話言語条例を制定していった経

過の中では、過去にろう教育の現場において、手

話が日本語の取得を妨げるものと誤解されている

というような経過もあるということは条例の中に

うたっております。 

 今の段階で、そこに触れるかどうかというのは

断言はできませんけれども、前文などの内容をそ

こに記載していくということになると、その歴史

的経過も触れることができるというふうに考えて

おります。 

○平賀貴幸委員 恐らく手話の関係者以外はあん

まり知らないことだと思うので、そこはぜひ記載

が必要なのだろうなと、一番最初のパンフレット

ですから、思いますので、意を用いていただきた

いなというふうに思います。 

 それから、いろいろなことが変わっていく、先

ほどの中にも催事に手話通訳者をということです

けれども、全ての催事にということには、イベン

トにはということにはならないと思うのですけれ

ども、初年度はどの程度の通訳者の配置を考えて

らっしゃるのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 催事に手話通訳者を派

遣することにつきましては、初年度で６回程度考

えておりまして、例えば社会を明るくする運動の

市民大会とか、敬老会とか、それから障がい者の

スポーツ大会など考えておりますけれども、その

ような福祉的なイベントを中心に考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 そこで伺いたいのですけれど

も、これまではイベントがあって手話通訳が必要

になったときには、主催者が手話通訳をお願いを

するということをする、あるいは聾啞者の方々が

個人的に手話通訳の方をお願いして来てもらうと

いう対応だったのですけれども、今後はその６回

のものについては市がやるのでしょうけれども、

徐々にそこを市が積極的に配置する方向に変えて

いくという方向感なのでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 現時点で考えているの

は、市が主催する事業ですので、まずそこにつき

ましては市のほうで配置するということを考えて

おります。 

 手話通訳者の数が限られておりますので、当面

市が関係する事業について、市のほうから配置を

行っていくことで考えたいと思います。 

○平賀貴幸委員 全てのものにということにはな

かなかまだいかないと思いますけれども、少しず

つ市が実施する事業については、市が手話通訳を

配置するという形が進んでいけば、より聾啞者の

方々が参加しやすくなるというふうに思いますの

で、ぜひ進めていっていただきたいのですが、そ

のためには手話通訳の養成というのが大切だとい

うふうに思います。私自身も過去には登録の手話

通訳者だったのですけれども、さすがに今は勉強

が足りないので、すぐ登録にはいかないと思って

ますが、５人というところで、やはり養成必要だ

というふうに思います。養成の中には資格の取得

も含めてやらなければいけないとか、いろいろ課

題はあると思いますし、網走市の場合は専従通訳

者がおりません。さまざまな形で養成考えていく

のだと思いますけれども、現時点での考え方、ま

ずお示しいただきたいと思います。 

○酒井博明社会福祉課長 手話通訳者の養成とい

うことですけれども、裾野を広げるために、市民

手話講習会などを広げていって、サークル活動を

経ていって、さらに手話の専門的な技術を身につ

けるということで、札幌市等で行われる手話通訳

者の養成講座の参加の助成や、それから手話通訳
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者の養成講師育成研修の参加助成、それから北手

協や北通研の合同研修の参加助成など、各種研修

参加に対する助成や毎月１回の登録手話通訳者学

習会や年１回の登録手話通訳者研修会などを開催

して、そこには登録手話通訳者のみならず、市内

のサークル会員の参加を募る等の取り組みを行っ

ておりました。このような取り組みを今後も続け

ていきながら、専門的な手話通訳者の養成も図っ

ていきたいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ取り組んでいただきたいと

思いますが、今振興局にたしか一人専従手話通訳

者はいらっしゃるというふうに思いますけれど

も、網走市にはいないですね。なかなかすぐにと

いうわけにはいかないのですけれども、手話言語

条例を持ったということで、将来的には専従通訳

者の配置を目指してやっぱりいただきたいなと思

うのですけれども、その辺についてはいかがで

しょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 先ほど申しましたよう

に、手話通訳者の数が限られているということも

あるということと、今振興局で働いている方は59

歳ぐらいの方が勤務されているのですけれども、

そのような方で実際に従事できるような方が、ま

た現在の登録されている方が、その方の中からい

るかどうかとか、そういうのも含めながら検討し

たいと思います。今のところは毎週木曜日には聾

啞者の補佐ということで、手話の通訳の方に来て

いただいております。 

○平賀貴幸委員 今いる専従通訳者さんはもとも

と北見に住んでいらっしゃって、北見の手話の会

に入っていらっしゃってということなのですよ

ね。これからその辺も含めて、いろいろな形で検

討していただきたいと思いますが、やはり専従通

訳者の配置をできるだけ早いうちにといっても、

なかなかそんな簡単ではないですけれども、方向

感としては目指していただきたいというふうに思

います。 

 一方で、網走の市の中で、職員の皆さんの手話

の使用というのは、今特別職に１名というふうに

認識をしております。なかなかふえてこないので

すけれども、そこもぜひ使える方がふえていただ

きたいなと、筆談等で対応しているのは承知して

おりますが、ぜひふえていただきたいなと思うの

ですが、担当課を中心にぜひ取り組んでいただき

たいと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 実際に専門の手話通訳

者までたどり着くというのも非常にハードルが高

いことですけれども、職員の手話通訳の研修など

も、今度条例制定を機に考えておりますので、そ

ういうところから徐々に、市民手話講習会の初

級、中級と、そういうような形を経ながら、少し

でも手話を使える方を育成していきたいというふ

うに考えてます。 

○平賀貴幸委員 今後の取り組みに期待をさせて

いただきながら、成立を、私も手話言語条例の成

立を喜びたい者の一人として見ていきたいという

ふうに思います。 

 続いて、介護人材の確保について伺いたいと思

います。 

 代表質問でも議論をさせていただきましたし、

これまでも介護人材の不足とそれに対する対応に

ついては、たびたび議論をしてまいりました。 

 その経過もあったりだと思っておりますけれど

も、介護保険計画にもそのことが、網走の場合は

盛り込まれるということになっておりますし、介

護人材確保事業、あるいは介護福祉士確保対策事

業等の取り組みに至ったというふうに思っており

ます。 

 しかし、それでもやはり人材不足の課題という

のは大きいということで、代表質問にもあったと

思いますけれども、もう少し詳しい詳細、今後の

見通しを明らかにしていただきたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 介護人材確保でありま

すけれども、団塊の世代が75歳に達する2025年度

末で245万人の確保が必要とされておりまして、

第７次介護保険事業計画に基づく推計でも、全国

で34万人、北海道でも２万人が不足するというふ

うに見込まれております。 

 これまで介護従事者に対する処遇改善などが見

直され、離職率も好転はしているのですが、いま

だに３Ｋ労働や低賃金といったイメージが強く

残っておりまして、介護人材の確保が難しい状況

が続いております。 

 この部分は網走市でも同様で、高齢者人口の推

移に伴いまして要介護認定者も増加していきます

し、第７次計画下における介護施設の整備、増

床、また第７次介護保険事業計画策定時のアン

ケート調査でも、23事業者のうち17事業者が職員

数が不足しているというようなアンケート調査の

結果もございます。こういったことを踏まえまし
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て、今後事業者と連携した取り組みを進めなけれ

ばならないという認識でおります。 

○平賀貴幸委員 恐らく増床等もこれから出てく

るところもあるのだというふうに思いますので、

さらに深刻化することも考えなければいけないの

だろうなというふうに思うところなのですけれど

も。 

 対応策としては、もちろん現行の政策をしっか

りと進めていくということも大切ですし、隠れた

人材、一旦離れてしまった人材やさまざまな事情

で今別の仕事をしていたり、家庭に入っている方

をいかに復帰してもらうか、その辺も大事なのだ

と思いますけれども、それでもなお足りなくなる

可能性が私はある、深刻な課題だと思います。 

 そのための対応策はやはり大きくは二つだと

思っておりまして、一つは代表質問でもやりとり

しました外国人労働者の受け入れを含めた対応、

そしてもう一つはこれも同じく触れさせていただ

きましたが、寝たきりゼロなどを目指した介護

の、実際の介護自体のやり方を変えていくこと

で、重労働ではないような状態に変えていくとい

うこと、その二つだというふうに思っておりま

す。 

 まず、外国人労働者の受け入れについては、具

体的にどのような見込みを現時点ではお持ちなの

でしょうか。見解を伺いたいと思います。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 外国人労働者の受け入

れについてでございます。 

 現段階では、網走市内事業者におきましては、

外国人の受け入れを検討しているということは聞

いてはおりませんけれども、国内での人材確保が

難しい状況が続けば、外国人の受け入れを検討し

なければならないというふうに考えてございま

す。 

 受け入れ方法でございますけれども、経済連携

協定、技能実習制度、そして入管法による在住資

格による介護の拡充や、特定技能の創設といった

ことで４種類の方法があるというふうに認識して

おりますけれども、受け入れ側の費用負担、それ

から住まいの確保、介護のスキルやコミュニケー

ション、日本語能力になりますけれども、そして

安定的な雇用、どうしても介護福祉士を取得でき

なければ帰国していまうというような問題もあり

ますので、そういった課題がございますので、事

業者と連携した意見交換を進めなければならない

というふうに考えてございます。 

○平賀貴幸委員 いざ必要になったときに慌てて

も、なかなか後手に回るものだと思いますので、

密にコミュニケーションとりながら必要な対応を

進めていっていただくことが、ここは肝要だとい

うふうに思うところです。 

 もう一つは、介護そのもののあり方を見直すこ

とであります。このことについても、たびたび一

般質問等でも議論をしてまいりましたし、代表質

問でも触れていたところです。 

 やはり、こんなに寝たきりが多い国はやはり日

本ぐらいでして、そもそも寝たきりでない状態

が、ごく普通の状態がつくることができれば、そ

れほど重労働ではないはずなのですね。ただ、今

すぐ寝たきりになっている方々がしゃきっとして

起きるということは難しいので、これは今後高齢

化される方々が寝たきりにならないまちづくりを

していくという意味だというふうに思っていただ

ければと思うのですけれども、この辺について原

課のほうでどのように取り組みされているでしょ

うか。 

○桶屋盛樹介護福祉課長 重度化防止、まずお元

気な方、また虚弱な方につきましては、現行の介

護予防事業を継続して支援していくということが

一つです。 

 もう１点は、介護保険サービスを利用する方々

の重度化につきましては、やはり介護労働者の負

担軽減ですとか、将来的な費用負担の抑制につな

がるため重要であるというふうに認識をしており

ます。 

 介護保険サービスは多岐にわたりまして、一概

に重度化防止、寝たきりゼロといっても、事業所

ごとの方針や考え方により、取り組みがさまざま

であり、また利用者の心身の状況、さらにサービ

スや施設の種別によって取り組む内容も違いが生

じてきますので、この部分につきましては事業所

それぞれが実践する取り組みを把握いたしまし

て、そういった情報を事業所、市と共有をいたし

まして取り組んでいければというふうに考えてご

ざいます。 

○平賀貴幸委員 そうですね。まずは情報や考え

方の共有から始めるということが第一歩になると

思いますので、少しでも前に進んでいただきたい

と思いますし、もう先進的に道内でも取り組んで

いる団体もございますし、全国ではそういったこ
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とに取り組んでいる地域もございますので、そう

いった情報含めて入れていきながら、少しでも前

に進むことを、ここは期待しながら見守りたいと

いうふうに思うところであります。 

 次の質問に移ります。 

 続いて、ジョブコーチの関係ですけれども、も

ちろん障がい者の福祉の中でも、実は介護人材の

確保というのがあって、同じような形でやってい

ただかなければいけないのですけれども、ここは

違いは寝たきりゼロのような形で、労働を軽減す

るというわけには、なかなかいかないというとこ

ろが介護保険との最大の違いだというふうに、障

がいのある方々の場合は思うところです。 

 それはさておきですけれども、やはり課題とし

ては企業に配置する形のジョブコーチがなかなか

出ていらっしゃらないことだというふうに思いま

す。ここはさまざまな理由があって難しいのだと

いうふうに思っておりますけれども、何とかして

いきたいなと思いますけれども、原課としての考

え方はいかがでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 ジョブコーチの養成に

つきましては、今まで養成研修受講に対する補助

を行っておりました。その補助の対象経費は、宿

泊費、交通費、受講料などと、ほぼ実費全額の補

助を行っているところであります。 

 企業在籍型のジョブコーチは我々も何とかふや

したいということで、幾つかの企業にも研修参加

の働きを行っておりましたけれども、研修がどう

しても１週間に及ぶということで、仕事に影響が

出るということなどが理由となって参加には至っ

ていないという状況でございます。 

 ただ、主催団体も参加しやすい研修とするため

に、平成31年度は研修日程を土曜日から月曜日と

して、２週に分けた開催とするということなど

で、企業が参加しやすい日程に工夫しておりま

す。こうしたこともしっかりと企業の方に周知し

ていって、いろいろな知恵もあると思うのですけ

れども、このような情報もしっかり提供しなが

ら、企業の方々と情報交換しながら、この養成研

修を受けていただくような形をとっていきたいと

思っております。 

○平賀貴幸委員 どこか１カ所でもジョブコーチ

を企業に配置していただけると、そこからどんな

ものかを知っていただいて広がっていくという、

乾坤一擲なような突破の仕方もあるのだと思いま

すので、場合によってはモデル事業的に補助を上

乗せするようなことも検討されてはいかがかと思

うのですけれども、どうでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 先ほど申しましたよう

に、今補助につきましては実費全額を補助してお

りますので、これ以上の補助ということになって

くると、給与保障とか、そういうようなところに

もなってしまうのかなというところもありまし

て、なかなかさらに上乗せするというのも難しい

のかなというふうに思っております。 

 先ほども申しましたように、企業のほうと情報

交換しながら、どのような支援があるとさらに受

けやすくなるかということについて、情報交換も

行いながら対応したいと思います。 

○平賀貴幸委員 このジョブコーチの養成研修

は、昔はつくばまで行かないとできなかったので

すよね。今は名寄でもできるということで、そこ

を考えると相当よくなったのですけれども、裏を

返すと、ジョブコーチの研修を受ける場所をさら

にふやすことも本当はできるのではないかなと思

うのです。 

 なかなか網走で開催するというのは単独では、

私は難しいだろうなと現状では思ってはいるので

すが、例えば同種の制度を北見市でも検討してい

るような話もちょっと聞いているのです。実際や

ることになるかどうかまでは聞いてないのですけ

れども。そういったことができたときに、複数の

自治体やさまざまな事業所で連携をして、オホー

ツク圏でジョブコーチの研修を行うようにすると

いうのも、これもジョブコーチの研修を受ける企

業をふやすことに直結すると思うのですけれど

も、その辺についてのお考えはいかがでしょう

か。 

○酒井博明社会福祉課長 ジョブコーチの養成研

修を行うには、国が定める一定の要件に合致しな

ければなりません。この国が定める要件というの

が、ジョブコーチとしてのそこの団体の活動実績

が３年以上あること、あるいは実施法人において

就労支援を行い、一般就労につながる支援を行っ

た実績が10名以上あることなどのさまざまなハー

ドルがあるということがわかっております。これ

らの要件に合致する法人というのは、当然網走市

内にはなくて、管内にもごく限られているのでは

ないかということで考えております。 

 ですので、今すぐに養成研修、または基礎研修
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をオホーツク管内で公費で行うということはまだ

難しいのかなと思いますけれども、近隣の団体の

動向なども把握するとともに、そういう可能な状

況が確認されれば、管内の他の自治体や北海道が

事務局になってますオホーツク地域づくり委員会

などにおいて、協議検討したいというふうに考え

てます。 

○平賀貴幸委員 ぜひ少しでも多くの方がジョブ

コーチの資格を取って、障がいのある方が働きや

すい場所を少しでもふやしていっていただければ

と思います。 

 一方で職親会の取り組みを網走でも何とかとい

うことで取り組まれていたと思いますけれども、

なかなか実現はしない状況があるのだというふう

に思っておりますが、その辺についての考え方は

いかがでしょうか。 

○酒井博明社会福祉課長 職親会につきまして

は、今回の第５次の網走市障がい者福祉計画にお

きましても、障がい者就労の受け入れ拡大を推進

するため、職親会について関係機関と情報交換

し、この設置を目指すということで計画の中に盛

り込んでおります。 

 現状において、なかなか具体的な検討までは行

えておりませんが、今後障がい者就労先の拡大を

図る中で、北見にあります職親会の取り組みなど

を参考に、計画期間内で具体的な検討を行ってま

いりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 そこは今後の取り組みを期待し

たいというふうに思います。 

 続いて、僻地保育所の関係に移りたいというふ

うに思います。 

 先ほど来、いろいろ議論がございましたし、残

念なこともあったところでありますけれども、基

本的なところを伺います。 

 まず、平成27年から新たな制度に移行して、５

園が運営されていると思います。その間、29年ま

で３年間が確定している予算、決算だというふう

に思いますけれども、その５園の委託料の推移、

それから内部留保を含めて経営全体の状況をまず

明らかに、それぞれしていただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 僻地保育所の委託料

の３カ年の推移でございますが、まず北浜のはま

なす保育園におきましては、27、28年度は約800

万円、それから29年度は1,200万円。それから続

きまして、浦士別におきましては、27、28年度は

約800万円、29年度は約1,050万円。それから藻琴

保育園につきましては、27、28年度は約1,400万

円、29年度も約1,400万円となっております。さ

んごそう保育園につきましては、 27年度が約

1,300万円、28年度が1,200万円、29年度が1,060

万円となっております。呼人のいずみのほうにつ

きましては、27年度が約1,000万円、28年度が約

900万円、29年度も約900万円となっておりまし

て、５園の合計でいきますと、27年度が約5,300

万円、28年度が約5,200万円、29年度が約5,600万

円となっております。 

 また、29年度で増額となっている理由としまし

ては、平成29年度からはまなす保育園と浦士別保

育園が季節保育から通年保育へとなっていること

が主な要因となってございます。 

 また、内部留保というお話でございますが、決

算書におきます次年度への繰越金という形で御説

明させていただきますが、北浜のはまなす保育園

におきましては、27、28年度が約60万円から70万

円程度、29年度につきましてはまだ調査中の中身

でございますので、正しくない繰越金額という形

になりますので、ちょっとこの部分はちょっと保

留とさせてください。浦士別につきましては、

27、28年度が約180万円、29年度が約200万円と

なっております。藻琴につきましては、27年度が

約16万円、28年度が１万5,000円、29年度が約26

万円となっております。さんごそう保育園につき

ましては、３年間ともゼロ円となっております。

また、呼人のいずみ保育園につきましては、27、

28年度は210万円から240万円程度、29年度が約

180万円となっております。 

○平賀貴幸委員 わかりました。 

 委託料そのものは、特別な理由がなければそれ

ほど変動しないのだなということは理解はできま

した。 

 内部留保自体は大変多い園と全然ない園とある

のですけれども、これはどんな理由でどうなって

いるというふうに捉えてらっしゃるのでしょう

か。 

○清杉利明子育て支援課長 委託料の交付におき

ましては、先ほどの松浦委員のときの答弁でも一

部お話をさせていただきましたが、年度末におき

まして特に光熱水費などにつきましては、単価そ

れから温度の、気象の変更等におきまして、使用
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する量も変わってきますので、その中で運営費の

中で不足が生じる場合につきましては、委託料の

追加の交付を認めております。 

 中身の審査をして適正な運営をした上での決定

をしておりますが、そのようなこともありまし

て、特にそういう部分で燃料費の使用が多い園で

すとか、さまざま各園におきましても状況が違い

ますので、そういう差が出ているのが一つと、あ

と委託料におきましては、園児数による人数に応

じた積算もございますので、そこら辺で増減があ

るのと、定額の部分もありますので、逆に人数に

応じる部分は園児数が少ないところは下がります

し、逆に定額の部分が多い部分は園児数が少ない

ところでも一定額の委託料が交付されるという形

になっておりますので、そこら辺の差におきまし

て、各園におきましての次年度繰越金に差がある

ものというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 任意団体とはいえ、運営委員会

が一定の内部留保を持つこと自体、私は別に否定

することはないのですけれども、その内部留保の

金額については一定の何か物差しなり、ルールな

りが多分あったほうがいいのではないかなと思う

のですけれども、その辺原課では今のところは特

に持ってないという、考え方としては持ってな

かったというふうに考えていいでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 基準というものは特

に定めてはおりませんけれども、委託料の10％以

内というのに収めていただくのが好ましいという

ふうには考えております。ただし、大きな備品を

購入しようというふうに、将来的に考えている場

合ですとか、あとは施設を修繕といいますか、快

適な環境にするための中規模な修繕等を将来的に

考えているとかという場合もございますので、そ

ういう意見も聞きながら、繰越金については一定

額については認めてきているところでございま

す。 

○平賀貴幸委員 ケース・バイ・ケースにそこは

よるのだというふうに思います。施設の修繕は

やっぱり市でやるべきだろうなというふうに、基

本的に私は思いますけれども、そこの辺はいろい

ろな調整をしながら内部留保については、こうい

う金額を何に使うのかということを含めて、明確

になっていることが大切だと思います。 

 そこはさておき、あと人数によって委託額がと

いう話もございました。私も実際に働いていた経

験があるので、ある程度そこは理解できるのです

けれども、ところでなのですが、障がいのあるお

子さんがいて、加配になった場合の人件費という

のは幾らなのですかね。 

○清杉利明子育て支援課長 加配の職員につきま

しては、市のパート職員の基準に準じて、雇用の

状況の実績に応じて交付をしているところでござ

います。 

○平賀貴幸委員 パート職員の実績に応じてとい

うことなのですね。ちょっと藻琴の保育園を例に

させていただくと、たしか２人ぐらい障がいのあ

る方がいらっしゃるのだと思うのですね。加配の

方が１人いるという形で見ていくと、随分安いの

ではないかなと思うのですけれども、そんなに雇

用条件ってよくない、よくないと言い方したらい

いのかどうかあれですけれども、そんなに高くな

いのですかね。ちょっとよくわからないのですけ

れども。 

○清杉利明子育て支援課長 市のパート職員の１

時間当たりの単価が1,090円で、時間数としては

１日５時間分として計算しております。 

 実際に運営委員会のほうで雇用した分について

は、実績報告を出していただきまして、それに応

じて委託料の積算に加算をしているというところ

でございます。 

○平賀貴幸委員 なるほど、フルタイムでないの

でこのぐらいの金額になると、そこはわかりまし

たが、それで十分かどうかということも、ぜひ検

討していただきたいなと思うのですけれども。 

 先ほど栗田委員の質問の中にも、できるだけ早

く迎えに来てほしいという問題、これ前からあっ

たというふうに思います。逆にどうしても15分か

ら30分くらいおくれるから何とかしてほしいとい

うニーズもあるのですよね、園によっては。その

部分、内部留保があるところは、自分のところで

残業手当で出していても何とかしようとしてやっ

ているところもあるというふうに、私も理解して

いるのですけれども、なかなか難しいところもあ

るのだというふうに思います。 

 本来であれば、その部分、別の人を手配して正

規の職員には帰宅いただけるような形をとること

が、本当は望ましいと思うのですよね。そういう

考え方で委託料だとか、運営の積算だとかを考え

ていただくことを、市と運営委員会で話してほし

いのですけれども、いかがでしょうか。 
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○清杉利明子育て支援課長 各運営委員会のほう

にも、年１回ではございますが、委員長会議等も

開いておりますので、その中で意見等も頂戴しな

がら、どういう形であれば対応できるかというこ

ともございますので、意見の把握には努めてまい

りたいというふうに思います。 

○平賀貴幸委員 ぜひそこは進めていただきたい

と思いますが、この委託料の中には給食を調理す

る方の委託料も含まれているというふうに理解を

しております。ところがその委託料が十分ではな

いので、保育士が調理しなければならない園とい

うのが、過去あったのですよね。週に何回か。今

もそれはあるのでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 今もあるかというと

ころでいくと、最近についてそういう話は当課の

ほうには来ていないので、実態としてどうなって

いるかというところの把握もできていない状況で

すので、今後どういう状況にあるのかという点も

含めて、把握に努めていきたいというふうに思い

ます。 

○平賀貴幸委員 残念なことなのですけれども、

その運営の実態の把握も、実は現時点で市では余

りできてない部分もあったということが、今わ

かったのだと思うのです。 

 わかりません。私が働いていた当時のことです

から、そういう園があったのは間違いないのです

ね。どうしても調理員の方は働いていただく予算

が足りないので、保育士の方に調理をしてくださ

いという日が週に何回かあるというところがあっ

たのは間違いありません。 

 今もそれがあるのであれば、やはり改善しなけ

ればいけないので、まずはその現状の運営の実態

を、これいい意味で把握してほしいのですよね。

改善するための把握です。決して悪いところを見

つけるために把握してくださいと言っているわけ

ではないのです。少しでも働きやすい環境で、そ

して運営委員の皆さんが安心して運営に当たれる

環境をつくるための実態把握をしていただきたい

ということを、この場では申し上げたいのですけ

れども、そういう形での実態把握、ぜひ進めてい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○清杉利明子育て支援課長 今現在は、はまなす

保育園におきます調査を実施しているところでご

ざいますが、そのほかの園につきましても、運営

組織のあり方をどう見直していくべきかという点

も踏まえまして、実態の把握を含めて調査等を

行っていきまして、再発の防止策及び運営組織の

あり方について、さまざまな見直し点等を含めま

して検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 一言でいうと、適切な把握を進

めていただくしか、そこはないのだと思います。 

 再発防止等については、また改めて所管委員会

での議論をさせていただきたいと思いますが、ぜ

ひそこは前に進むような形をしていただきたいと

いうふうに思いますし、先ほども市長からもいろ

いろな形で答弁がございました。改めてそこにつ

いて、これ以上言及しませんけれども、しっかり

とした市の対応をとるという意味でも、私は被害

届の提出など一定程度の対応はすべきだというふ

うに思うところです。 

 最後の質問に移ります。 

 ごみ収集事業についてであります。 

 分別について難しい、それを何とかならないか

という議論も種々あったところですけれども、私

からは１点だけ伺います。 

 なかなか難しいということで、いろいろな工夫

をされると思うのですけれども、今年度新たに取

り組まれる点あれば、明らかにしていただきたい

と思います。 

○近藤賢生活環境課長 分別が難しいという声が

ございます。処理施設の状況、現状を見ますと、

ごみが容器に包まれたままの食品や賞味期限が切

れてしまった食品がそのまま生ごみとして出され

ているケースが散見されてます。 

 そうやって出される市民の方は、今までの一般

ごみが全部生ごみというふうに認識されている方

もいらっしゃると思いますので、今年度、来年度

につきましては、市民の方にもわかりやすいよう

な資料、例えば手つかず食品や食べ残しは容器包

装と食品は分けて誘導できるような、わかりやす

い資料の提供も進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、環境展などのイベントがございますの

で、そこでは間違った出され方のパネルなども展

示をして、正しく出していただくようなわかりや

すい映像、画像を含めたものを提供して説明して

まいりたいと考えております。 

 また、本当にわからないというお問い合わせが

あった場合には、その方の自宅に出向くなど個別
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の対応についても引き続き行ってまいりたいと考

えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ必要な対応を進めていただ

きたいというふうに思いますが、間違った捨て方

というのも、実はなかなか大事なことだというふ

うに思います。 

 ごみ辞典をインターネットで公開されているよ

うですね。よくある間違いだとか、よくある勘違

いとかというのも、インターネットで公開を、辞

典の中に入れるのがいいのかどうか、ちょっとあ

るのですけれども、していくだとか、そういった

工夫をパネル展はもちろんなのですけれども、イ

ンターネットでも見れるようにして、こういうよ

くある間違いというのを事例として出していくの

もわかりやすいと思いますけれども、それについ

てはいかがでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 委員おっしゃるとおりイ

ンターネットのホームページの中でもよくある間

違いなども、すぐ資料は集められますので、そう

いったことも検討して、実施していきたいと思い

ます。 

○平賀貴幸委員 ぜひそういった形で工夫を重ね

ていっていただくしか、ここはないと思いますの

で、取り組んでいただきたいと思います。 

 最後に、食品のロスについて伺います。 

 先ほども質疑の中でもありました。もちろん家

庭からでもまだ食べられる、手つかずの食品が捨

てられているということも答弁の中でわかりまし

たけれども、実際に代表質問の答弁の中だと、年

間の総排出量の３％、343トンが手つかずの食品

だということがわかりました。またその中で、や

はり事業系の生ごみというのが一番多くて、事業

系生ごみの18.31％、年間で219トンがこういった

ごみになるのだということもわかったところで

す。 

 何とかこれをゼロに近づけるということが、私

は大切だと思います。条例については、今のとこ

ろ検討しないということでしたけれども、ぜひ前

に進めていただきたいと思いますが、原課のほう

で何か考え方あればお示しいただきたいと思いま

す。 

○近藤賢生活環境課長 当市ではスーパーなどの

事業者の意見を聞く場としまして、これまで市と

消費者協会、事業者で話し合いの場を持つ、網走

市レジ袋等削減推進連絡会を設置しています。 

 目的としましては、ごみを減らす、レジ袋を減

らすということが最初の課題だったのですが、現

在開催については不定期ではございますが、これ

までのレジ袋の削減は一定の方向性が見出せてき

てますので、今後は食品ロスについても意見交換

をし、よりよい施策に結びつけていくことにつな

げるため、スーパーなどの事業者からも意見を聞

いた上で、研究してまいりたいと考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 ぜひここは、コミュニケーショ

ンしていただくほかないのだというふうに思いま

す。 

 実際に大手の小売店については、この食品ロス

というのは企業的には課題になっていて、どうし

ても発生するやむを得ないコストなのだけれど

も、何とか削減したいと思ってらっしゃるのです

よね。ここを、網走市との話し合いの中で、実際

にやり方が見つかっていけば大きな前進になりま

すし、全国的にも注目される事例に間違いなくな

ると思います。フードバンク事業等と組み合わせ

ながら、ぜひ検討していただきたいということを

申し上げまして、私の質問を終わらせていただき

ます。 

○井戸達也委員長 ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、以上で本日の日程であります一般会

計の歳出のうち、民生費、衛生費及びその特定財

源に関する歳入並びに関連議案６件の細部質疑を

終了しました。 

 本日は、これで散会とします。 

 再開はあす10時としますから、御参集願いま

す。 

 大変お疲れさまでした。 

午後６時17分 散会 

───────────────────────── 


